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序 文

千葉県の東総地域は、利根川に流入する幾筋もの小河川|と太平洋に流入する栗山川の小支流

とによって刻まれた台地が広がっています。この地域は、昔から自然環境に恵まれた地域で小

河川沿いの台地上には多くの遺跡が所在しております。

千葉県では道路網の整備の一環として、大栄町所地区から山田町大角を通り、干潟町清和乙

地区に至る延長17.2kmの一般県道大栄栗源干潟線(東総有料道路)の建設を計画しました。

そこで、千葉県教育委員会は工事予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて、県道

路建設課をはじめ関係諸機関と慎重な協議を重ねた結果、やむを得ず事前に発掘調査を実施し、

記録保存の措置を講ずることになり、昭和59年4月から糊千葉県文化財センターが発掘調査を

実施してまいりました。

計10か所の遺跡の調査は昭和62年4月に終了し、清和乙遺跡では旧石器時代から歴史時代ま

での多くの遺構・遺物が調査され、伊地山金杉遺跡では古墳及び弥生時代の住居跡、伊地山石

塔前遺跡では旧石器時代の石器群など多くの貴重な資料をえることができました。ことに、清

和乙遺跡では、古墳時代の住居群と石製模造品を多量に含む包含層、歴史時代の住居群と土器

などが注目を集めています。これらの調査成果は、当時の人々の生活を復元するうえで貴重な

資料になるものと思われます。

このたび、その調査成果を報告書として刊行する運びとなりました。本書が学術資料として

はもとより、文化財の保護・普及のために広く一般の方々に活用されることを願ってやみませ

ん。

終わりに、発掘調査から報告書の刊行に至るまで、種々御指導いただいた千葉県教育庁文化

課をはじめ、県道路建設課、佐原市教育委員会、栗源町教育委員会、山田町教育委員会、干潟

町教育委員会、地元関係諸機関各位の御協力に厚くお礼申し上げるとともに、酷寒の中、調査

に協力された多くの調査補助員の皆様に心から謝意を表します。

平成2年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理 事 長 岩 瀬 良 三



凡 例

1.本書は、千葉県道路建設課による一般県道大栄栗源干潟線県単道路改良事業(幹線)に伴

う埋蔵文化財の発掘調査報告書で、清和乙遺跡他9遺跡を収録している。

2.発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県の委託を受け、千葉県教育委員会の指導の

もとに財団法人千葉県文化財センターが行なった。

3.発掘調査は、昭和59年度から62年度にわたり、調査部長鈴木道之助(59"-'61年度)、堀部昭

夫 (62年度)、部長補佐根本弘 (59年度)、岡川宏道 (60年度)、古内茂 (61・62)、班長高橋

賢一 (59"-'61年度)、矢戸三男 (62年度)の指導のもとに主任技師(主任調査研究員)雨宮龍

太郎他の職員が当った(各担当職員は本文中に明記した)。

4.整理作業及び報告書の作成作業は、昭和62年度から平成元年度にわたり、調査部長堀部昭

夫、部長補佐古内茂 (62・63年度)、阪田正一(元年度)、班長矢戸三男 (62・63年度)、藤崎

芳樹(元年度)の指導のもとに主任技師(調査研究員)雨宮龍太郎 (62年度)、太田文雄 (63・

元年度)が当った。

5.本書の執筆は、先土器時代を新田が、伊地山金杉遺跡の古墳出土の鉄器を栗田が担当し、

その他の執筆及び編集は太田が行なった。

また、伊地山金杉遺跡出土の人骨については国立科学博物館馬場悠男氏より玉稿をいただ

いた。記して謝意を表する次第です。

6.発掘調査から報告書刊行にいたるまで、下記諸機関の御指導、御協力をいただき深く謝意

を表する次第です。

千葉県教育庁文化課、千葉県道路建設課、同香取土木事務所、八日市場土木事務所、佐原

市教育委員会、栗源町教育委員会、八匝教育委員会
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1 調査に至る経緯

千葉県道路建設課は、東総地域及び銚子地域の活性化と、同地域から県庁所在地の千葉市と

の時間短縮を図るため、国道51号線の大栄町所地区から山田町大角を通って干潟町清和乙地区

までの一般県道大栄栗源干潟線建設を計画した。建設工事に先立ち千葉県教育委員会に工事予

定地内における「埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて」の照会があり、現地踏

査を実施したところ、用地内に遺跡の所在が確認されたため、その旨を県道路建設課に回答し

た。その後、遺跡の取り扱いについて協議を重ねた結果、事業計画の変更が困難であることか

ら、やむを得ず記録保存の措置を講ずることとなり、当センターが発掘調査を実施することと

なった。

1.福田藤之沢遺跡 2.伊池山藤之台遺跡 3.伊池山金杉遺跡 4.伊地山石塔前遺跡 5.助沢遺跡

6.池田牧跡 7.はら V遺跡 8.かにはら I遺跡 9.かにはら II遺跡 10.清和乙遺跡

第 1図遺跡位置図(1/100，000)
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2 各遺跡の地理的環境

千葉県北西部は銚子岬突端部の愛宕山周辺部に山地地形が形成される他は、段丘面が西に向

かつて展開し、下位段丘面である標高40m前後の台地が広がる東総台地を形成している。成田

市から佐原市南部、小見川町南部、山田町を通る地域は、利根川水系と太平洋に流れ込む小河

川の分水嶺となっているが、福田地区から伊地山地区にかけてはその分水嶺をわずかに南下し

た太平洋に流れ込む栗山川本流の水源地域となり、蕨手状に小支谷が刻まれる小舌状台地が点

在する。福田簾之沢遺跡、伊地山藤之台遺跡、伊地山金杉遺跡、伊地山石塔前遺跡はそれらの

台地上に占地する。久美上地区を水源とする栗山川支流の地域でも同様の台地を形成し、助沢

遺跡、油田牧跡が占地する。また、山田町と栗源町の町境はまさに利根川水系と太平洋側の水

系との分水嶺を通る地点で、山田町大角地区には栗山川支流の最深部に所在するはらV遺跡、

かにはら I遺跡、かにはら11遺跡が占地している。さらに、干潟町清和地区は九十九里椿海に

近接する栗山川東側支流の最深部の台地上に清和乙遺跡が占地している。

それぞれの遺跡の概略の地形は次のとおりである。

福田簾之沢遺跡

福田藤之沢遺跡は佐原市福田字藤之沢511-1他に所在する。

栗山JlIから枝分かれする小支谷に挟まれた北に延びる台地の中央部に位置し、東側の支谷か

らさらに浅い谷が台地中央に向かって延びてくるため、台地のくびれ部分にあたる。標高は41

m前後、西側の谷部との比高差は約15mである。また、西側の谷からも極めて小規模な谷が路

線の南側に向かつて入り込むため、台地のくびれた様子を際立たせている。したがって、台地

を縦断する路線内でも平端部はさほどなく、せいぜい40m程で西側は急傾斜に、東側は緩やか

な傾斜で谷部へと移行していく。

伊地山藤之台遺跡

伊地山藤之台遺跡は佐原市伊地山409他に所在する。

成田市から山田町を通る東総台地の分水嶺をわずかに南下した栗山川水系の水源地域の小舌

状台地に位置し、福田藤之沢遺跡の東側台地にあたる。

遺跡付近では、栗山川は北から東にかけて廻り込むように南下し、それに流れ込む小支谷が

東側と南西側に刻まれ、その小支谷に挟まれる形で遺跡が立地している。西側の支谷は東側の

それに比べて深くまで侵入して南北に延びるが、東側は遺跡に向かつて西から東に向かつて刻

まれる小さな谷である。また、東側の谷からも極めて小さな谷が入り込み、台地の平坦部にく

びれた部分をつくっている。したがって、当遺跡の所在する地点はやせ尾根状の地形を示して

いる。標高は41m前後、谷部との比高差は15m程である。
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伊地山金杉遺跡

佐原市伊地山字金杉229-2他に所在する。

栗山川東岸の小支谷に挟まれた舌状台地先端部に位置し、栗山川を隔てた西岸には伊地山藤

之台遺跡が所在する。当台地は栗山川の東岸に東西に刻まれた小支谷により形成される栗山川

に向かつて西に延びる舌状の台地で、南北の幅はさほどなく、支谷も屈曲しながらは入り込む

ため、所々にくびれた部分をつくっている。しかし、舌状台地の先端部、つまり西側について

は幅が十分あるので平坦部が比較的広く展開している。したがって、路線内の遺跡についても、

西側部分については平坦部が広く、中央東側で小さな谷が入るためやや短い平坦部が東側に所

在する。標高は38........39m、栗山川沖積地との比高差は12m程である。

伊地山石塔前遺跡

佐原市伊地山字石塔前他に所在する。

栗山川東岸の台地上に位置し、伊地山金杉遺跡の所在する舌状台地の基部、栗山川から東に

延びる小支谷の最深部にあたる。この台地は、助沢の部落の所在する栗山川東側の大きな支流

と栗山川に挟まれたところにあり、それぞれの河川に向かつて小支谷が樹指状に開析しており、

中央部には平坦部が広がっている。当遺跡はその台地の西側部分で小支谷の開析される接点に

位置しているのである。遺跡の所在する地点は全体に平坦で、標高40m前後、小支谷との比高

差は13m程である。

助沢遺跡

香取郡栗源町助沢に所在する。

用地買収の関係で、小さい谷を挟んで2回に分けて調査を行なっている。

栗山川支流東岸の台地上に位置し、伊地山石塔前遺跡の所在する台地から支流を挟んだ東側

の台地西縁部に占地している。遺跡は、栗山川支流から急峻な傾斜地をかけ上がった頂上が馬

の背状に狭い平坦部をつくっており標高は39m程で、そこから約10m程の深さの谷を開てて若

干西傾斜の平坦部へと続く。遺跡は馬の背状の平坦部(2次調査地点)と浅い谷部を含んだ西

側の平坦部(1次調査地点)とに別れる。 2次調査地点はそのほとんどが削平されていたため

平坦部が広く見えたが、本来はまったくの痩せ尾根であったようである。 1次調査地点の小さ

な谷に面した西半部は傾斜がきっしまた中央付近には溺れ谷状の凹地がある。東半部は平坦

部が広がっている。標高は39m前後である。

油田牧跡

香取郡栗源町岩部字東野1974-2に所在する。

助沢遺跡とは同ーの台地上の南側縁辺部に位置する。主体となる土手は調査区を横切るよう

に南北方向に l条延び、そこからさらに枝分かれしでもう 1条が農道に沿って北東方向に延び

ている。南北に延びる土手は南斜面をかけ下りて、栗山川支流の谷部へと向かい、北東方向に
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延びる土手は台地平坦部へと延びている。

はらV遺跡

香取郡山田町大角字はら1802-18他に所在する。

山田町と栗源町の町境にあたり、利根川水系と太平洋側との分水嶺にあたる地域で、栗山川

支流の水源地となっている。水源地付近は 2本に枝分かれしており、台地を 3つに分けている

いるが、その台地上に当遺跡および、かにはら I遺跡、かにはら 11遺跡が所在する。

当遺跡は分水嶺に広がる台地上に位置し、東側に栗山川水源の小支谷が刻まれている。標高

はおよそ41mで平坦地が広がっている。東側谷部との比高差は7mである。

かにはら I遺跡

香取郡山田町大角字かぶき堀1730-1他に所在する。

南面する舌状台地の先端部付近に占地し、東から南、西側には谷が入る。路線内はほぼ平坦

で、標高はおよそ41m、谷部との比高差は約 7mである。

かにはら 11遺跡

香取郡山田町大角字かにはら1649-1に所在する。

調査範囲は台地西半の県道椿海・佐原線以西の台地上でほぼ平坦地が続いている。標高はお

よそ41mで谷部との比高差は 7mを計る。

清和乙遺跡

香取郡干潟町清和乙字軍野141-6他に所在する。

東総台地のうち椿海に面する台地は標高が高く、そこから流れる河川はいったん内陸部を通

ったのち九十九里低地へと向かう。当遺跡の所在する地域も栗山川支流の最深部にあたりその

支流の開析によりいくつかの台地に分割されている。当遺跡の所在する台地は栗山川支流最深

部から 2つめの東岸部台地で、調査地は谷津頭にあたる台地部分及び台地北縁部傾斜面にわた

っている。台地平坦部を南に下ると500mほどで椿海に面する急傾斜地となり、調査地東端は椿

海に向かう斜面と接している。標高は台地頂部で約47mとこの地域では最も高い部類に入る。

北側の谷部とは比高差が10mであるが、谷が浅いため北側傾斜面はさほど急ではない。

3 調査の概要と調査方法

(1)各遺跡の調査概要

清和乙遺跡 (348-001)は、昭和59年 4月10日より 9月29日まで調査を実施した。調査対象

面積は10，600m'で10%の確認の結果、 5，655m'の範囲を本調査対象面積とした。その結果、住居

跡28軒・土墳 3基・溝状遺構13条・土壌群 1・先土器ブロック 3個所・古墳時代遺物包含層 l

個所を検出した。主体となるものは、古墳時代と奈良・平安時代の集落で、古墳時代の包含層

からは石製模造品を多く検出している。(調査担当者 雨宮)
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助沢遺跡 (346-002) は、 2回に分けて調査している。 1次調査は昭和60年4月15日より 5

月16日まで調査対象面積5.016m'の約10%の確認調査を行ない、同年9月16日より 10月26日まで

1，040m'の範囲の本調査を実施した。調査の結果、溝状遺構 4条を検出した。 2次調査は、昭和

62年4月16日より 4月28日まで調査対象面積1，343m'の約10%の確認調査を行い、焼土遺構を 2

基検出した。ともに、遺物はほとんど出土しなかった。(調査担当者 鈴木太田)

油田牧跡 (346-003)は、昭和60年10月1日より 10月26日まで200ぱの範囲で馬土手の調査を

実施した。(調査担当者鈴木)

はらV遺跡 (345-001) は、昭和60年6月10日より 8月7日まで調査を実施した。調査対象

面積の4，550m'の10%の確認の結果、 368m'の範囲の本調査を実施し、溝状遺構を 2条検出した。

他に縄文土器を少量出土した。(調査担当者 鈴木)

かにはら I遺跡 (345-002) は、昭和60年7月18日より 9月30日まで調査を実施した。調査

対象面積4，097m'の10%の確認の結果、 696rn'の範囲の本調査を実施し、土壌8基を検出した。

遺物は、縄文土器を少量出土しただけである。(調査担当者 鈴木)

かにはら II遺跡 (345-003)は、昭和60年5月17日より 6月11日まで調査対象面積2，574rn'の

10%の確認調査を実施したが、焼土遺構を 3基検出しただけである。遺物は、縄文土器を少量

出土した。(調査担当者鈴木)

福田藤之沢遺跡 (209-034)は、昭和61年7月14日より 10月9日まで調査を実施した。調査

対象面積3，400rn'の約20%で確認調査と上層の遺構の調査を実施し、先土器の出土したグリッド

を80rn'拡張本調査した。検出した遺構は住居跡 1軒・土墳4基・溝状遺構 1条・先土器ブロッ

ク1個所である。(調査担当者海老原)

伊地山藤之台遺跡 (209-035)は、昭和61年4月8日より 5月29まで調査対象面積4，100m'の

約14%の確認調査を実施し、その結果、 1，486m'と塚4基について本調査の対象とし、同年 5月

30日より 7月11日まで本調査を実施した。調査の結果、塚4基については遺物は検出されなか

ったが、周溝をめぐらせていることが判明、他に住居跡 2軒・土墳 2基・先土器ブロック 2個

所を検出した。遺物は、土師器、縄文土器、先土器時代石器を出土している。(調査担当者 宮

郷堀海老原)

伊地山金杉遺跡 (209-036)は、昭和61年10月9日より 10月31日および同年12月1日より 12

月18日まで調査対象面積4，800rn'のうち約15%の確認調査を実施し、その結果、 3，180rn'の範囲

と古墳 l基について本調査の対象とし、昭和61年12月19日より昭和62年2月6日まで本調査を

実施した。調査の結果、箱式石室をもっ円墳 1基・塚 1基・住居跡4軒・土墳 7基・溝状遺構

3条・先土器ブロック 1個所を検出した。古墳の石室はすでに盗掘を受けて遺物は石室外に散

乱していた。また、墳丘下部からその周辺には弥生時代の包含層と住居跡を検出している。他

に、土師器、縄文土器、先土器時代石器を出土している。(調査担当者 田形海老原)
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伊地山石塔前遺跡 (209-037)は、昭和62年2月9日より同年 2月20日まで調査対象面積の

2，000m'の約15%の確認調査の結果、土横・溝状遺構・先土器ブロックを検出し、同年2月23日

より 3月23日まで1，200m'の範囲を拡張本調査した。本調査の結果、土墳2基、溝状遺構2条、

先土器ブロック 4個所を検出することができた。遺物は、先土器時代石器が中心であった。(調

査担当者田形海老原)

(2)調査方法

発掘調査は、対象となる発掘区すべてを包含できるように公共座標を基準として40m方眼(清

和乙遺跡については100m方眼)の発掘区を設定して大グリッドとし、西から東に向かつて順に

A・B・C・・・、北から南に向かつて順に 1・2• 3・・・とし、 A1・B2と呼称した。

さらに、大グリッドを 4m(清和乙遺跡については10m) ごとに分割して小グリッドを設け、

第2図のように00から99までの番号を付した。

確認調査にあたっては、基本的にグリッド方式により 2x 4 mのグリッドを設定して調査対

象面積の約10%について上層の確認を行ない、さらにその半分にあたる 2x2mの範囲で調査

対象面積の約 4%について下層の確認を実施したが、上層の確認では遺跡によっては多少異な

った方式を取った。清和乙遺跡では 2x 4 mのグリッドと 1m幅のトレンチを併用し、伊地山

藤之台遺跡・福田藤之沢遺跡は 2m幅のトレンチを併

用した。助沢遺跡 1次調査北西区においては 2m幅の

トレンチのみによった。助沢遺跡2次調査においては

2x4mのグリッドによる上層の確認と削平されてい

ない部分の下層の確認を行なった。助沢遺跡 1次調査

南東区・はらV遺跡・かにはら I遺跡・かにはら 11遺跡

については 2x2mのグリッドで上層の確認を行なっ

ている。伊地山金杉遺跡・伊地山石塔前遺跡において

は基本的な 2X4mのグリッドによる上層の確認を行

なっている。
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第 1節福田鯵之沢遺跡、

I.旧石器時代の遺構と遺物

旧石器時代第 1プロック

1.層序区分

I層: 黒色土層。表土層。

IIa-----b層: 暗赤褐色土層。新期テフラ層が上下に動いているため、新期テフラ層がまば

らに残存する。

IIc層: 黒褐色土層。黒みがかなり強い。

III -----IV層: やや暗い色調。やや水っぽくもろい。

IV-----V層: IV層下部-----v層にあたると思われ、ハードロームがややブロック状にもろくな

っている。

VI層: 黄白褐色土層。 AT(姶良丹沢火山灰)ブロックが黄粉のように明瞭に浮き出て見

える。かなり砂っぽくシャリシャリしている。

刊a-----c層: 灰褐色土層。 VI層-----IX層間の堆積が非常に薄く分層不可能。

四l層: 明灰褐色土層。刊a-----c層に比べてやや明るい程度で、 VIIa -----c層との分層が困難。

立川ローム最下層である。

IX層: 暗灰褐色土層。かなり粘性が強く、水っぽい。武蔵野ローム最下層。この層も薄く、

この下部は白色粘土が露呈する。

2.出土状況(第9、10図、図版 1) 

石器の出土層準は刊a-----c層下部から刊I層にあたる。刊a-----c層から羽11層は、層厚が薄く、

色調・土質にあまり変化がないため、分層が困難であった。そのため、この石器群の生活面を

特定することは困難である。しかしながら、石器製作技術・器種組成・石材組成から、 VIIc層

から珊層上部に生活面をもっ石器群であると推定される。

石器集中地点、は lヶ所検出され、約 2mX 3 mの楕円形に分布している。

個体別資料は、 5国体に識別される。その 8割が、[個体別資料]凝灰質安山岩Aで約 2mX  

2mの範囲に集中し、調整剥片が主体を占める。[個体別資料]凝灰質安山岩Bとメノウは、単

品(1と2)で検出され、削器と使用痕のある剥片である。このことから、[個体別資料]凝灰

岩Aはこの地点で石器製作を行ない、[個体別資料]凝灰質安山岩Bとメノウは石器 (TOOL)

のかたちで搬入されたと想定される。

-12 -
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第11図 第 lブロック出土石器

腹面の剥離方向

W 

3.出土遺物(第11図、図版17)

(1) 石器組成

a 1方向、 I

II b: 2方向、 1+血、皿

c 2方向、 1+11、1+1V、 11、W

d : 3方向、 1+11+町、 I+II+lV

1 +田+1V、lI+ill、1I+1V、血+1V

e 4方向、 1+11+凹+1V、 11+凹+1V

(方向数は腹面の方向も含める)

第12図背面構成の類型

検出された石器の総数は27点である。石器組成は、削器 1点、微細剥離痕のある剥片 1点、

剥片10点、砕片15点である。

個体別資料は、 5個体識別され、凝灰質安山岩A22点、凝灰質安山岩B1点、安山岩2点、

メノウ l点、チャート 1点となっている。凝灰質安山岩の比率が高い。
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(2) 石器製作技術

[個体別資料]凝灰質安山岩Aは、いずれも、 3・接4のように、打面形状が線状を呈して

おり、横長剥片である。頭部調整が顕著で、 15点の砕片は、頭部調整によって作出された砕片

と思われる。他の[個体別資料]も、頭部調整が顕著で、横長剥片を剥離する技術が看取される。

(3) 出土石器(第11図)

lは削器である。分厚い横長剥片を素材として、腹面の打癌を折り取るように調整したのち

に、背面倒に急角度の調整を行なっている。背面は、腹面と同一方向に薄い横長剥片を数枚剥

離していることが観察される。 2は微細剥離痕のある剥片である。分厚い幅広の剥片のー側縁

に使用痕がみられる。頭部調整が顕著である。 3.接 4は剥片である。 3・接 4は[個体別資

料]凝灰質安山岩Aである。

(4) 石器群の位置付けと問題点

佐原市福田藤之沢遺跡は、下総台地の北東部に位置し、第 2黒色帯(羽la"-'c層)の色調が

淡く、層厚も薄いことから第2黒色帯の分層が困難で、石器群の位置付けが問題となろう。下

総台地の北東部において、比較的資料がまとまって出土している新東京国際空港の遺跡群と比

較して石器群の対比を試みることにする。福田藤之沢遺跡の特徴として、第一に、石材組成が、

安山岩を主体とすること。第二に、石器製作技術が、頭部調整が顕著で横長剥片を剥離する技

術を主体とすることがあげられる。これら特徴と一致する石器群として、新東京国際空港地2

遺跡A-2群、 No.7遺跡A地点第 7石器群、 No.55遺跡の石器群が対比されよう。これらの石器

群は、刊 C層からV皿層上部にかけて出土していることから、福田藤之沢遺跡の石器群は、刊 C

層から刊l層上部に位置付けられよう。

表 l 第 1ブロック出土石器属性表

挿 大きさ (cm) 重量
打面 背面構成

打角図 打面 頭部 素材
番

器 種
(g) 

σ〉
(度)

登録番号 個体別資料

号 長幅厚 種類
調整 調整 IIIIIIIIINIC類形 形状

1 自IJ 器 2.6 5.3 0.8 12.3 線 o 18 1 a D E3-65-1 凝灰質安山岩B

2 使用痕のある剥片 5.0 3.4 1.3 24.6 平 × 。113 C 112 B E3-66-1 メノウ

3 剥 片ー 3.0 4.7 0.7 6.9 線 × 。1 I 1 I 1 d 111 C E3-75-6 凝灰質安山岩A

接4a >y<IJ 片 2.3 1.5 0.3 1.2 線 × o 11 a C E3-85-8 " 

接4b 争1] 片 3.5 2.1 0.5 2.5 線 × o 11 a C E3-85-9 11 
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表 2 第 1ブロック関連個体別資料属性表

個体別
資 干丁稀 打 lIil 背の 訂 素材

関ブ

料総 器 種 市且 成 出 凶調i 古E
構成由類理リ

角士平~J 図版番号
ロ

資料
調 汗3 ， 

数 (7)妻員 ~-/< !\~ オ人 ョ皇 7

凝灰質
22 争IJ片 7、砕片 15 線 × 。b _ c 111 D 3、接 4 1 

安山岩A

凝灰質
l 削器 1 線 。 D 1 l a 

安山岩B

安 山岩 2 剥片 2 × 。a D l 

メノウ l 使用痕のある争IJ片 l ヰミ × 。C 112 B 2 1 

チャート l 争IJ片 1 C × × a D 1 

総計 27 削器 1、使用痕のある剥片 l、最IJ片10、砕片 15

※ +.. 平担割l離面、多 多O}IJ離面、 C 自然面、線…・線状

0……行なう頻度が高い、 β ……行なう頻度が低い、×……行なわない

素材形状 (長.幅)A・・目白白・-2 1、B…… 2 1 -1 ・l、C…… 1 ・1 -1 2、D…… 1 ・2-

II.縄文時代の遺物

グリッド出土の縄文土器(第13図・図版17)

当遺跡からは条痕文系土器、前期興津式及び加曽利E式が出土している。

1"-'8はいわゆる条痕文系の土器で、胎土に繊維を多く含んでいる。 1"-'7までは条痕が縦

もしくは斜めに施され、内面にも同様の条痕文を施しているが、 2、4、 6についてはあまり

はっきりと残つてはいなし〉。型式的には明確に型式設定できないので、条痕文系土器というこ

とで捉えておきたい。 8は外面が部分的に磨かれる無文の土器で、田戸上層式から子母口式に

対比できょう。 9・10は櫛状工具による連続刺突文を施している点で、興津式と考えられる。

11・12は中期加曽利E式の胴下半部の破片で、磨消縄文をつくっている。おそらく同一個体で

あろう。

III.奈良・平安時代の遺構と遺物

001 (第14図・図版 2、17)

遺構:主軸方向は S-70o-Wでカマドを西側に設けている北壁が3.10mであるのに対し、南

壁が2.65mと短いため、住居プランは台形に歪んで見える。東西壁は約2.9mであることから、

隅丸方形プランを意識してつくっているものと考えられる。壁高は30"-'40cmで、やや緩い立ち

上がりとなる。床面は平坦ではあるが、あまりしまりがなく軟弱である。また、周溝、柱穴等

は検出できなかった。遺物はほとんど出土せずカマド内から数点、カマド左側から杯を 1点出

17 
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第13図 グリッド出土縄文土器拓影図 (1/3)

土した程度である。住居覆土は自然埋没であった。

カマド:西壁やや左寄りに位置し、袖部は残存するものの遣存度は悪く、山砂の流出が目立

つ。中央部には天井崩壊土がみられ、遺物がその上部より出土している。カマド掘り方はほと

んどなく床面とほぼ一致している。火床部はさほど熱を受けず焼土の堆積も薄い。煙道部は直

線的に傾斜し、壁外にはさほど突出しない。

遺物:聾2点、杯l点が出土している。

1は大形の聾で、口縁部が強く外湾し肩の張る形態を示している。口唇部は強いヨコナデを

加え端部を若干摘み出している。口縁部にはかるい平行叩き目を施しさらにヨコナデを行なっ

ているが、数条の輪積み痕が残っている。胴部外面には平行叩き目が明瞭に残り、内面には指

頭痕が連続的に叩き目と対応して残されるため凹凸が激しい。 2は聾の口縁部破片である。 3
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は底部より若干内毒気味に立ち上がり、口縁部が外反する杯で、体部下端は手持ちへラケズリ、

底部には糸切り痕が残る。杯の形態から、 9世紀第2四半期に位置付けられよう。

003 (第15図・図版 3)

位置:C2-55から E2-61に向って東西に延びる。

遺構:ほぽ東西方向に直線的に延びる溝状遺構である。 E2-61付近で-_e_途切れるが、再び

調査区外へ延びていく。幅はおよそ 2mで深さは20""'30cmと浅く、断面形は皿状を示す。覆土

は自然埋没である。時期は004よりも古い可能性が高い。

遺物:杯1点、高台付杯 l点、甑 1点、聾 l点が出土している。

1は体部が内奪気味に外傾し、口縁部が若干反っている杯で、底部は回転糸切りの後周縁を

手持ちへラケズリしている。 2は箱型に近い高台付杯で、口縁部は欠いている。 3は丸底風の
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底部に長楕円形の透かし孔が2個所に入る甑と思われる。 4は聾の胴下半部である。

表3 001出土土器観察表

挿図
器種

法量(an)
遺存度 成形・整形手法

番号 口・底・高

30.6 ii霊長語紅白ナデ1 聾 (11. 0) % 

自 一部にナデ

20.0 
口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ2 聾 % 
胴胴 ヘラケズリ(5.2) 

11.8 
体富部部部周内糸縁切外面手ヨコナデ3 杯 6.0 % り持(かちすへかラにケ残ズるリ程度)4.1 

表4 003出土土器観察表

挿図
器種

法量(αn)
遺存度 成形・整形手法

番号 口・底・高

12.8 
体震部部部周回内外縁転手面糸話ヨちコりへナデラケズリ1 字下 6.0 % 

4.6 

体部~底部内外面ヨコナデ
2 高台付杯 6.6 % 

(4.5) 

胴底~部底焼部成前内外長面楕ナ円形デの穿孔2か所有り3 甑 ((9.0) ) % 
4.8 

4 聾 8.7 % 胴底部部木内外葉痕面残ナデる

(10.5) 

IV.その他の遺構

時期決定しがたい土墳が3基検出されている。

002 (第16図)

回転
方向

R 

回転
方向

R 

R 

位置:D2-89に位置し、溝状の遺構を切り込んでいる。

胎 土 色 調 焼成 備考

小砂粒少 茶褐色 良好

砂粒多 暗褐色 不良 器面粗れている

小砂コ粒リ 暗黄褐色 良好 外面に煤付着
スア
粒

胎土 色調 焼成 備考

小砂粒少 暗黄褐色 良好

小砂コ粒リ 黄褐色 良好
スア
粒

砂粒多 黄褐色 良好

雲母多 黄褐色 良好

遺構:主軸方向はN-26・ Eをとるが、北半部は調査区外となるため、南半部のみの調査と

なった。幅約 2mの楕円形の陥穴で長軸の長さは不明である。当遺構を横切るように溝状の遺

構が所在するが、当遺構の方が新しいことが土層観察からうかがえる。深さは2.7mあり断面形

は中段から底面にかけて垂下するやや幅広のろうと状を示し、底面は長方形を呈し、平坦であ

る。覆土は 2-----21層に分けたが、ほぽ4プロックに分けることができる。 18-----21は最下部で陥

穴使用時に堆積した層と思われ、腐食土を中心としている。 12-----17はロームプロックを主体と

し、さほどしまりもないことから埋め戻しと考えられる。 8-----11は自然埋没に近い。 2-----6は焼

土、炭化粒を多く含む層である。遺物は出土しなかった。

004 (第15図・図版 3) 

位置:C2-66、76に位置し、 003を切る。

遺構:主軸方向はほぼ北を指し、長軸2.8m、短軸2.4mの楕円形を呈す。 003と切り合うが、
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1 .褐色土 ローム粒を多量に含む

2.黒褐色土 褐色土を斑文状に含む
3.賞褐色土 ハードローム粒子を少量含む、やや軟質

4.茶褐色土 黒味を増す、軟質
5 明褐色土 ハードロームプロック主体
6 明褐色土 ハードロームプロック主体だが黒色土含む
7.明褐色土 ハードロームプロック主体

8.茶褐色土 ロームはさほど含まない

9.黒褐色土 粘性強い腐蝕土
10.灰黄褐色土粘性の強いロームプロック主体
11.賞褐色土 ハードロームプロック主体
12.黒褐色土 しま 0弱い腐蝕土
13.黒色土 粘性強くしまり強い

36田m

o 2m 

第16図 002・005・006平面図 (1/80)
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表土

しまるが乾燥早い
しまり強〈ローム粒、
炭化粒含み

焼土、ローム含む
焼土、炭化粒含む

炭化材を多量混入
ローム含む
ローム粒著干含む
ローム粒多量含む
ハードローム粒を

多量含む
11.暗褐色土 ロームプロック混入

12.明褐色土 ロームプロック混入

13.明褐色土 ロームプロソク混入

かなりもろい
14.黄褐色土 ロームプロ yク主体

15.暗黄褐色土 ロームプロック混入

密でしまる
ローム混入せず密
ハードローム主体
ローム粒少量含む

18よりしまり劣る
黒味を増す
ローム粒若干含む
しまりあ q密

ロームを少量含む

4.褐色土

5.暗褐色土
6.暗黒褐色土
7.黒褐色土

8.暗褐色土
9.褐色土
10.茶褐色土

16.茶褐色土
17.黄褐色土
18.暗褐色土
18' 暗褐色土

19.暗褐色土
20 暗褐色土

21.黒褐色土

22.茶褐色土

ド
SP.A' SP.A 

SP.A SP.A' 

察本語三
39.5伽n

o 2m 

1.褐色土 少量の炭化粒、ロー
ム粒を混入

2.暗褐色土炭化粒を多量に含む

3.賀補色土 ローム主体、崩壊土
4.暗褐色土 2より暗〈織密
5.暗褐色土炭化材を多量に混入

しまりない
6 暗褐色土炭化粒多〈鍬密



土層観察から当遺構のほうが新しいことがわかる。底面はほぼ平坦で堅くしまり、隅丸方形に

近い形状を示す。側壁は中位でくびれ、底面付近が袋状となったのち緩く立ち上がる。深さは

約203m を計る。覆土は 1~6'が自然埋没、 7~13は埋め戻しによるロームプロックが主体とな

る。確認面は003同様新期テフラ面で003が膨らみをもつような形で検出された。また、覆土内

からは土師器を主体に出土していることから、奈良・平安時代以降の遺構であろう。

006 (第16図)

位置:C2-57に位置する。

遺構:主軸方向N-33'-E、長軸109m、短軸105mの隅丸長方形を呈す炭窯である。深さは

60cmを計り、底面は平坦に仕上げられる。壁画はやや傾斜して立ち上がる。底面及び壁面には

焼土が付着し、覆土下部には炭化材が薄い層をなしている。

第 2節伊地山藤之台遺跡、

1.旧石器時代の遺構と遺物

第1プロック

1.層序区分

I層: 暗褐色土層。ロームを少量含む。

IIb層: 新期テフラ層。

IIc層: 黒褐色土層。

III~V層: 茶褐色土層。かなりソフト化が著しく、下方はハードロームがブロック状に露

呈する。

VI層: 明褐色土層。 AT(姶良丹沢火山灰)ブロックが明瞭に浮き出る。しまり強い。

VII a層:茶褐色土層。赤黒色のスコリアを多く含む。 VI層よりクラック少ない。

羽Ic層: 茶褐色土層。刊a層よりやや暗い色調、黒色のスコリアがやや減る。たいへん硬

くよくしまる。

V困層: 明褐色層。 VI層よりやや黒く、羽l層より明るい程度の色調。赤色スコリアをほとん

ど含まない。

IX層: 灰褐色土層。武蔵野ローム最下層と思われ、色は灰色味を帯びるが、粘性・硬度は

VID層とあまり変化がない。

2.出土状況(第17図)

石器の出土層準はVIIa層にあたる。

石器の集中地点、は、 1ヶ所検出された。 C2-75グリッドを中心に約 4mX 4 mの範囲に

4点出土した。

- 23 



出土遺物(第四図、図版21)3. 

検出された石器は総計4点である。石器組成は、剥片 2点、醸2点である。石材組成は、安

山岩2点、石英ハン岩2点である。

1・2は剥片である。いずれも、背面に、大きな剥離痕がなく、剥片自体も小さいことから、

調整剥片と思われる。

3・4は醸である。片側に剥離痕がみられる。

石器群の位置付けと石器製作技術は、資料点数が少ないので不明である。

グリッド出土遺物(第18図接 5'"'-'7)

接5・6はB3-74グリッドの一括遺物である。接5と6は両設打面の石核から剥離され

7は微細剥離痕のある剥片である。た剥片と思われる。いずれも折断されている。
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表5 第 1プロック(1'"'"' 4)，グリッド出土(5 '"'"' 7 )石器属性表

挿図番号 器 種 長さ 幅 厚き (cm) 重量(g) 石材 遺物番号 備考

1 剥片 3.2 0.9 0.8 1.9 安山岩 C2-65-1 

2 剥片 2.0 1.4 0.4 1.0 安山岩 C2-75-3 

3 礁 6.9 6.9 3.8 209.2 石英ハン岩 C2-85-1 

4 礁 9.0 5.8 4.6 284.2 石英ハン岩 C2-85-2 敵石か?

5a 剥片 3.4 2.1 0.6 6.3 安山岩 B3-74 

5b 剥片 2.8 3.0 0.4 3.5 安山岩 B3-74 

6 剥片 3.2 2.9 0.6 8.7 安山岩 B3-74 

7 微細剥離痕のある剥片 3.0 2.8 0.8 8.3 頁岩 C2-43-2 

11.縄文時代の遺構と遺物

010 (第四図)

位置:D2-30に位置し、谷部へ向う傾斜面に立地する。

遺構:長軸3.1m、短軸40仰のいわゆる rTJピット(陥穴)である。長軸方向は谷部へ向う

傾斜面と平行し、ほぽ東西である。確認面がハードローム中位であるため遺構下部のみを検出

したにとどまった。深さは約 1mである。長軸両端はともに袋状を呈し、 20'"'"'30叩オーパーハ

ングする。側壁は細長く平坦な底面からほぼ垂直に立ち上がっている。覆土は底面付近に腐食

土が堆積するほかはロームプロックを主体にしている。縄文時代の所産である。

006 (第四図)

位置塚封土下に所在する。

<r: -< 

マpj白|

‘_' 

EI2| 

。 2m 

!'O3iPA 

SP.A SP.A' 

o 2m 
トー一一一一一~一一一一一一---l

l回表土

;: )塚封土

3 橿褐色土

4 黒褐色土

5 暗赤褐色土

6.暗褐色土

7.黒褐色土

8.暗黄褐色土

9.暗黄褐色土

10.黒褐色土

11.暗褐色土

12.黒褐色土

13.賞褐色土

第四図 006(右)・ OlO(左)平面図 (1/80)
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nb層

しまり弱い

しまり弱い

ローム粒を少量含み、しまり強い

ローム粒を少量含む

ローム粒を少量含み、しまり強い

8よりローム粒の含有が少ない

ロームプロックを著干混入

ローム粒を多量に含み、しまり強い

ローム粒を多量に含み、しまり強い

ロームプロック主体



遺構:径1.lmほどの不整円形を呈し、深さ 1.6mを計る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に立

ち上がる。確認面はローム面で上位にテフラ層があることから、縄文時代の所産と考えて良い

であろう。覆土は10層以下にロームブロックを多く含む層が堆積している。 9層以上は自然堆

積である。陥穴と考えられる。

グリッド出土の縄文土器(第20、21図・図版18)

当遺跡の遺構に伴わない縄文土器である。便宜上下記のとおり分類し、説明していく。

I群土器 早期沈線文系土器を一括する。三戸式を 1類、田戸下層式を 2類とし、さらに施

文等により細分した。

II群土器 早期条痕文系土器を一括し、野島式を 1類、田戸上層式以降を 2類、条痕文のみ

の施文されているものを 3類とし、さらに施文等により細分した。

凹群土器 前期後半の土器を一括した。

IV群土器 中期の土器を一括した。

V群土器後期の土器を一括した。

I群土器(1"-' 16) 

1類(1・ 2) 

口縁から底部にまで全面にわたって太沈線文を施すものの胴部破片で、太沈線はえぐる手法

を用いている。三戸式の範曙に入る土器である。

2類a種(3 "-'13) 

三戸式の文様構成を受け継ぎ、口縁部直下文様帯は縦位の太沈線文、胴部文様帯は細沈線で

幾何学文様を構成し、空白部に員殻腹縁文を施している。底部直上文様帯は横位の太沈線であ

る。 3は口縁部破片で口唇部は外削ぎ状に外反し、直下は縦位の太沈線で埋めている。 4は口

縁部文様帯と胴部文様帯の接点で、太沈線と細沈線が見られる。 5"-'9は細沈線文と貝殻腹縁

文とが入り組んでいる。 10、11は底部直上の細沈線文、 12は尖底の底部でかなり尖っている。

13は横走する細沈線を施す口縁部破片である。

これらは田戸下層式でも古い段階の所産と考えてよいであろう。

2類b種 (14"-'16) 

太沈線を主文様として幾何学文を構成するもので、口縁部は縦と横に、胴部は幾何学的な文

様構成をなす土器である。城ノ台貝塚や椎の木遺跡に類例が多い。 14は口唇部直下に横走太沈

線を施し、そこから縦に垂下する太沈線が若干窺える。 16は太沈線文を横走させ、斜めに竹管

による平行沈線を描いたのち、その下方に連続的な刺突文を施している。

II群土器 (17"-'39)

1類 (17・18)

微隆起線上部に刻みを入れ幾何学文を構成し、微隆起聞の空白部に沈線文を施す土器で、 17

- 27-
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本種は胎土に繊維を多量に含んでいる点で、茅山上層式以降の時期ととらえてよいであろう。

2類b種 (27.......39)

a種より繊維の含有が少ない条痕施文の土器を本種とした。 31の口縁部破片は口唇部が内削

ぎ状になり若干外反する。 32は口唇部に深い刻み目を施している。

本種についてはいわゆる条痕文系の土器として捉えておきたい。

III群土器 (40.......43)

半載竹管文を施す前期後半の土器を本群とした。 4は口唇部に刻み目を施し半載竹管による

平行線文、半月形刺突文、有節平行沈線文および櫛歯状工具による連続刺突文を施す。 41は口

唇部に円形竹管文を連続的に刻み、口縁部文様は変形竹管文と刺突文の組合せである。 42は隆

帯上に連続した刻み目を施し、直下に変形竹管文さらに斜位に 2条の結節文を施している。 43

変形竹管文と平行沈線文の組合せである。

これらの土器は浮島式に比定できょう。

W群土器 (44・45)

1類 (44)

折返し状の口縁を呈し、口唇部に連続した刻み目をもち、肥厚した口縁帯には長方形の沈線

区画文が窺える。胎土には雲母片を多く含んでいる。阿玉台式土器である。

2類 (45)

磨消縄文をもっ深鉢で、無文帯と縄文帯とを縦の沈線で区画している。加曽利E式である。

V群土器 (46.......50)

46.......49は同一個体の浅鉢で、口唇部は内側に肥厚し 3つの刺突を施す貼付文を付す。外面に

は平行沈線文を 2状めぐらせ下位に縄文帯をつくっている。内面にも平行沈線文を 5.......6条め

ぐらし、中央の沈線聞を細かい斜行沈線で充填している。 50は組製の浅鉢でやや内膏する口縁

部に横位の沈線文が 1条めぐっている。

加曽利B1式と考えられる。

III.古墳時代の遺構と遺物

009 (第22図・図版6・19)

位置:B3-26、27に位置する。

遺構:西側に導水管が通るため全形は不明だが、長軸は約 3m、短軸2.5mの隅丸長方形を呈

すものと思われる。遺構北側は40叩ほど掘りすぎたが、壁高は70叩ほどで斜めに立ち上がる。

床面は平坦であるがあまりしまりがない。遺構の東側より遺物がまとまって出土したが、南東

コーナー寄りでは床面直上に、北壁側では覆土中位にみられる。覆土はロームプロックを全体

に混入していることから、埋め戻しによるものと推測される。遺物はその時に遺構北側より投
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棄したものであろう。機能については不明である。

遺物:杯が8点出土している。

1から 5は赤色塗彩された杯で、口縁部が内膏もしくは内傾している。 6は口縁部をつよい

ヨコナデにより引き出し、体部との境に稜線をつくっている。体部は全面へラケズリされる。

7、8は口縁部が短く外反し、丸い体部は椀状を示している。 5世紀後半に位置付けられよう。
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第22図 009平面・出土状況・土器実測図(1/80・1/4)

表6 009出土土器観察表

指図
器種

法量(口n)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

15.8 体口縁部部内外内外面面ミガヨキコナデ 砂粒多リ 淡黄褐色 良好 体部内外面部分赤彩
1 杯 % スコア

5.9 粒多

14.5 体口縁部部内外内外面面ミガヨキコナデ 砂粒多 貧褐色 良好 全面赤彩
2 杯 % 

5.5 

15.0 体口縁部部内外内外面面ミガヨキコナデ 砂粒多 赤褐色 良好 全面赤彩
3 杯 % 

5.9 

16.0 体口縁部部内外内外面面ミガヨキコナデ 砂粒多 暗褐色 不良
焼全成面赤甘彩くもろい4 杯 % 

6.0 

13.0 体口縁部部内外内外面面ミガヨキコナデ 砂粒多 赤褐色 不良 全面赤彩
5 杯 毛色

(5.5) 

11. 2 
体体ロ縁部部部外内内面面外ナ面デヨコナデ

砂粒多 稽赤褐色 良好
6 杯 ち古

4.8 ヘラケズリ

16.0 
体体口縁部部外部内面商内外面ヨコナデ

砂粒多 淡茶褐色 良好
7 杯 % 

ヘミガラキケズリ後かるいミガキ(7.2) 

13.9 
口縁部部部外内商内面外ナ面デヨコミナガデキ後ミガキ 砂粒多リ 茶褐色 良好

8 杯 % 産 ケズ後リ後ミガキ
スコア

5.6 粒少
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IV.奈良・平安時代の遺構と遺物

005 (第23・24図・図版6・20)

位置:C2-59に位置する。

遺構:主軸2.66m、横軸2.66mの隅丸方形を呈し、主軸方向N-2S0-W、北壁にカマドを設

ける。壁高は約40cmあり、ほぽ垂直に立ち上がる。床面は適度のしまりがあり平坦で5cmほどの

貼床がある。周溝はカマド部分を除いて全周するが、南側のほうが幅広く 25cm前後を計る。北

側は20cm弱である。深さは5cm前後と浅い。なお、床面を精査したが柱穴等は検出できなかっ

た。遺物の出土状況は床面直上のものが多く、 2はカマド左側に置かれていた。 1、3は覆土

中位からの出土で 1層中と考えられる。なお、覆土の 1層以外は短期間による埋め戻しの可能

性が高い。

カマド:北壁中央に位置し、袖先端部分の構築材のほとんどが流出するため、壁から40cmほ

どしか袖部は残存していない。ただ、残存する袖部の遺存状態は良好でアーチ状に内膏する内

面の山砂は被熱により赤色化している。火床部は若干掘り凹められる程度ではあるが、かなり
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4 明褐色土 ハードロームプロ yクを多量に混入、

しまりなくもろい

5 明褐色土 4より更にしまりがなくなる

6.賞褐色土 ハードロームプロック主体
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表 7 005出土土器観察表

指図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
飴土 色調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

21.0 
胴胴口縁部部部外内面内面外面デヨコナデ

砂粒多 暗褐色 良好 一木次葉痕焼成受ける
l 聾 9.3 % スコア

27.8 ヘナラケズリ後かるいナデ 粒多

21.6 
胴胴口縁都部部外内面面内外面デヨコナデ 磯砂粒多量・小 暗赤褐色 良好 胴上部有具焼に 「タガ」め状

2 霊 9.2 % ナナデ後下半部ミガキ
の工によるしつ

31.8 
二け痕次 成り受ける

15.0 
胴胴口縁部部部外内面面内外面デヨコナデ

砂粒多 暗褐色 良好
3 饗 % スコア

(17.3) ヘナラケズリ後ナデ 粒少

13.0 
田口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ 砂粒多リ 暗黄褐色 良好 一次焼成受ける

4 護 % スコア
(10.0) ヘラケズリ 粒少

胴胴部部外内面面へナデラケズリ後かるいナデ
砂粒少 暗燈褐色 良好 一次焼成受ける

5 要 9.0 % 
(5.0) 

12.5 
口縁部部部外内面面内外面デヨコナデ 小砂コ粒リ多 茶褐色 良好

6 聾 % 
胴胴 へナラケズリ後かるいナデ

スア
(5.0) 粒少

19.9 天内外井面部ヨコナデ 砂雲母粒，多アス
暗黄褐色 良好 墨書「悌」

7 蓋 % 回転ヘラケズリ
4.7 コリ

12.2 
体体底部部部下静内端外止面~糸切底ヨ部コり周ナ縁デ回転へラケズリ

砂磯粒多 ・小 明茶褐色 良好 墨書「悌」
8 杯 7.8 % R 

5.2 

12.4 体底部部手内外持面ヨコナデ 砂磯位多 ・小 淡赤褐色 良好 墨書「仁」
9 杯 8.5 % ちへラケズリ R 

4.6 

被熱している。煙道部掘り方は三角形に壁面を削り、両側辺に山砂を貼り円筒形で緩い傾斜の

煙道部を作出し、壁外に45佃ほど突出している。なお、燃焼部の掘り方は、浅い皿状に住居内

側に広がり 1mほどの長さをもっている。住居周溝はカマド下部でとまっている。燃焼部覆土上

部から聾が出土しているが、ほぽ掛口部分と一致する。

遺物:聾6点、杯2点、蓋 1点が出土している。

1、2は大形な聾で、 1は外反する口縁端部が肥厚し、胴上部に張りのある形態を示す。胴

部外面上部は縦方向のへラケズリ、下半部は横方向のへラケズリである。底部には木葉痕が残

る。 2は口縁部をつよいヨコナデにより摘み出し、胴部がやや長い形態を示している。胴下半

部には縦方向に細かいへラミガキが施され、肩の部分にはタガで絞めたような斜めの圧痕がめ

ぐっている。底部には木葉痕が残る。 3、6は口縁部をヨコナデし口唇を摘み出している歪で

ある。胴部は球形にちかい。 4も同様の形態であろう。 5は大形品の聾底部付近か。 7は大形

な蓋で、発達したつまみと屈曲のよわい受け部をもっている。天井部外面は回転へラケズリで

ある。外面には肉眼で観察できないほど薄くなってしまった「悌」の墨書が書かれる。 8、9

は箱型に近い形態の杯で、 8には「悌」、 9には「仁」の墨書が書かれる。

杯の形態から 8世紀第4四半期に位置付けられよう。

グリッド出土の遺物(第25図・図版21)

聾5点、杯3点が出土している。

1から 5は聾で、口縁部が外反し胴部が丸い形態を示すものが多く、 3は口縁部をつよくヨ

コナデして口唇部を摘み出している。 5は胴下半部で二次焼成を受けて器面がかなり荒れてい
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る。 6は器肉が厚く、粗雑なっくりの丸底の杯である。 7は底部径と口縁部径との差が比較的

小さい杯で、底部調整は糸切りの後周操部を手持ちへラケズリしている。 8は箱型の杯で体部

下端は回転へラケズリ、底部は手持ちへラケズリを行なっている。 7、8については005に隣接

するグリッドからの出土であり住居上部の覆土である可能性も十分考えられ、時期的にもほぼ

一致することが判明したことから、 005に伴う可能性がきわめて強い。

つlし
に
L 

Q 
第25図 グリッド出土土器実視IJ図 (1/4)

表 8 グリッド出土土器観察表

帰図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土

番号 口・底・高 方向

13.8 
ロ縁部部部外内面面内外面デヨコナデ 堂書喜多l 費 % 
胴胴 へナラケズリ後ナデ(9.3) 

12.0 
ロ縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多
2 斐 % 

胴胴 へラケズリ(6.2) 

11.0 
口縁部部部外内面面内外面デヨコナデ

砂粒多
3 費 % 

胴胴 へナラケズリ後下半かるいナデ(10.3) 

17.0 
口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多
4 翠 % 

胴胴 へラケズリ(6.4) 

胴胴部部外内面面へヘララナケデズリ 大砂粒多
5 饗 8.0 与壬

(12.5) 

10.5 体部内外面ナデ 砂粒多
6 杯 % 

5.9 

13.0 
体体震部部部部下内外端縁止面ヨコナデ

砂粒多

7 杯
8.5 % 周静 手糸回転持切ヘちりへラケラズケズリ リ L 4.1 

9.3 
体体底部部部下手内外端持面ヨコナデ 砂粒多リ

8 杯 6.8 % 回転へラケズリ R スコア
4.5 ちへラケズリ 粒

35 
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色調 焼成 備考

暗黄褐色 良好

暗黄褐色 良好

黄茶褐色 良好

黄茶褐色 良好

黄褐色 良好 一次粗焼れ成を受け器面
が ている

暗褐色 良好

黄褐色 良好 005に隣接する出確土認
グリッドより

黄褐色 良好 005に隣接する確土認
グリッドより出



v.塚・その他の遺構

塚 1.....3 (第26図・図版4・5) 

位置:B2区に位置し、中央を横切る道路に切られる。

遺構:南北に 3基連なる塚で、北側から塚 1・2・3とした。共に道路によって東半分を切

り崩されている。

塚 1は見かけの径が6.5mで高さ80cmを計り、断面形は座布団状を示している。外周部には北

側から西側にかけて浅い周溝がめぐるが全周はしていなし=。周溝部分は現表土上でも若干凹ん

で見える。盛土は土層観察から北側より積み始めていることがわかる。封土下には旧表土が残

っている。

塚 2は見かけの径が約6佃で高さ50cmほどで注意しないと見過ごしてしまいそうな貧弱さで

ある。外周部には西側から南側にかけて浅い周溝があり、南側部分では塚3の周溝と共有する。

やはり周溝部分は現表土上でも若干凹んでいる。盛土はローム粒子を若干含む暗褐色土をわず

かに積み上げる程度である。周溝は60αnほどの深さを計る。

塚 3は見かけの径が6.5m、高さは30叩ほどであるが周溝部分が若干凹むためそこからは50cm

ほどある。周溝は全周するが西側で若干浅い部分がある。北側では塚2と周溝を共有する。盛

土はほとんどなく南側に若干痕跡を認める程度でほとんどが流出している。また、道路によっ

て半分以上削平されているようである。

これらの塚の形状は丸味を帯びた不整円形に見えるが、周溝部の形から連続する方形の塚で

あることがわかる。なお、塚2の周溝下部より006が検出された。

塚4 (第27図・図版4・5) 

位置:B2-92・93、B3-02・03に位置する。

遺構:見かけの径は 5mほどで、高さは50仰と耕作により地ならしされた非常に低い塚であ

る。塚頂部はやや南寄りにあり、西側からの見かけの高さは30叩ほどで、東側からは50cmであ

る。封土は若干ロームを混える程度の暗褐色土層で西南部分に旧表土を10cmほどの厚さで残っ

ている。塚に関連する遺物は検出できなかった。

008 (第28図)

位置:B2-53から B3-22にかけて位置する。

遺構:B2-53から B3-22にかけて直線的に南北に延びる幅 2mほどの道路状の遺構であ

る。スクリーントーン部分は非常に堅くしまった層で2""3ケ所で枝分かれしている。添圧さ

れるため、堅くしまった層の下部には腐食土があり、 20佃ほどの凹みをつくっている。
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Z 暗褐色土炭化桂を少量含み、しまり強い

3 暗褐色土 ローム粧を少量含み.しまり弱い

3' 暗褐色土 3同流出土
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4 暗禍色土 ローム組を多量に吉み、しまり弱い

4m 5 暗褐色土 ローム位を多量に含み、しま 1)強い

6 賞褐色土 ローム駐が主体

7 暗褐色土 ローム位を多量に含み、しまりやや強い

8 黒褐色土 ローム設を世量含み、しまリ強い
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1.黒褐色土 非常に硬〈しまった層、ローム粒を少量含む

2.暗褐色土 ローム粒、砂蛇含む

3.黒色土 プロック状に硬化した黒色土を含む

4.褐色土 ローム位を含み、しまり弱い

第28図 008平面図 (1/160)
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第3節伊地山金杉遺跡

I.旧石器時代の遺構と遺物

1.出土状況(第29図・図版7)

DI-68グリッドから単独で出土している。

出土層位は、羽層下部である。

2.出土石器(第29図)

1はナイフ形石器である。打面調整のある石刃を素材としている。右側縁を折断した後、基

部の背面と腹面を調整加工を行ない、先端部左側縁に調整加工を行なっている。

+01-6 +01-6 

SP.A SP.A' 

〈ごユ も
ζで> 1 

九1-
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37.5伽ー ー←...‘-rrTTT"// I --U"__-

~ I/J皿 Vl VJ _ rA ~品伝μu ι4、""、 マナイフ形石器

37愉n-.""-~有工-:\1'-::--よ:..lf .......，jL二l1A北端螺望書
:;:::::;:;:;:::;:::::;:;::::司王 ::::;:;:::::;:::;:::;:;:;:;:;:::;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~::::::::::!::;!:!:!:: 

36.5Omー

。 2m 

第29図 石器出土状況・石器実測図 (1/80・2/3)

表9 旧石器時代石器属性表

器種

ナイフ形石器
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II.縄文時代の遺物

縄文土器(第30図・図版22)

当遺跡からは縄文土器を多く出土しているが、遺構に伴うものは少なく、ほとんど包含層か

らの出土である。便宜上下記のとおりに分類し、説明していく。

I群土器 早期撚糸文系の土器を一括する。井草式を 1類、夏島式を 2類とし、さらに施文

等により細分した。

II群土器 早期沈線文系の土器を一括する。三戸式を 1類、田戸下層式を 2類とし、さらに

施文等により細分した。

III群土器 早期茅山上層式以降の土器を一括し、施文等により細分した。

IV群土器前期後半の土器

V群土器後期後半の土器

I群土器(1 '"'-'21) 

1類a種(1・ 2) 

口縁部が外反肥厚し、口唇部に 1条の撚紐圧痕と縄文を施して第 1文様帯とし、口唇部直下

に横位の縄文を施して第2文様帯をつくっている。縄文はRLである。焼成はおおむね良好で

堅い焼き上がりである。井草 I式と考えられる。

l類b種(3 '"'-' 6 ) 

口縁部が外反肥厚し、第 1文様帯は縄文のみとなり、第2文様帯は胴部の第3文様帯に吸収

され消失している。第 3文様帯は縦方向の縄文で、口唇部直下には無文部を残すものが多い。

6は口縁部の外反する度合いが小さい。井草H式と考えられる。

1類c種(7)

口縁部形態は ab同様外反肥厚する無文の小形品である。器面は軽くナデを施す程度で凹凸

が目立つ。口縁部の形態から井草式と考えて差し支えないであろう。

2類a種(8 '"'-' 10) 

口縁部がやや外反肥厚する土器で、縦方向に撚糸文を施している。 8・10は口縁直下から、

9は口縁に若干無文部を残すように見えるが、器面が荒れているせいかもしれない。これらの

土器は夏島式の範曙に収まるが、口縁部が若干肥厚している点で井草式の流れをくんだやや古

手の土器といってよいかもしれない。

2類b種 (11'"'-' 16) 

口縁部がほぼ直立し断面が方形を示すもので、縦方向に撚糸文を施している。口縁直下から

の撚糸施文であるが、 14は若干下位より施している。典型的な夏島式の口縁部形態といえる。
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2 類 c 種 (17~21)

a • b種の胴部破片を一括した。縦方向の撚糸を21のように胴部下位で重なり合うところも

見られる。

11群土器 (22~31)

1 類 a 種 (22~24) 太沈線文を斜位に施し、内面は組いケズリにより仕上げている。 22は若

干繊維を含んでいるが、 23、24は含んでいない。胎土には砂粒を多く含み焼き上がりは良好堅

撤である。三戸式土器と考えられる。
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第30図 グリッド出土縄文土器拓影図 (1/3)
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1類b種 (25)

無文の尖底底部破片で胎土の状態から本類に含めた。やはり三戸式と考えられる。

2類 a種 (26・27)

太沈線を施したものを本類とした。古手の太沈線で短い縦方向のもの (26) と横方向のもの

(27)とがある。施文具は繊維質の棒状工具を使用している。田戸下層でも古い時期のものであ

ろう。

2類b種 (28'"'-'31)

太沈線と細沈線を組せているもので、横位の太沈線で文様帯を区画し、その聞を太沈線と

細沈線で埋めている。 28は口縁部の破片であるが、口唇部直下に 2条横位の太沈線をめぐらし、

聞を置いて胴部に 3条横位の太沈線を施し文様帯として、 2条縦方向の太沈線で方形の区画帯

を作出し、内部に斜位の太沈線と細沈線を充填している。下位の文様帯部分は細沈線による格

子目文が見られる。 29、30、31はそれぞれの部分の破片である。城ノ台貝塚や椎の木遺跡など

でも同様のモチ フが見られる。田戸下層式でもやや新しい部類になるであろう。

凹群土器 (32'"'-'34)

a種 (32)

絡条体圧痕文を縦位に施し、繊維を多量に含む土器である。

b種 (33)

縦の羽状縄文を施し、繊維を多量に含む土器である。

c種 (34)

口唇部に刻み目を施し、横位に太沈線をめぐらせる繊維を多量に含む土器である。

これら、 aから c種は茅山上層式以降の早期末の土器と考えられる。

IV群土器 (35)

横位から斜位に半載竹管文を施した土器で、興津式土器と思われる。

V群土器 (36)

若干内膏する口縁に帯縄文を施し沈線により無文部と区画している。後期安行式と考えられ

る。

土製品・石器(第31・32図、図版22)

土製円盤(第31図 1'"'-'4 ) 

すべて撚糸文系土器の破片を再利用した土製円盤である。

lは径3.1cmの不整円形を呈し、周縁部の加工は比較的雑で凹凸が多い。 2は欠損品であるが

径4.0cmのほぽ円形を示している。周縁部の加工もかなり丹念に行なわれ丸く仕上げられてい

る。 3は径4.6cmのやや楕円形を呈しており、周縁部の加工はあまり良いほうではない。 4は径

4.8cmの円形を示し、周縁部加工は比較的良い。やや大形の部類になろうか。
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すべて縄文早期撚糸文の時期である。

有孔土製品(第31図5・6) 

やや厚身の円盤中央に焼成前に小孔を穿った土製品で、無文と有文とがある。

5は大形品であるが中央で半分に割れている。直径は推定で5.5cm、厚さは中央部で2.0cm、

周縁部で1. 5cmを計り、側面部中央は2~3凹凹んでいる。孔の径は6皿程である。器面は粗いケ

6は非常に細い円ズリを加えるため砂粒の移動痕が目立つ。側面はきれいにナデられている。

形竹管による刺突を全面に施す完形品で、径3.2cm、厚さ2.0cmを計る。片面は中央の小孔を中

もう片方には螺旋状に竹管刺突列をめぐらしている。側面は心に 2重の竹管刺突列がめぐり、

当初5列の竹管刺突列をめぐらせるつもりで割り付けを行なっているが、左から 4列固まで全

5列目は数個刺突したところでやめている。周させた段階で余白が少なくなり、

器石

磨石(第31図7・8) 

7は楕円形の磨石で、長軸片面に大まかな剥離を施し、剥離頂部は磨滅して丸くなっている。

これらの磨滅痕は敵打によるものである。また、側辺から頂部にかけても磨滅痕が認められる。

8は半分に欠損している磨右で、なお、中央部には敵打による凹があり凹石状を示している。

片面に大まかな剥離を施している。剥離頂部は 7と同様に摩滅しており丸味をおびている。そ

また、割れた部分の角も取れていることから欠の他の面はよく磨られ光沢を発する程である。

3 

損したのちも継続して使用されていることが窺える。

(
l
l
l
u
'
'
い)

4 

臼
I 
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5cm 。

10cm 。

土製品・石器実iRIJ図(1/2・1/3)
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石鍛(第32図1・2) 

1は側辺が直線的な細身の石鉱、 2は側辺を簡単に加工しただけの小形品である。

剥片(第32図3・4) 

3は頭部が残存している。 4は腹面が少し赤化し、打点が明瞭でないので火熱による石器内

部の熱によって剥離した資料と考えられる。

品。
2

く〉

島 bdB
くこニコ

第32図石器実視IJ図 (2/3)

表10 グリッド出土石器観察表

指図番号 器 種 長さ 幅 厚さ (αn) 重量(g) 石材 遺物番号 備考

1 石鎌 3.2 1.8 0.5 2.1 安山岩 1号墳54

2 石鍍 1.7 1.2 0.4 1.0 安山岩 l号墳71

3 剥片 2.5 1.5 0.5 1.8 チャート l号墳63

4 剥片 8.3 3.1 1.0 23.4 砂岩 l号境52

III.弥生時代の遺構と遺物

011 (第33図・図版 8 • 23) 

位置:BI-69、CI-60に位置し、 2/3以上が区域外となる。

遺構:南側のコーナ一部分しか検出できなかったため住居規模は不明であるが、おそらく隅

丸方形プランを呈すものと思われる。床面は平坦でよくしまり、壁高は10cm程度と非常に浅く

また、立ち上がりも緩い。床面からはいくつかのピットを検出しているが、 P2が主柱穴の可能

性が高い。 P1は入口部分のピットであろうか。他のピットについては位置的にずれており、ま
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第33図 001平面・土器実iRIJ・拓影図 (1/80・1/4・1/3)

た、それほど良好なものがないため用途不明のピットと考えたい。遺物は数片しか検出されな

かった。

遺物:整形土器の破片が若干出土している。

lは大形品の底部付近の破片で、胴部には附加条縄文が施される。底部には木葉痕が残って

いる。 2は頚部付近の細片で、櫛目文を垂下している。 3は頚部から胴上半部にかかる部分で、

頚部の無文部が若干うかがえる。胴部には附加条縄文が施される。 4から 6は附加条縄文が施

された胴部破片である。 7は口縁部破片で、内傾した折り返し口縁となる。やや乱れた附加条

縄文が施される。

012 (第34図・図版23)

位置:Bl-77、78、88に位置する。

遺構:不整形な竪穴状の遺構で2基重複しており、北側をA、南側をBとした。断面観察から

Aの方が新しい。Aは北に大き く張りだす三角形状のプランを呈し、壁のラインはかなり蛇行

している。立地がやや東傾斜のため、東側の壁が浅く南寄りでは立ち上がりが消えている壁高

は深いところで60cmを計るが緩い立ち上がりを示している。床面は凸凹が激しく、西寄りで最

も深い。覆土は自然堆積のようである。

Bは隅丸方形状のプランを示し、床面はほぼ平坦ではあるが掘り込みが浅く覆土の厚さは平

均で10cm程度である。壁の立ち上がりも緩い。やはり自然堆積である。

A、B共に出土遺物はほんの数片である。
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第34図 012A. B平面・土器拓影図(1/80・1/3)
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遺物:共に聾破片が数点出土しているだけである。遺物からはさほど時間差はないようであ

る。 1、2は頚部から胴上半部にかけての破片で、 2本の櫛目状沈線により無文部と縄文施文

部とに分かれている。 3から 5は胴部細片、 6は底部破片である。

014 (第35図・図版8) 

位置:B1-88、89、99に位置する。

遺構:南北3.27m、東西3.42mの不整円形プランを呈し、東側が洋梨状に小さく張りだす。

壁高は15an前後で立ち上がりは緩い。床面はおおむね平坦であるがさほどしまりはなく、中央

部に径40畑、深さ10咽ほどの小ピットがある。さらに、西寄りの地点には炉が所在する。住居

覆土は自然堆積のようであるが、焼土粒や炭化粒を若干混入している。遺物は住居中央部及び

炉周辺より少量出土しただけである。

遺物:破片が数点出土している。すべて細片である。 lは口縁部破片で折り返し口縁となる。

文様は附加条縄文で、口唇部にまで施されている。 2は頚部破片で、格子目状(網目状)に撚

糸文が施されている。 3から 7は胴部破片で、附加条縄文を施している。 7は底部に近い部分

である。

グリッド出土の弥生土器(第36図・図版23)

本遺跡には、弥生時代の住居跡が数軒検出されているが、その周辺つまり 1号墳墳丘下の包

含層に多くの弥生土器を検出している。完形品はないが、胴下半部を復元しえたものが 1点あ

るがほとんどは細片で、いわゆる北関東系の胴部に附加条縄文を施す聾形土器である。以下、
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第35図 014平面・土器拓影図 (1/80・1/3)
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それぞれの土器について説明していく。

4から 7は口縁部破片で、ともに折り返し状の口縁を呈し緩く外反している。 4は、刷毛目

状工具による調整痕を口縁帯に残し、口縁帯下部に連続した刺突を施している。 5は口縁帯に

附加条縄文を施し、 6、7はそれが口唇部にまで及んでいる。 7から 9は同一個体で、頚部文

様が櫛状工具による格子日文を描いており、胴部の附加条縄文は原体末端をうまく回転させ頭

部文様帯とのコントラストを表している。 10は頭部文様に網目状撚糸文を施し、 2段の S字状

結節文をはさんで附加条縄文が施される。 11は頚部文様帯で、円形竹管を縦方向に 3列連続刺

突し、 1帯の円形竹管文帯を形成している。また、竹管文帯の上方では横にのぼしているよう

な円形竹管の刺突も見られる。 12は頚部文様帯に S字状結節文が 4段見られ、 13、14では間隔

の空いた S字状結節文が見られる。 15から22は胴部破片で、いずれも密接した附加条縄文が施

。 10cm 
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第36図 グリッド出土弥生土器拓影図 (1/3)
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されている。 23、24は底部破片で、木葉痕が残っている。

実測図 1から 3において胴下半部の器形が窺えるが、やや腰高の器形を呈すことが窺える。

縄文の施文も小単位ごとに繰り返し行なわれている。底部はほとんどが木葉痕である。

これらの土器は弥生後期のいわゆる北関東系の土器群であるが、 11のような竹管文を使用す

る類例はほとんどない。

IV.古墳時代の遺構と遺物

l 号墳(第37~40図、図版 9~12、付章)

位置と現況

1号墳は調査区B1・2およびC1・2にわたって所在し、地形的には台地西縁部の傾斜地

寸前の平端部に位置する。墳丘の東南側は所有者が違うために畑の境界を境に削平され、西北

半も耕作によりかなり地ならしがなされているため座布団状の高まりしか残っていない。残存

部分での見かけの径は約30m、高さは耕作により盛り土を崩していることから 1m弱である。

なお、本古墳より20m北西方向にはもう 1基の古墳(円墳)が所在している。

周溝

遺存状況は極めて不良で、確認できた範囲はほんの一部である。したがって墳形がわかるよ

うな決め手に欠けているが、ほぽ円形と考えても差し支えなかろう。

確認のできた周溝は西側と北側の一部で、西側のそれは幅3.5m、深さは30cmでト長さ 8mまで

確認できるが、南側については擾乱がひどく不明であった。周溝は比較的直線的に延びている

が、北端は徐々に深さを減じ主体部の直前で途切れてしまう。北側の周溝は周溝内側の立ち上

がりが若干認められる程度で外側の立ち上がりは覆土の状況から判断した推定線である。緩や

かな円弧を描く北側周溝は、幅が約3.2m、深さは立ち上がりのわかる部分で10cm程度である。

覆土は自然埋没であるが、遺物は検出されなかった。

主体部

主体部は、北西側裾部に位置する板石を使用した箱式石棺である。主軸方向は S-600
- Eを

指す。掘り方と石棺の方向はほぼ同じである。

掘り方は、開口部長軸で4.0m、短軸北西辺が3.4m、南東辺が3.16mとやや台形に近い長方形

を示している。壊底部では長軸3.67m、短軸北西辺が3.04m、南東辺が2.70mで深さ70から90cm

前後である。墳底部はほぼ平坦に掘りあげたのち、石棺埋設部分をさらに10cm程度掘り凹め、

なおかつ、側壁の板石を立てやすいように幅20cm、深さ10から20cmの長方形の溝を掘り込んで

いる。

裏ごめはロームブロックと黒色土が互層をなしほぽ水平に堆積しているが、特別踏み固めら

れた様子はなく、ほぽ均一にしまりのない層序が続いている。ただ、裏ごめ覆土中位までは薄
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く幾重にも層位を分割できたが、上部では比較的大まかな埋め戻しがなされたためか各層位が

厚く、やや斜めの堆積が認められた。また、盗掘によるものか擾乱が至る所で確認された。な

お、石棺をつくる板石の接合部分には灰白色粘土を薄く張り石棺を補強している。

石棺は、雲母片岩の板石を使用した箱式石棺である。床面には側壁設置用の長方形の溝が掘

られた内側に 4列5枚の板石を敷きつめているが、東から 2列目は細かく割れ一部は取り除か

れている。盗掘によるものと考えられる。他の列についてはそれぞれ 1枚の板石が並んでいる。

敷石はお互いの接辺が密着するように面取りがなされているようで、ほとんど隙間のない並び

を見せている。側壁は、北辺、南辺とも 3枚の板石を使用している。北辺は、幅140叩、 40佃、

50叩の 3枚の板石を並列し、天井部の高さを調整しながら設置している。高さの調整は側溝内

への埋め込みの深さで行ない、 1枚目と 2枚目はほぽ基底部に接するように、 3枚目は長さが

短いため基底部から20叩ほど浮かしている。全体的にやや内傾するように立てている。南辺は

幅140仰と110佃の板石を並列しさらに接合部分に幅50佃の板石を裏面に補強用に置いている。

2枚の板石については 1枚の板石を二分割していることが接辺の面取りや材質から窺える。奥

壁は 2枚とも底辺が狭い台形状を示し、床石面で10""20叩側壁との聞に隙聞ができている。天

井部の高さは側壁の高さとうまく調整しほぽ一致している。奥壁は共に内傾するように立てら

れている。天井部蓋石は幅100cmほどにそろえられた長方形の板石を 3枚使用し、東側から長さ

12伽n、90倒、 50叩を計る。中央の蓋石は東側の一部が欠けその砕片が石室内に崩落し散在して

いる。さらに、両側の蓋石の側辺よりも10叩ほど南側にづれており、同所の掘り方上部に揖乱

が入っていることから、明らかに盗掘による蓋石のづれと考えられる。

遺物は、石棺内からは床面に散在するわずかな人骨の細片と歯の部分を西側床面より検出し

ただけであった。ほとんどの遺物は石棺外の掘り方上面に集中し、石棺内に埋葬された人骨片

が主に石棺北側に散乱していた。鑑定の結果、壮年の男性2体、女性 l体が埋葬されていたこ

とが判明した。詳しくは付編を参照されたい。また、鉄鉱や直万片もほとんどが人骨に混じっ

て出土している。おそらく、中央の蓋石を開けて、石棺内の遺物を掻きだしているものと思わ

れる。なお、石棺東側の掘り方中位からは鉄製馬具が出土しているが、これは原位置を保って

いる。

1号墳出土鉄製品(第40図)

馬具(1"" 3 ) 

1は鉄製素環鏡板付轡である。組として完形品であるが、中央から半折りしたような状態で

出土したため、原状復元して実測した。素環の鏡板は、径8凹の鉄棒を用い、楕円形状に造ら

れる。図左側がやや大きく、長径7.7畑、短径6.1畑、右側は長径7.2叩、短径5.7cmを測る。上

方に3.5X1.8佃の立聞が付き、 2.3XO.7cmの長方形孔があけられる。上辺は片丸造りとなる。

引手は全長15.2叩を測り、くの字状に折れ曲がった径2.8cmの引手査がそなえられている。衝は
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l 表土

2 暗黒褐色土 ローム小プロ yタ若干混入

3 褐色土 ローム位多〈含む

4 暗褐色土 ローム位少量含む

5 黒色土 ロームプロ yタ若手混入

6.明褐色土 ロームプロ y ク多〈混入

6' 明褐色土 ロームプロ ックやや合ない

7.茶縄色土 ロームプロ yク若干混入

8 暗茶褐色土 ロームプロ yク若干混入

9 暗褐色土 ローム位若干含む

10 黒色土 ローム組若干含む

11 暗褐色土 ローム小7ロ yク混入

12 茶褐色土 ロームプロ， ?を多〈混入

13 暗褐色土 表土層とほぼ閉じであるが、ややしまる

13'暗褐色土 13と同じだが、壌土粧を若干含む
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SP.B 

SP.c 
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〈
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の

EUL 7 

SP.B SP.B' 暗褐色土 小ロームプロ y クを多量に含む

暗褐色士 小ロームプロ y クを少量含む

3 褐色土

4 褐色土 小ロームプロ yクを少量含む

5 褐色土 小ロームプロ yクを多量に含む

6 褐色土 小ロームプロ ックを少量含む

7 灰色粘土

8 日月褐色土 小ロームプロ y クを多量に含む

9 明褐色土 ローム粒子含む

10 黒褐色土 小ブロ y ク含む

10'黒褐色土 10より暗い

11 黒色土 ロームプロ y ク含む

12 明褐色土 小ロームプロ y ク含む

13 黒褐色土 小ロームプロ y ク含む

SP.c SP.C' 14 黒色土 ロームプロ y クを多量に含む

15 明褐色土 ロームブロ ック含む、底面に

石特用粘板岩の破片が目立つ

16 砂質粘土

17 暗褐色土 石棺用粘板岩の砕片混入

18 明褐色土 石棺用粘板岩の砕片混入

19 黒褐色土 小ロ ムブロ ンク を多量に含む

20 褐色土 ローム粒子を若干含む

21 明褐色土 ロームブロ y ク主体

22 暗黄褐色土 ロームプロ ソク主体

23 賞褐色土 ロームプロ yク主体。 1m 

第38図 l号墳石棺掘 り方断面 ・遺物出土状況図 (1/80)
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三連式で、右側の 2つの環は90。ねじれている。 l本の長さは9.3cmを測る。 2は鉄製の飾金具で

ある。下側が丸味を有するこはぜ形を呈し、全長2.7cm、幅2.4cm、厚さ0.2cmを測る。上辺両側

と下辺中央に 3本の鋲が打ち込まれている。鋲頭部は錆のため詳細な形状は不明であるが、径

0.8cm程の半球形を呈すると思われる。脚部は上辺左側のみ遺存している。裏面地金から0.4cm

突出している。 3は締具である。径0.4cmの鉄棒を曲げて造られるが、側縁下方に弱いくびれを

施している。刺金は認められない。全長5.3cm、最大幅3.2cm、下辺幅2.9cmを測る。

〈ず

。
m
 

第39図 石棺実出11図 (1/80)
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直万(4・5) 

4は茎片で、直角の隅扶尻となる。茎幅2.4αn、棟厚0.7仰を測る。茎尻近くと身部側に目釘

孔が計2ヶ所穿たれている。木質の遺存が若干認められる。 5は欠損品で詳細は不明であるが、

はばきであろう。卵倒形を呈すると思われ、内面に木質が遺存している。

両頭金具(6 ) 

全長3.0倒、筒部径0.5cmを測る。鉄製の板を筒状にし、両端を花弁状に分割して折り曲げて

いる。両端部の破損が顕著なためいくつに分割されているかは判断できないが、 4'""'-'6程と想

定される。筒の内側には棒状の金具が差し込まれている。頭部は笠形を呈するが、図右側は変

形しており、円盤状となる。これは、一端が笠形となる筒の径より小さい鉄棒を左側から差し

込み、筒から外れないように右側の頭部を敵いて筒径より大きくしたためである。筒の外側に

は全体に木質が遺存している。木目の方向は本体と直交している。弓の飾りであろう。

鉄鯨(7 '""'-'22) 

7 '""'-'10は鉱身から箆被ぎにかけての破片である。いずれも片丸造りの剣身形の身部を呈する。

7は身部がやや幅広で、箆被ぎに向かい徐々に幅を狭める。関の造りはしっかりしている。箆

被ぎは茎側に向けて厚さを増している。鍛身長2.7仰、幅1.lcmを測る。 8は錆により 2個体の

身部が重なっている。正位状態の身部はかなり小さく、三角形状に近くなる。 9は細身となり、

鯨身長3.1畑、幅0.9仰を測る。関の形態が特徴的で、片側がほぼ直角で、一方が無関に近くな

る。 10は先端部を欠くが、最大幅を関部に有するものであろう。 11'""'-'15は箆被ぎ片となろう。

16'""'-'19は箆被ぎから茎にかけての破片である。聴は方形を呈して突出している。 20'""'-'22は茎片

で17'""'-'19とともに矢柄の木質が遺存している。

v.奈良・平安時代の遺構と遺物

008 (第41図・図版 9)

位置:D1-86、87、96、97に位置し、一部調査区外となる。

遺構:確認面はローム上面で掘り込みが浅く、全体的に遺存度も良くない住居跡である。主

軸の長さは入口側の壁の立ち上がりが確認できないため不明であるが、横軸は4.2mを計り、や

や不整形な隅丸方形プランを呈すようである。主軸方向はN-35・-E、北壁にカマドを設け

る。掘り込みが浅いため南側の床面からの壁の立ち上がりは確認できず、カマド側の壁高も15

叩程度であった。床面は全体的に平坦であるが軟質で、柱穴、周溝等は検出できなかった。遺

物はカマド周辺より多く出土しているがほとんど細片である。

カマド:北壁中央に位置するが、遺存度が悪く構築材の山砂と焼土が若干検出された程度で

ある。カマド掘り方はかなり浅いようで明確には確認できなかった。遺物は細片を集中的に出

土している。
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遺物:杯が2点出土している。

1は底部糸切りのまま無調整となる杯で、底部径に対して口縁部径がかなり大きい形態を示

している。 2は内黒の杯で、底部は糸切り、体部下端から底部周縁は回転へラケズリされる。

9世紀後半の時期である。

表11 008出土土器観察表

挿図
器種

法量(αn)
遺存度 成形・聾形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備考

番号 ロ・底・高 方向

11.2 産部部内回転外面糸切ヨコりナデ 砂ス粒コ多リア
淡黄褐色 良好 持居にかか諸認

1 杯 6.3 % R ッドより
3.2 粒

11.2 
体鐸底部部部外周糸内面縁切面ヨミガコキナデ(暗文風)

砂位多 黄褐色 良好 内黒

2 杯
6.3 % R 3.2 回転ヘラケズリ

り
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l 茶褐色土 ローム粒、焼化粒、

炭化粒を多〈含む

2 黒色土 ローム粒を多〈含む

36∞m 

羽.他の遺構と遺物

。 2m 

第41図 008平面・土器実測図 (1/80・1/4)

塚 1(第42図)

位置:El-76周辺に位置する。

遺構:見掛け上は北側、南側の耕作により削平される聞を土手状に東西方向に連なる部分が



若干の高まりをもっている程度のもので、高さは40~50cmほど、頂部は西寄りにある座布団上

の塚である。形状は不整形で、南側から北西側にかけてやや急傾斜になるが、北側から東側に

かけては緩傾斜である。北西辺が直線的であることから、方形の塚である可能性が大きい。盛

土は旧表土上にわずかに積み上げる程度で、急傾斜の部分では旧表土をわずかに掘り込んでい

る。なお、東側に大きな撹乱坑があいている。
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001 (第43図)

位置:Gl-31から Gl-63に位置する。

遺構:北西から南東方向に連なる土壌列である。土墳は 6基あり、すべて長楕円形を呈しほ

それぞれの土壌の断面は iVJ字形をしており、深さはぽ等間隔で長軸方向に連なっている。

50cmほどであるが、北西に向うに連れて次第に浅くなる。土壌覆土下位にはロームブロックを

SP.A SP.A' 
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ローム粒少量含む、しまり~"'通
1よりややしまる

やや暗〈、しまる

ロームブロック混入

1 褐色土

l'褐色土

2.暗褐色土

3 褐色土
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司ー?

2m 。
ロームブロック主体

炭化粒を少量含む

炭化材を全体に混入、焼土含む

黄褐色土

褐色土

黒色土

焼土粒子含む

焼土主体

炭化粒、焼土粒を含む

炭化材を多量に含む

001・002平面図 (1/160・1/80)
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多く含む層がある。遺物が認められないので時期については不明であるが、かなり新しい時期

のものであろう。

002 (第43図)

位置:F1-49に位置し、一部調査区外となる。

遺構:瓢形の炭ガマである。確認面がローム上面であるため遺構の下位部分しか残っていな

いが、焚口部分は径1.5mほどの円形を呈し、深さ50佃ほどの食状をなしている。カマ本体は楕

円形をとるようで、幅約 2mを計る。焚口部との連結部では幅80cmほどに狭まり、また、底面

も高まりをもっている。さらに、同部分では壁材として使用した山砂が焼けて硬化し赤色に変

色している。本体においても同様の壁材が使用されているようであるがあまり遺存度は良くな

い。底面はほぼ平坦である。

炭ガマは製鉄用燃料や商品生産跡として古くから利用された歴史があるが、つい最近まで利

用している例もあり、本遺構は伴出遺物がないため時期決定には決め手を欠くが、近・現代に

近い時代のものと考えて良いようである。

003 (第44図)

位置:F1-56に位置する。

遺構:長径170cm、短径80cmの長円形を呈し、底面は階段状に 2段となり、深いほうで45cm、

浅いほうで30cmを計るが凸凹がある。壁画は比較的急傾斜で立ち上がっている。覆土は自然堆

積であるが、遺物は出土しなかった。

004 (第44図)

位置:F1-66に位置し、 003に隣接する。

遺構:長径108cm、短径75cmの楕円形を呈し、深さは40cmを計る。底面はほぼ平坦で、壁の立

ち上がりは良好である。遺物は出土品かった。

005 (第44図)

位置:F1-64、65に位置する。

遺構:上端では円に近い隅丸方形を呈しているが、底面は西寄りに隅丸長方形で偏り東側に

階段状の段を土壌中位にもつ。両辺とも150cm程度である。底面までは深いほうで85側、中段で

50cmでともにほぽ平坦である。流れ込みと思われる遺物が若干出土した。覆土は下位にローム

ブロックを多く含む層が堆積しているが、その他は自然埋没である。

006 (第44図)

位置:F1-26に位置する。

遺構:不整形な土壌で覆土は自然埋没ではあるが、しみ状であまりはっきりとしない層序で

ある。底面は凸凹があり、壁面もだらりとしていることから、明確に土壌とは言い切れない。

長径150cm、短径80cm、深さは40cmを計る。
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003-007・009・010平面図(1/80) 
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007 (第44図)

位置:EI-49に位置する。

遺構:長径120畑、短径80畑、深さ70仰の長方形プランを呈す。底面も長方形で堅くしまり、

壁は垂直に立ち上がる。遺物は出土しなかった。覆土は自然埋没である。

009 (第44図)

位置:CI-83、84に位置する。

遺構:長径1.2m、短径1m、深さ70仰の卵形の土墳である。底面はほぼ平坦で壁の立ち上がり

は垂直に近いしっかりした掘り込みである。遺物は出土しなかった。覆土は自然埋没である。

010 (第44図)

位置:CI-71に位置する。

遺構:長軸2.6m、短軸1.5mの長方形プランを呈し、深さ60αnを計る。長軸方向はN-34・-

Wを指す。底面は中央がやや凹むがほぽ平坦で堅くしまり、壁面は若干崩壊しているところも

あるが垂直に立ち上がる。覆土にはローム粒子を多く含んでいることから、埋め戻している可

能性が高い。遺物は出土しなかった。

013 (第45図)

位置:BI-84、85に位置し、区域外へ延びていく。

遺構:直線的に北東方向に延びる溝状遺構で、当初 l号墳の周溝と思われたが区域外に延び

ていくため不明な点が多い。溝の幅は広いところで1.8m、狭いところで1.5m、深さは30~40cm
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3.暗賞褐色土 ロームプロックを混入

第45図 013平面・土器拓影図 (1/80・1/3)
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である。側壁の立ち上がりは比較的なだらかで、底面は平坦である。覆土は自然埋没であった。

遺物:混入品と思われる縄文及び弥生土器が数点出土している。

1、2は撚糸文系土器の胴部破片で、縦方向に撚糸が走っている。 3、4はコンパス文風の

磨消縄文を施す深鉢胴部破片で、上部には連続刺突文がうかがえる。 5は2段の三角形に区画

した帯縄文をもっ深鉢口縁部付近の破片で、帯縄文聞は無文に、区画内部は羽状の沈線が充填

されている。後期安行式である。 6、7は弥生北関東系聾の胴部破片で、附加条縄文が施され

ている。

第4節伊地山石塔前遺跡

I.旧石器時代の遺構と遺物

1.層序区分(第8図)

I層: 黒褐色土層。耕作土。ハードロームをまばらに含む。

11層: 暗褐色土層。

III""'IV層: 明褐色土層。ソフトローム層。

V層: 暗褐色層。第 1黒色帯に相当すると思われる。かなり残存状況が悪く、ブロック状

を呈する。

VI層: 黄褐色土層。 ATプロックが明瞭にみられる。非常に砂っぽく、よくしまっている。

刊a層: 暗明褐色土層。硬質の赤黒のスコリアを多く含む。

刊c層: 暗明褐色土層。刊a層より黒色味が強く、ややクラックが発達しやすいo

m層: 明褐色土層。微量の暗褐色の粒子を含む。ややしめっぽい。

IX層: 灰明褐色土層。武蔵野ローム最上層。水っぽく、軟質。あまり灰色味を帯びていな

しlo

2.第 1文化層

第 l文化層は尖頭器石器群をその内容にもつ石器群である。石器の検出層準は皿層からIV""'V

層にあたり、皿層の下部に最も集中する。平面分布・垂直分布・石器製作技術からみてIII層下

部に生活面をもっ石器群と思われる。石器の総点数は234点出土した。石器集中箇所は、 3ヵ所

検出され、第 1ブロックが最も質・量とも充実している。

(1) 第 1ブロック(第46・47図、図版13・24)

a.出土状況(第46図)

III層からIV""'V層にかけて出土しており、凹層下部に最も集中する。平面分布は約 4x 4 m 

の範囲から出土し、西側の約 2X2mの範囲に砕片が密集している。その密集部の周辺に、尖

頭器・彫器・削器が分布している。西側の砕片の密集している地点は、ほとんど12""'15のよう
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表12 第 1文化層器種別組成表 表13 第 1文化層石材別組成表

話ミここ 2 3 計 コく 1 2 3 言十

尖頭器 l 3 l 5 珪質頁岩 215 5 10 230 

周5 器 2 2 チャート 2 2 

向。 器 5 5 メ ノ ウ 1 l 

二次加工の
1 

ある剥片
黒曜石 1 1 

微細剥j離痕
3 6 9 

のある剥片
日十 215 5 14 234 

剥 片 38 l 7 46 

石宇 片 166 166 

言十 215 5 14 234 

な尖頭器の調整剥片で占められており、剥片がほとんど含まれないことから、尖頭器の調整加

工を行なった形跡を残す分布を示している。その周辺から尖頭器・彫器・削器という Toolが出

土しているが、尖頭器・削器は折れている。これらは、尖頭器の調整加工を行なった場所で刃

部再生を行なおうとして失敗したため廃棄したことも想定される。

b. 出土遺物(第47図)

総計215点出土した。器種組成は、尖頭器 1点、彫器 2点、削器5点、微細剥離痕のある剥片

3点、剥片38点、砕片166点である。石材組成は、すべて珪質頁岩である。

1は彫器である。上辺を折り取ったあと、右上端部から 2回の樋状剥離を、左側面から 2回

の長い樋状剥離を行なっている。右側辺に一連の細かな調整加工を行なったあと、上面に右側

縁から 1回の樋状剥離を行なっている。 2は彫器である。縦長剥片を素材として、腹面下端部

に調整加工を行ない、上部を折り取っている。その後、上端右側から 2回の樋状剥離がみられ

る。 1・2とも、彫刻万面に微細剥離痕がみられ、使用に関するものと思われる。 3は尖頭器

である。裏面の左側面の下端部が最終調整となっており、折れ面と打点と一致することから、

尖頭器の未製品であると推定される。 4は削器である。面的な調整加工が行なわれている。 3

と同様に右側面下端部が最終調整となっており、折れ面と打点が一致することから、削器ある

いは尖頭器の未製品であると推定される。 5は削器である、。左側縁に小さな調整が連続的に行

なわれている。上下・右側縁は折れている。背面は大きい平坦剥離面で構成されており、尖頭

器の調整剥片を素材にしたものと思われる。 6は削器である。打面部側の腹面に調整加工を行
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7は削器である。多方向から剥離する、剥片生
なっている。下端部には、微細剥離痕がある。

産技術によって生産された剥片を素材としている。左側縁は扶状に小さな調整を行ない、右側

8は削器である。小さな調整加工が全周にまわってい
縁は階段状の調整加工を行なっている。

9・10・11は微細剥離痕のある剥片である。 12'"'-'15は5の調整加工のあり方と似ている。る。

尖頭器の調整剥片である。いずれも、背面は打面側小さな調整加工を行なった形跡があり、打

このプロックから出土している剥
面は線状を呈し、剥片の側面形状は「し」の字状を呈する。

片・砕片のほとんどは、 12'"'-'15のような特徴をもっており、尖頭器の調整加工に関するものと

思われる。

彫器の製作技術は、幅広の剥片を素材として、全体形状を成形加工した後に、折断し、折断

C. 技術的特徴
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面から樋状の剥離を数回行なっている。尖頭器の製作技術は、 3のように比較的薄い剥片を素

材として、周辺に平坦であるが奥まで入らない調整加工を行なうことが特徴である。 4• 5・

8の削器の調整加工にもこのような特徴があらわれており、尖頭器の未製品としてとらえられ

るかもしれない。このプロックでは、 1• 2・4・5・6・7のような石器の素材となるよう

な剥片は検出されていなし~o 3叩以下の尖頭器の調整加工に関する剥片・砕片が 9割以上 (215

点中204点)を占めており、尖頭器の調整加工を行なった形跡を強く残すプロックである。

表14 第 lプロック石器属性表

挿図番号 器 種 長さ 幅 厚き (αn)

1 彫器 4.2 2.8 0.8 

2 彫器 3.4 3.0 0.8 

3 尖頭器 1.8 1.6 0.3 

4 削器 4.3 2.4 0.7 

5 削器 2.7 2.0 0.3 

6 削器 2.9 2.3 0.7 

7 削器 3.4 3.9 1.0 

8 削器 2.1 1.2 0.3 

9 微細剥離痕のある剥片 2.8 1.5 0.3 

10 微細剥離痕のある剥片 2.4 2.2 0.4 

11 微細剥離痕のある剥片 2.6 0.7 0.3 

12 砕片 2.4 1.6 0.7 

13 砕片 1.2 1.6 0.2 

14 砕片 1.8 1.4 0.3 

15 砕片 1.7 1.2 0.2 

(2) 第2プロック(第48・49図、図版14・24)

a.出土状況(第48図)

重量(g) 石材 遺物番号 備考

8.9 珪質頁岩 B2-15-49 

9.7 珪質頁岩 B2-16-37 

0.9 珪質頁岩 B2-16-39 頭部

7.9 珪質頁岩 B2-15-18 

1.4 珪質頁岩 B2-26-4 

4.6 珪質頁岩 B2-26-6 

12.6 珪質頁岩 B2-26-9 

0.8 珪質頁岩 B2-16-20 

1.2 珪質頁岩 B2-05-1 

2.0 珪質頁岩 B2-25-7 

0.5 珪質頁岩 B2-25-1 

2.0 珪質頁岩 B2-15-94 

0.2 珪質頁岩 B2-16-18 

.07 珪質頁岩 B2-16-15 

0.3 珪質頁岩 B2-26-10 

皿層中部から出土した。総計5点出土している。 5点中4点が石器 (Tool)で占められてい

るのが特徴である。

b.出土遺物(第49図)

総計5点出土した。器種成は、尖頭器3点、二次加工のある剥片 1点、剥片 l点である。

石材組成は、すべて珪質頁岩である。

接 1は尖頭器の接合資料である。接 1の状態で周辺加工の尖頭器であったものが、 1aとl

bの2つに折れてしまい、 1aの方は折れたのちにも調整加工を行なっている。 2は尖頭器で

ある。この 1・2の資料は、素材が比較的薄い剥片で、周辺に小さい調整加工を行ない、折れ

ているという点で第 1プロックの 5の資料と共通する点がある。 3は二次加工のある剥片であ

る。左側縁の調整加工は接 1と2の調整加工と共通している。右側縁と加担部は折れている。
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第49図 第 2ブロック石器実ifflJ図 (2/3)

C. 技術的特徴

接 1の資料は、折れたのちに再調整していることから、尖頭器の製作中に折れたものを再調

整している資料である可能性がある。このような特徴は、 2・3においても観察される。おそ

らく、薄い素材の剥片の周辺部を調整加工して尖頭器を製作する過程において、素材が薄い剥

片であるため折れた資料が作出され、そのまま捨てられるものもあり、折れたのちに接 1のよ

うに再調整する資料があったのだろう。このような特徴は、第 1ブロックの 3・4・5・6・

の資料でも観察され、同様の製作過程の痕跡が推定される。

表15 第 2ブロック石器属性表

挿図番号 器 種 長 さ 幅 厚さ (crn)

1a 尖頭器 2.9 1.3 0.3 

1b 尖頭器 2.8 1.3 0.2 

2 尖頭器 2.0 2.3 0.3 

3 二次加工のある剥片 1.9 1.8 0.3 

(3) 第 3ブロック(第48・50図、図版14・24)

a.出土状況(第48図)

重量(g) 石材 遺物番号 備考

1.4 珪質頁岩 B2-36-3 

0.7 珪質頁岩 B2-36-1 

1.7 珪質頁岩 B2-27-2 

0.9 珪質頁岩 B2-36-4 

III層中部から出土した。 B2-38グリッドの南西部はグリッド一括資料であるため詳しい出土

状況が不明である。

b.出土遺物(第50図)

総計14点出土した。器種組成は、尖頭器 1点、微細剥離痕のある剥片 6点、剥片 7点である。

石材組成は、珪質頁岩10点、チャート 2点、メノウ 1点、黒曜石 1点である。第 1・2ブロツ
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クは、全て珪質頁岩でしめられていたが、第3ブロックでは、チャート、メノウ、黒曜石の石

材があるのが特徴である。

1は尖頭器である。周辺に調整加工を行なうが、第 1・2ブロックの尖頭器に比べて比較的

調整が大きく、奥まで入る調整加工である。 2""'-'6は微細剥離痕のある剥片である。このブロ

ックにおいても、尖頭器の調整剥片・砕片があるが、その組成に占める割合いは 5割程度 (14

点中 7点)で第 1ブロックに比べて高くない。

C. 技術的特徴

尖頭器が 1点出土しており、この特徴は第 l・2ブロックと比べて周辺加工である点で共通

するが、調整加工が少し異なる。剥片・砕片は第 1・2ブロックと同様のものであり、第 1""'-'3

ブロックは同様な技術的特徴をもっているといえる。

表16 第3ブロック石器属性表

挿図番号 器 種 長さ 幅 厚さ (cm) 重量(g) 石材 遺物番号 備考

1 尖頭器 3.6 1.6 0.6 3.6 チャート B2-38-4 

2 微細f1J離痕のある剥片 4.6 2.3 0.4 3.8 珪質頁岩 B2-37-2 

3 微細剥離痕のある剥片 2.5 2.2 0.7 3.2 黒曜石 B2-37-1 

4 微細剥離痕のある剥片 2.8 1.7 0.3 1.3 珪質頁岩 B2-38-6 

5 微細宮町j離痕のあるま~J片 2.4 2.2 0.6 2.7 珪質頁岩 B2-39-6 基部折れ

6 微細f1J離痕のある剥片 3.2 1.8 0.3 1.8 珪質頁岩 B2-38司 6 基部折れ

7 微細剥離痕のある剥片 2.1 2.0 0.5 1.5 珪質頁岩 B2-38-6 

一白r~臼
〈コ

~ー

電-托
⑮-~eρ 

5 6 

--==:::::::三ミ 7 

第50図 第 3ブロック石器実測図 (2/3)
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3.第 2文化層

第2文化層はナイフ形石器をその内容にもつ石器群である。尖頭器はこの石器群に含まれな

い。出土層準は、 III層中部からIV"-'V層の上部にかけて出土している。この石器群の生活面は、

皿層がソフト化したローム層であり層厚も薄いことから明確にいえないが、出土層準・石器製

作技術・器種組成・石材組成から、 IV層上部に生活面をもっ石器群であろう。

(1) 第4ブロック(第51"-'55図、図版25"-'27)

a.出土状況(第51図)

皿層中部からIV"-'V層の上部にかけて出土している。約2X2mの範囲に密集している。接

合資料である接 l・接 7・接8・接9は同ーのチャー卜の個体別資料と思われ、この場所に、

大きなチャートの母岩を持ち込んで石器製作を行なったことが推定される。ただ、調査時に遺

物を一括して取り上げてしまっている資料があるため、接合関係・出土状況が不明な点もある。

b.出土遺物(第52"-'55図)

総計68点出土した。器種組成は、ナイフ形石器2点、削器 1点、模形石器 1点、二次加工の

ある剥片 1点、微細剥離痕のある剥片 l点、石核 l点、剥片44点、砕片17点である。石材組成

は、チャート点、安山岩 1点、凝灰岩 1点である。接合資料接 1・接 7・接8・接9は同ーの

チャートの個体別資料で54点あることが識別できた。この割合いは総点数の 8割に近く (68点

中54点)、非常に高い割合を示す。また、これと同ーの個体別資料でナイフ形石器が2点あり、

ナイフ形石器の石器製作技術を観察できる良好な資料である。

接 1はナイフ形石器どうしが接合した資料である。打面は平坦打面で、頭部調整は行なわれ

ていなし当。腹面と同一方向に、連続的に剥片を生産したことが観察される。 1a・1bとも縦

長の剥片を素材としている。 1aは打面部に腹面から調整加工を行ない、左側縁に奥まで入る

調整加工を、右側縁は比較的急角度のプランティングを行なっている。 1bは、基部側に比較

的浅い調整加工を行なっている。頭部しか残存しておらず、調整加工もプランテイング的では

ないのでナイフ形石器としてとらえるには購賭する。しかし、 1aと同ーの個体別資料であり、

素材形状も似ていて、調整加工を行なっている部位も共通していることからナイフ形石器とし

てとらえた。 2は削器である。縦長の大形の剥片を素材として、右側縁に、腹面側に階段状の

調整が行なわれ、先端部は微細剥離痕がある。 3は微細剥離痕のある剥片である。 4は模形石

器である。円醸を素材として両極剥離をしている。 5は二次加工のある剥片である。右側縁と

先端部に加工がある。 6は石核である。素材は剥片で、節理面を打面として、数枚の剥片を剥

離していることが観察される。

接7は、 1・2のナイフ形石器の素材となった縦長剥片の生産技術を観察できる良好な接合

資料である。接 7は、以下のように[過程 1Jから[過程 6J としてとらえられる。

[過程 1J 7 a・b・cと7d・e・f• g • hの資料に節理面によって分割されている。
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[過程2] 7 a・b・cの上端(打面)に大きな剥離を 1回行ない、その後同じような打点

から同様の剥離を行なった際に、 7aと7bと7cに分割してしている。

[過程 3] [過程 1]の後に、 7d・eを含む縦長剥片を数枚連続剥離した後に 7d・eを

剥離している。

[過程4] その後[過程3]のように縦長剥片を連続剥離を行なおうとしたが、頭部付近が

階段状にはいりこんだため、これ以上の剥離が困難となり 7fを剥離して背面を再

→E42 
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・砕片
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第51図 第 4プロック石器出土状況図 (1/40)
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生している。

[過程 5J その後打面を再生し、 7gを含む縦長剥片を 2・3枚剥離している。[過程 5Jは

[過程3Jと同様の剥離過程としてとらえられるが、[過程3Jほど縦長剥片を剥離

していない。

[過程 6J その後[過程 4Jと同様に、剥離が困難となったために、 7hを剥離して背面を

再生している。

[過程 1Jは母岩の分割過程としてとらえられる。[過程3J [過程5Jは縦長剥片剥離過程

としてとらえられ、 1a・1bのナイフ形石器はこの過程で生産された剥片を素材としている

と考えられる。[過程 4J [過程 6Jは背面の再生過程としてとらえられる。どの過程において

も打面調整・頭部調整はみとめられなかった。

接8は、 8aと8bを含む不定形の剥片を数枚剥離後、同様の剥離を行なおうとした際に 8

c・8d・8eに節理面によって分割してしまった資料と考がえられる。

表17 第4ブロック石器属性表

掃図番号 器 種 長さ 幅 厚さ (cm) 重量(g) 石材 遺物番号 備考

1a ナイフ形石器 3.1 2.0 0.4 3.2 チャート B2-03-3 

1b ナイフ形石器 2.2 2.6 0.3 1.8 チャー卜 B1-93-1 先端折れ

2 削器 6.7 4.1 0.7 25.2 チャート B2-02-1 

3 微細*，J離痕のあるま~J片 4.5 2.7 0.9 7.7 チャート B2-03-3 

4 模形石器 2.3 2.2 0.6 5.0 安山岩 B1-93-1 

5 二次加工のある剥片 3.0 1.9 0.4 3.2 凝灰岩 B2-03-3 

6 石核 4.6 3.8 1.2 19.6 チャー卜 B1-92-22 

7a 剥片 1.8 1.0 0.4 0.9 チャート B1-92-22 

7b 剥片 6.3 7.2 3.6 120.0 チャート B1-92-22 

7c 剥片 5.0 2.3 4.0 35.7 チャート B1-92-22 

7d 剥片 2.9 1.4 0.3 1.1 チャー卜 B1-92-22 

7e 剥片 2.9 1.6 0.6 2.2 チャー卜 B1-92-4 

7f 剥片 5.7 4.5 1.9 53.2 チャート B1-92-22 

7g 剥片 2.1 1.5 0.5 1.2 チャート B1-92-22 

7h 剥片 4.6 4.8 1.6 33.5 チャー卜 B1-92-22 

8a 剥片 2.4 2.6 0.6 3.7 チャート B1-92-22 

8b 剥片 2.3 1.4 0.7 1.5 チャート B2-03-3 

8c 剥片 1.9 2.2 0.5 1.1 チャート B1-92-22 

8e 剥片 4.7 8.2 2.2 57.8 チャート B1守 92-3

9a 剥片 2.8 5.4 1.5 20.5 チャート B1-92-22 

9b 剥片 2.2 1.1 0.3 0.8 チャート B1-92-22 

9c *，J片 3.3 4.1 1.0 12.1 チャート B1-92-22 

9d 寺町l片 1.1 1.5 0.5 0.7 チャート B2-03-3 

ge 剥片 3.7 2.8 0.9 9.6 チャート B2-92-22 
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接9は、 9aの背面にあらわれているように小形の不定形の剥片を数枚剥離後、 9aを剥離

している。その後9b、9c、9d、9eの順に不定形な剥片を剥離している。

C. 技術的特徴

母岩を節理面にそって分割し、分割剥片を素材として、剥片生産を行なっている。

接1・接7・接8・接9の接合資料の観察によると、 1 a・1b・7d・7e・7gのよう

な縦長の規格的な剥片を目的的剥片とし、ナイフ形石器の素材としていることが観察される。

頭部調整・打面調整は行なわれず、剥片生産が困難になると背面の再生を目的とした背面再生

剥片を剥離している。打面は単設打面であると推定される。

逗ぞ空宇

~~8 

た去三〉

合唱 ゐ~~Gàpl(G忌
。 5cm 

第55図 第 4プロック接合資料 (2/3)
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4.グリッド出土遺物(第56図・図版27)

1は削器である。背面に大きく自然面を残した分厚い剥片を素材としている。急角度に階段

状に加工を行なっている。 2は削器である。分厚い剥片を素材として、 1と同様な急角度の階

段状の調整を行なっている。時期は、出土層位が不明で、点数も少ないので不明である。 1・

2は素材と調整加工のあり方から同じ時期の遺物と考えられる。

Cうお

軽ミミ 2 ¥__j 

第56図 グリッド出土石器実測図 (2/3)

11.縄文時代の遺構

縄文時代の遺構は003と004の2基の陥穴のみで、遺物は出土していない。

003 (第57図)

位置:B1-90に位置する。

遺構 :Nー57・-wに主軸方向をとる陥穴である。長軸2.55個、短軸2.11mの楕円形プランを

呈す。底面は細長く幅20畑、長さ1.5mで、平坦に仕上げられている。ピット等は所在しない。

壁画は底面から60叩ほどはほぽ垂直に立ち上がり、中位で屈折して大きく開口する。全体の深

さは1.7mである。覆土にはロームプロックを多く混入しており、遺物は認められなかった。縄

文期の陥穴と考えて良いであろう。

004 (第57図)

位置:B2-16に位置する。
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遺構:N-20'-Eに主軸方向をとる陥穴である。長軸2.95m、短軸1.74mの楕円形プランを

呈す。底面はやや幅広の長円形でほぼ平坦に仕上がっている。ピット等は所在しなしユ。壁面は

ほぼ垂直に立ち上がる。深さは2m強である。覆土中位に黒色土層が l枚入るほかは全体的にロ

ームブロックを主体とする層序を示している。遺物は認められなかったが、縄文期の陥穴と考

えて良いであろう。

III. その他の遺構

溝状の遺構が2条検出された。

001 (第58図)

位置:Al-78、88、97に位置する。

遺構:ほぽ南北方向に直線的に延びる溝状の遺構である。幅は1.6mで一定し、底面の幅は狭

く断面形状が 'VJ字状から 'DJ字状を示す。深さは70"'80cm程である。覆土は自然堆積で

遺物は検出されなかった。覆土等の状態からかなり新しい時期の溝と思われる。

002 (第58図)

位置:C2-01から C2-40にかけて位置する。

遺構:ほぽ南北方向に直線的に延びる溝状の遺構である。北側は調査区外となるが更に北進

するようである。幅は南側で80cm、北側では140cmを計るが、底面は東寄りにあり、東側壁は急

傾斜に西側壁は緩傾斜に立ち上がる。特に北側部分ではその傾向が強い。深さはほぼ50cmであ

る。覆土は自然堆積で遺物は検出されなかった。覆土等の状態から新しい時期の溝と思われる。
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遺跡位置・地形・グリッド配置図(1/10，000
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第 1節助沢遺跡、

本遺跡は 1次、 2次に年度を分けて調査を行なっているが、ともに遺構、遺物とも希薄であ

った。遺構は溝状遺構が3条、焼土遺構が 1個所であり、それぞれ周囲を拡張して本調査を行

なった。遺物は細片のみであった。

M -001 (第65図)

位置:E6-83から E7-87にかけて位置する。

遺構:ほぽ南北に走る溝状遺構で、南側は谷の奥部に向かっている。確認面はテフラ上面で

あるが表土面の観察でも若干凹んで見えた。幅1.2~1. 5m、深さ 30~40cmの浅い rUJ字形の断

面を呈し、底面にはほぼ等間隔に楕円形のピットが連続的に所在している。ピットは底面にす

っぽりと収まり長さは1.5m 前後でピット列の様相を示している。ピットの深さは溝底面から10~20

cmほどがほとんどである。覆土は自然埋没で遺物は出土しなかった。時期は不明だが覆土の状

態からかなり新しい時期の所産と考えられる。

M-002 (第65図)

位置:C4-99から D4-20にかけて位置する。中程で直交する新しい溝と切り合う。

遺構:南北に走る溝状遺構で南端が若干西側に湾曲する。M-001と同様にピット列状の溝と

そうでない溝とが並走しながら接しており、前者をA、後者をBとした。

Aは幅 1m前後、深さ 10cmほどの溝底面に長さ 2m、深さ40cmほどの楕円形ピットが並ぶ。

北側に移行するにしたがい溝の深さがなくなり、ピット列のみとなる。

Bは深さ50cmほどで底面はほぼ平坦に仕上げられており、西側壁は緩い立ち上がりを示して

いる。 AはBの東側壁に沿って設けられており、 Aの方が新しいことが断面観察から判明する

が、埋没したBをかなり意識していることから、さほど時間差はないものと思われる。

また、中程には直角に突き当たるかたちで東西方向の溝が切り合っているが、 Aよりも新し

い時期である。

M-003 (第65図・図版28)

位置:B4-99から C4-33に位置する。

遺構:北東から南西方向に直線的に延びる溝状遺構である。幅は狭いところで 1m、広いと

ころで1.8mで深さはおよそ30仰である。壁の立ち上がりは比較的良好であり、底面は多少凸凹

があるものの比較的平坦である。覆土は自然埋没で遺物は認められなかった。時期は不明であ

るが他の溝とはさほど変わらないであろう。

幌土遺構(第66図)

位置:A1-05に位置する。

遺構:1.63m x 1. 15mの不正楕円形のプランを呈すものと、 1.05mxO.40mの長円形のプラ
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ンを呈すものが 2基隣接して検出された。前者

は20佃ほど掘り凹められており、焼土はやや浮

いた状態で検出され、後者については掘り込み

はきわめて浅く焼土は底面より検出されている。

ともに焼土は部分的に認められるだけであるこ

とから、長期にわたって使用されたものではな

い。また確認面は表土下のテフラ上面である。

遺物は出土していないが、覆土の状態からかな

り新しい時期のものといえる。

第2節油田牧跡

A 
本遺跡は江戸時代の牧に

関連する野馬土手である。

主体となる土手は、栗山

川支流の谷部から南斜面を

かけ上がり、調査区にあた

る台地縁辺部が直角におれ、

農道に沿うように台地平坦

部を北東方向に延びており、

土手左側には堀を設けてい

る。また、屈折する地点で

は谷からかけ上がってきた

土手よりもやや右(東)に

振られて同じ堀を利用し両

側にやや低い土手を築いた

ものが北の方向に向かう。

調査区にかかる部分はrYJ

字状に枝分かれした地点で、

堀の部分はほぽ全掘できた。==
I干ー一守寸土手

主体となるであろう屈折 ー一一ー

した土手の構造は、見かけ

の幅3.7m、高さ1.6mで、

Aと事5 /一~

38.5白n一一一一一一一一ーー

n切 二Aミ三三E 三

38.5伽n

ー日A
 

。 2m 

第66図焼土遺構平面図 (1/80)

o 
t 

40m 

第67図野馬土手模式図
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¥ 一一~。 10m 

SP.A SP.A' 

l 暗褐色土 極めてしまり弱い

2 黒色土 ローム粒子含む

3 暗褐色土 しま H~い
4 褐色土 しまり弱い

5. "音褐色土 しまり弱い

6.賞褐色土 ローム粒子主体

7. i.量時褐色土 しまり強い

8 賞褐色土 ローム粒子主体

9 黒褐色土

10 暗賞褐色土

11 黒褐色土 ローム粒子含む

12 賞褐色土 ローム粒子主体

13. i.車時褐色土

14. i.車時褐色土 硬〈しまる

15 暗褐色土 しまり弱い

16 暗褐色土 ローム粒子を多〈含む。 4m 17 黒縄色土
37∞m 

18. i，轟暗褐色土

19 暗褐色土 ローム粒子含む

20 巣褐色土 しまり強い

第68図 野馬土手平面 ・断面図 (1/160・1/80)
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表土を除去し堀を掘り上げた状態では、堀の上端幅2.4m、下端幅O.5m、深さ 1.lm、土手基底

部幅3.0m、高さは旧表土から1.2mであった。土手はローム粒子を主体とする黄褐色土と黒色

土が互層をなし、ほぽ水平に積み上げられているが、堀側の方がかなり急傾斜面をつくってい

る。反対側の傾斜は緩やかである。断面観察からも堀側の斜面の方がかなり急であることがう

かがえる。堀は、断面形が iUJ 字状をなし底面はほぼ中央部を直線的に土手と平行して走っ

ている。土手の覆土は中位までいったん水平に埋まったのち土手側から崩壊した土が流れ込み、

その後全体を埋めつくしている。

北に延びる 2条の土手は、東側が高さO.3mと低く、西側は高さO.8mで主体となる土手に比

べてさほど高くない。幅は東側が1.5m、西側が2.0mである。 2条の土手に聞には前者の堀と

同様の堀が設けられており、堀に面する土手の斜面は反対側と比べかなり急である。土手の構

築は前と同様で、ほぽ水平に積み上げられている。ただし、東側のそれは黒色土が主体である。

第3節はらV遺跡

当遺跡では確認調査の結果、縄文土器が若干出土したものの該期の遺構については未検出で、

溝状の遺構を 2条確認したに留まる。本調査については溝状遺構を検出した地点を拡張するこ

ととなった。したがって、遺物の量はきわめて少ない。

I.縄文時代の遺物

縄文土器(第69図)

当遺跡では若干量の縄文土器を出土している。

1は胎土中にかなり多量の繊維を含む条痕文系土器の口縁部破片で、口唇部には刻み目を施

している。器面には斜位の沈線が数条見られることから、幾何学的な文様構成になるようであ

ナ:t5-{j{τ百江);-1/.菊
五;>;，，=佼事弓国九 正Pl
〆.~与よ号~:J.:-~ム，':"1.i且 IfuW 

.~~漆器喜多会γ1

。 10cm 

第69図 グリッド出土縄文土器拓影図 (1/3)
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る。茅山上層式以降の条痕文系土器であろう。

2、3は復々節の縄文を地文としている土器で、 2は横位の太沈線を施している。 3は小破

片であるため観察しにくいが、垂下する 2条の沈線が見られる。 4から 9は複節の縄文(RL)

を地文として、沈線区画による磨消縄文帯を設ける土器である。 4は内膏する口縁部破片で沈

線区画は幅の狭い弧を描き内部は縄文が磨り消されている。 5から 8は胴部破片で垂下する沈

線区画内に磨消縄文が見られる。 9は底部破片で、垂下する沈線と縄文施文が若干見られる。

ともに加曽利E式でも新しい時期となろう。

10は櫛目状の条痕を斜めから縦方向に施文した土器で、器厚は比較的薄く焼成も良好で堅い

仕上がりとなっている。晩期末の時期と考えられる。
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第70図 M-OOl・002平面図(1/160)
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II. その他の遺構

M-OOl (第70図・図版30)

位置:AI-13、14に位置し、 M-002と接する。

遺構:鍵の手状に屈折する溝状の遺構である。屈折部分から北側に延びる溝はM-002に接し

ながら並走し、西側へはほぼ直角に折れている。西側に延びる部分では途中でやや浅くなると

ころがあり底面は比較的凸凹がみられる。深い部分で約70cmを計る。溝の幅は2.5m前後でかな

り広いものである。覆土は自然堆積であるがしまりに欠ける。遺物は出土品かった。

M-002 (第70図・図版30)

位置:AI-64から14の方向に延び、 M-OOlと接する。

遺構:やや蛇行しながらもほぼ南北に延びる溝状の遺構である。北側でM-OOlと接してい

る。底面は凹凸が激しく幅も一定しない。側壁の立ち上がりも緩い部分が目立つ。深さは80cm

前後であるが、北側の方が浅い。幅は2.5"""3mを計る。覆土は自然堆積であり、土層観察から

M-OOlとは同時期と考えられ、かなり新しい。

第4節かにはら I遺跡

本遺跡は確認調査の結果、土墳を数基確認したが散漫に分布する地点ではグリッドを一部拡

張し、比較的密集する地域では周辺を拡張し本調査に移行した。遺物は少なく縄文土器と石鯨

を数点出土しただけである。

I.縄文時代の遺構と遺物

P -002 (第72図・図版31)

位置:BI-81に位置する。

遺構:2.20x2.12mの円形プランを呈し、中位ですぽまり底面に向って垂直に落ちるろうと

状の陥穴である。底面は皿状に凹む。深さは2.5mを計る。覆土はしまりの弱いロームブロック

混入土を主体としているが、中位以下に 3層の黒色土層がサンドイツチされている。遺物は出

土していないが、縄文時代の陥穴である。

P -004 (第73図)

位置:B2-03に位置する。

遺構2.78x2.60mのほぽ円形プランを呈し、深さは2.3mを計る。底面は小さい楕円形で平坦

堅轍。側壁は中位でややすぽまり、全体に急傾斜な立ち上がりを示すが底面付近は垂直に近い。

覆土下位にはほとんどしまりのない土層が堆積しているが、上位についてはしまりが良い。全

体的にはロームブロックを主体としている。ただ、下位に 3層の黒色土層を挟んでいる。また、
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覆土上部に焼土、炭化物を多量に含む層がプラン中央部に認められた。覆土中から3点の縄文土

器片を検出した。縄文時代の陥穴である。

P -008 (第73図)

位置:D3-37に位置する。

遺構:主軸方向は真北をとり、上端で2.8X1.1m、下端で2.95xO.40m、深さは1.36mを計る

いわゆる rTJピットといわれる陥穴で、幅の狭い底面は長軸方向両端がオーパーハングし袋

状をなす。底面はほぽ平坦堅轍でピット等は認められない。壁画はほぼ垂直な立ち上がりを示

す。覆土は全体にしまりがよく中位に黒色土層を挟む。遺物はないが縄文時代の陥穴である。

グリッド出土の縄文土器(第71図 1"'5)

当遺跡ではわずかではあるが縄文土器が出土している。

1は縄文を施す口縁部破片で、若干肥厚外反している。縄文は羽状構成をとる。焼成は良好

で堅い焼き上がりを示し、胎土のは細砂粒を多く含んでいる。内面は平滑にナデ磨かれている。

撚糸文系土器のうちでも新しい部類に属すようで花輪台式と思われる。

2は沈線文系土器の底部付近の破片で平行沈線と斜位の沈線により矢羽状の文様構成をとる。

胎土には長石粒を多く含みざらつとしている。田戸下層式でも古手の時期と思える。

3は胴部上半部の破片で半載竹管背面で浅い沈線を施したのちに再度竹管先端部を連続的に

刺突した結節沈線と 2条の平行沈線の組合せによる幾何学文を構成する土器で、地に条痕文を

施している。焼成は極めてよい。胎土に微量の繊維を含んでいる可能性がある。田戸上層式と

考えられる。

4は強く内膏する口縁部の破片で羽状構成の縄文を地文とし、口縁上端に大形の竹管工具に

よる連続刺突文を施し、さらに太沈線による波状文を施している。 5は丸く内膏する口縁部破

片で、複々節の縄文を地文とし、横位の太沈線を口縁部直下に 2条、聞をあけてさらに 1条を

めぐらせており、沈線に接する縄文の一部を磨り消している。

~ 
5 

。 10cm 

第71図 グリッド出土縄文土器拓影図 (1/3)
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P-OOl 

1.暗褐色土 ハードロ ム小プロックを多〈混入

2 黒褐色土 ソフトローム粒子含む、焼土混入

3 暗黄褐色土ハードロームブロックを多〈混入

4 黒褐色土 ソフトローム粒子含む

5 暗黄褐色土 ソフトローム粒子含む

P-003 

1 暗褐色土 しまり強い

2 暗赤褐色士 投棄きれた焼土i昆入

P-007 

1 黒色土 しまり強い

2.暗黄褐色土 しまり強〈、ローム粒子を含む

P-002 

1 黒色土

2 黒褐色土

3.黒色土

4 黒褐色土

5.暗黄褐色土

6 暗賞褐色土

7 暗黄褐色土

8.黒色土

9 暗黄褐色土

10.黒色士

11 暗黄褐色土

12 黒色土

13 暗黄褐色土

EP.A' 

4皐 J三
40∞m 

S吐~2^
)03 

SP !::._ 1 ~PA' 

二二2塑壬ど二二

40.50m 

。 2m 

炭化粒、ローム粒を含む

ローム粒子を多量に含む

ローム粒子を多く含む

ローム粒子を多〈含む

ロームプロソク主体

5と同じ

5とほ』主同じ、しまり弱い

ローム粒子著干含む

ロームプロソクを多〈混入

ローム粒子を多〈含む

9と同じ

10と同じ

9と同じ
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第72図 P-001-003・005・007・009平面図(1/80) 



II. その他の遺構

P -001 (第72図)

位置:Al-85、86に位置する。

遺構 N-35'-Wに主軸方向をとり、長軸2.37m、短軸1.50mの楕円形プランを呈す土墳で

ある。底面は平坦堅撤でほぽ径 1mの円形を示し東寄りにある。東側壁が若干オーバーハング

し袋状を示している。他の壁は急傾斜で立ち上がっている。深さは1.2mを計る。覆土中位には

ローム流を多量に含む層があり埋め戻された可能性が強い。遺物は出土しなかった。

P -003 (第72図)

位置:B2-13に位置する。

遺構:1.4Xl.Omの不整形プランを呈す浅い土壌である。覆土はしまりの良い暗褐色土中に

焼土、炭化粒を混入している。底面は全体的に凹凸があり、北側に小ピットを認める。小ピッ

トの直上から焼土が検出された。土壌の掘り込みは15cm程度と浅い。遺物は出土しなかったた

め時期は不明である。

SP.A 

A V 0 0 8白|

SP.A' 
SP.A SP.A' 

SP.A SP.A' 

SP.A 

、
〈
仏
同

~I 
(iI 

SP.A' 

39.5白羽 。 2m 

38回m

ローム粧子含む

ロ ム粒子を少量含む

ローム粒子を多く含む

14.黒色士

15.暗黄褐色土

16 暗黄褐色土

17 黒色土

18.暗黄褐色土

ローム粒子を多〈含む

ローム粒子主体

ローム粒子主体、

以下の層しまり弱い

ローム粒子を多量に含む

ローム粒子主体

15より暗い

ローム粒子を若干含む

ローム粒子主体

l 黒色土 ローム粒子を若干含む

2 暗賞褐色土 ローム主体

3 黒褐色土 しまり強い

4 暗賞褐色土更に硬くしまる

5.暗黄褐色土ロ ム粒を若干含む

1 .暗褐色土

2 濃暗褐色土

3 赤褐色土

4 暗褐色土

5 黒色土

6 淡黒色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗黄褐色土

10 黒色土

ローム粒子を若干含む

炭化粒、焼土粒を若干含む

焼土

焼土粒を多〈含む

11.暗黄褐色土

12 黄褐色土

13 黄褐色土

第73図 P-004・008平面図 (1/80)
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P -005 (第72図)

位置:B2-03に位置する。

遺構:主軸方向N-8'-Wをとり、 2.25xO.80mの隅丸長方形プランを呈す土壌である。深

さは50cmを計る。底面はぽ平坦であるが、中央が若干凹む。側壁は急傾斜に立ち上がる。覆土

はしまりの良い暗褐色土層が充填しており一時期に埋め戻されたものと思われる。なお、遺物

は検出されなかったが確認面が新期テフラ上面であることから新しい時期の可能性が高い。

P -007 (第72図)

位置:C2-65、66に位置する。

遺構:主軸方向はほぽ真北を指し、長軸1.75m、短軸1.30m、深さ30仰の楕円形の土壌で、底

面は平坦だがあまり締まりはない。壁の立ち上がりは良好である。覆土は自然堆積である。遺

物は検出できなかったことから時期については不明である。

P -009 (第72図)

位置:E3-88に位置する。

遺構:主軸方向N-60・-Wを指し、長軸1.55m、短軸0.95mの卵形に近い楕円形プランを呈

す。テフラ上面で検出された土墳で断面形は rUJ字形を示し、底面は椀状に凹む。壁面の立

ち上がりはだらっとしている。土壌内からの遺物の出土はない。

第5節かにはら II遺跡

本遺跡では確認調査の結果、焼土遺構を検出した他は遺構はなく、若干の縄文土器が出土し

ただけである。焼土遺構を確認した地点は拡張本調査に移行した。また、拡張部分で縄文後期

土器片がまとまって出土したが、それに関連する遺構は検出できなかった。

I.縄文時代の遺物

縄文土器(第74図)

当遺跡から出土している縄文土器は、遺構に伴うものはなくすべて包含層出土である。

lから 3は同一個体と思われるもので、口縁部から胴上半部にかけての細片である。器形は

やや丸味をもって肩の張る胴部が「く」の字状に屈折し、外傾する口縁部がつく。口縁部の文

様帯は上部に隆帯による区画帯を設けその下位に 3条のゆったりとした波状沈線文を施してい

る。屈折部にも同じく 3条の平行沈線文が施されている。なお、口縁部から胴部にかけて地文

として縄文 (LR)が施される。

4から10も同一個体と思われるもので、直線的に外傾する口縁部から胴部にかけての破片で

ある。地文に縄文 (LR)を施し、口縁部直下に 1条の紐線文風に隆帯を貼付し、上部に連続指

頭圧痕を施している。口縁部内面には l条の沈線がめぐっている。

一 102-



前者は縄文中期加曽利E式に、後者は後期加曽利B式に比定できょう。

石器(第74図)

石器もやはり包含層からの出土である。すべて石鎮で、 5点出土している。ともに無柄タイ

プである。 1はやや内膏気味に側辺のえぐれるもの、 2は直線的な側辺、 3・4はやや外にふ

くらむ側辺をもち、 5は着柄部にえぐりのない三角形の形状である。石材は、 1が安山岩、 2・

3・5がチャー卜、 4が頁岩である。

II.焼土遺構(図版31)

位置:Bl-97、B2-07に位置する。

遺構:焼土、炭化材を多量に混入する落ち込みで、 4基が近接して所在する。深さが20'"'-'40

cmほどで、大きさは大きいもので径 1m、小さいもので40cmである。かなり赤く焼けた焼土は

2基から検出されたが、他の 2基についても多量の炭化材が混入している。検出面はテフラ上

面であるが遺物は出土していない。おそらくかなり新しい時期のものと思われる。
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第74図 グリッド出土縄文土器拓影・石器実視IJ図(1/3・2/3)
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I.旧石器時代の遺構と遺物

当遺跡からは 3プロックを検出したが、一括で取り上げたものもあり、データ的には不十分

な資料となってしまった。それぞれのプロックについては次に述べるとおりである。

第1プロック(第77・78図、図版33・53)

1.出土状況(第78図)

石器の出土層位は、 III層からIV""V層にかけて出土している。皿層の中部に集中する。平面

分布は、約 6X6mの範囲に集中している。

2.出土遺物(第77図)

総計77点出土した。器種組成は、微細剥離痕のある剥片9点、剥片 5点、砕片63点である石

材組成は、全て黒曜石である。個体別資料分析は、石材が黒曜石で、砕片が多いため困難であ

ったが、 4• 5個の個体別資料によるものとおもわれる。

1""3は微細剥離痕のある剥片である。 1の背面は細かく奥まで入る押圧剥離による剥離が

みられ、側面形がしの字状になっていることから、尖頭器の調整剥片を素材としたものと考え

られる。

3.技術的特徴

第 1プロックにおいて、利器 (Tool)は検出されていないが、剥片・砕片の観察から、剥片・

砕片の背面に細かい奥まで入る押圧剥離痕がみられ、側面形がしの字状に湾曲していることか

ら、尖頭器の調整加工を行なったことがうかがわれる。特に、調整砕片が8割出土しているこ

とから、細部調整を行なったことが想定される。

表19 旧石器時代石器属性表

s盛 岡
〈二三〉

第77図 第 1ブロック石器実測図 (2/3)
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第2プロック(第79図、図版53)

1.出土状況

DII-56・57グリッドを中心とした遺物である。一括で取り上げられているため、出土地点、

出土層位は不明である。

2. 出土遺物(第79図)

石器組成は尖頭器 1点、ナイフ形石器2点、掻器 l点、削器 1点、 U-fl2点、剥片9点の総

計16点である。

表20 旧石器時代第 2ブロック

指図番号 器 種
最大長 最大幅 最大厚 重量 石 材

遺物番号(cm) (cm) (cm) ( g ) (母岩)

1 尖 ~il 器 (3.6) 1.6 0.5 (3.2) F主質頁岩 2 D 11-57-17 

2 ナ イフ形石器 (3.2) 1.6 0.8 (3.3) 黒曜石 l D 11 -56-10 

3 ナ イフ形石器 2.6 1.8 0.6 2.3 黒曜石 2 D 11-56-10 

4 f量 器 5.4 2.6 1.0 14.5 珪 質 頁 岩 1 D 11 -56-10 

5 同り 器 1.9 2.5 0.8 3.3 珪 質 頁 岩 3 D 11-56-10 

6 U fI 1.9 1.4 0.7 1.3 珪 質 頁 岩 5 D 11 -56-10 

7 U f 1 3.0 2.3 。7 2.9 珪 質 頁 岩 3 D 11-56-10 

8 加l 片 3.7 1.9 0.9 4.5 珪 質 頁 岩 5 D 11 -56-10 

9 !/<Ij 片 4.4 0.9 1.3 4.1 珪 質 頁 岩 5 D 11-56-10 

10 剥 片 3.5 1.6 0.5 1.7 珪 質 頁 岩 4 D 11 -56-10 

11 最Ij 片 1.9 2.8 0.7 3.5 珪 質 頁 岩 4 D 11-56-10 

12 争Ij 片 1.7 2.6 0.6 1.4 注 質 頁 岩 5 D 11 -56-10 

13 争IJ g、 1.7 2.0 0.6 1.4 珪 質 頁 岩 5 D 11 -56-10 

14 剥 片 2.2 1.2 0.5 1.0 珪 質 頁 岩 5 D 11-56-11 

15 最Ij 片 0.9 1.7 0.5 0.7 珪 質 頁 岩 5 D 11 -56-10 

16 争リ 片 1.9 1.1 0.5 0.6 珪 質 頁 岩 6 D 11 -56-10 
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第79図 第 2ブロック石器実視IJ図 (2/3)



1は、周辺ないしは周縁加工の尖頭器で上半部及び基部には裏面への加工も見られる。先端

部を欠損するが、裏面倒上部欠損部からの縦方向の微細な剥離痕は一部側縁部の剥離痕を切っ

ている。欠損時に生じたものであろうか。

2は、縦長の剥片を素材にした二側縁加工のナイフである。左側縁の調整は上部1/3が裏面側

からの急角度のものである。また、これは同様に急角度の右側縁の調整加工に切られている。

そのため、右側縁の基部が若干膏曲している。右側縁の刃部には微細な剥離痕が若干見られる。

3は、左側縁上部から先端部にかけてと右側縁下部に調整加工の見られるナイフ形石器であ

る。打面はほとんど欠損するが、頭部調整の施された線状の打面と思われる。またこの石器は

全体にローリングしており、特に表面側中央の稜は非常に鈍い。

4は、縦長の剥片(打面再生剥離か)を素材にした掻器である。調整加工は末端部から下部

の1/3にかけて入念に急角度の調整加工を施している。若干磨耗によるのか、刃部の稜線が鈍い

ように思われる。

5は、横長の剥片の表面倒左側縁に調整加工を施した削器である。下端部は切断面である。

6、7は、 U-flである。非常に微細な剥離痕を有する剥片であることと、それが裏面側に見ら

れることから、剥片の剥離の際に生じたキズの可能性もある。

8 "-' 16は剥片である。

3.特徴

母岩は珪質頁岩6種類、黒曜石2種類を識別した。石器組成において、周辺加工の尖頭器、

二側縁加工のナイフ形石器を含むことから、ナイフ形石器終末期の石器群と思われる。

第3プロック(第80図・図版33)

1.出土状況(第80図)

石器の出土層位は、 III層を中心とし、平面分布は径8m程の範囲に集中している。ただし、

住居跡に切られる部分では出土していない。

2.出土遺物

総計で100点余りであるが、すべて剥片、砕片で、利器 (Tool)は検出きれなかった。石材は

すべて黒曜石である。

11.縄文時代の遺物

当遺跡から縄文時代の遺構は検出できなかったが、遺物が若干出土した。

縄文土器(第81図)

当遺跡では包含層より縄文土器が若干出土している。すべて早期沈線文系の土器である。

1は外反する口縁部破片で、口唇部直下より横位の太沈線を 3条めぐらせ、その下位に縦位

の太沈線を施している。口唇部直下には補修孔とみられる円孔がある。 2は斜位の細沈線を施

ヮ“
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グリ ッド出土縄文土器拓影 ・石器実視IJ図 (1/3・2/3)
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した土器である。これら 2点は田戸下層式である。

3から 8は同一個体で、口縁部から胴上半部にかけての破片である。口縁部は若干内膏し口

唇部内側に刻み目を付けている。文様は口唇部直下より結節沈線文と鋸歯状文とを交互に施し、

その組合せを 3~4 段繰り返している。胴下半部は無文帯となる。器面はきれいに磨かれ平滑

に仕上げられており、焼成も良好で堅い焼き上がりを示す。この土器は、とかく複雑な文様構

成をとる田戸上層式にあって、基本的な文様である結節沈線文と鋸歯状文のみの組合せという

かなり単純化したモチ フをとっている。

石器(第81図)

縄文時代の石器は石鯨を 5点出土した。すべて無柄のタイプである。 1• 2・4は側辺がや

や内側にえぐれるもので、側辺からの剥離もシャープである。 3・5は側辺がやや外側へふく

らんでいる。 5はかなりの小形品で、ある。石材は 2が安山岩、その他はチャートである。

III.古墳時代の遺構と遺物

当遺跡からは 5世紀から 7世紀にかけての住居跡と遺物包含層が検出された。それぞれの遺

構について説明していく。

なお、遺構番号については調査時に大グリッドごとに遺構番号を付けているので、本報告にお

いてもその番号を踏襲することとした。

GIー001(第82・83図)

位置:GI-78・88に位置する。

遺構:南北3.84m、東西は不明だが、隅丸方形を呈すると思われる。主軸方向はN-60-W

である。住居跡上部は削平擾乱され、検出面がハードローム上面であったことから、遺存状態

が悪くカマドの所在する北側半分の立ち上がりが確認できただけである。壁高は24.5仰が最高

で台地の傾斜に伴い西壁よりも東壁のほうが浅い。ただ、壁の立ち上がりはしっかりしている。

床面はトレンチャーによる撹乱が激しく遺存度は悪いが、カマド周辺は堅轍である。周溝は認

められなかった。遺物は聾の上半部を出土した他は10数片の小破片をまばらに検出した程度で

ある。

カマド:北壁中央に位置し、山砂粘土を使用した袖部は基底部付近まで削平され、遺存度は

良くなく流出砂粒が周囲に散っていた。特に左袖は山砂粘土と黒色土を混入しているため不明

瞭であった。床面より 20cmほど凹ませた船底形を呈す燃焼部には火床と思われる焼土の堆積が

なく、焼土粒子を若干含む程度である。燃焼部から煙道部にかけては緩傾斜で住居壁面より 17

cm突出する。

遺物:聾形土器が 1点出土している。口縁部が外反し、やや胴部に張りをもたせた聾形土器

で、胴部外面は上半が縦方向に、下半は斜位にへラケズリされる。

4
9
 



表21 G 1 -001出土土器観察表

成形・整形手法

口縁部内外面ヨコナデ
胴部内面ナデ
胴部外面へラケズリ

SP.A' 

SP A 

-----\.~ノ、Y"/l'7--ゼンÆ 1 V/， V/?: 

“一αlrn----'2.!:

SP.A' 

安z?2l三三

備 考

‘悶
e

内
同
∞

‘
凶
仏
∞

E| 
(fJ 

SP.A' SP.A 

~芸窓窓2:}.，__
'6] ~ι?i#V6:::)， _ 

44.00m一一一~5 f.一一一一一
43.5Om 。 2m 。 1m 

I 黄褐色土 ハードロームを多量に混入 1.暗褐色土 山砂混入
2.暗黄褐色土 ロームプロック少量混入 2.灰褐色砂質土天井崩壊土

3 暗褐色土 焼土粒含む

4 時褐色土 山砂混入

5.暗灰褐色土 山砂多〈含む

6.灰褐色砂質粘土 袖部

第82図 GI-OOl平面・カマド実測図(1/80・1/40)

。 10cm 

第83図 GI-OOl出土土器実測図(1/4)



Gト 004(第84"'86図・図版35・45)

位置:GI-86・87に位置し、 GI-005を切る。南東コーナ}は調査区外となる。

遺構:主軸4.82m、横軸4.78mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-15・-w、北壁にカマ

ドを設ける。東傾斜面のため西壁で50叩、東壁で30仰の深きとなり、立ち上がりは良好でほぽ

垂直である。西壁は005の覆土を壁画としているが、断面観察より垂直な立ち上がりを示してい

た。床面はほぼ平坦であるがしまりは弱い。 005と切り合う部分ではソフトロームを主体とする

貼床がみとめられた。

主柱穴はP1"'p.の4ケ所検出でき、いずれも中位に平坦面や屈折部をもっ階段状の掘り方を

示す。それぞれの深さはP1が57畑、 P2が40畑、 Psが57冊、 P.が42叩としっかりしている。な

お、周溝は認められなかった。住居覆土には多くの焼土が認められることから、焼失住居と考

えてよさそうである。遺物の出土状況も床面直上のものが多い。

カマド:北壁中央部に位置し、袖部は若干流出しているものの長く延び1.1mを計る。天井部

は掛口部分がつぶれた状態で認められた。カマド掘り方は楕円形で袖部の内側に収まっている。

底面は凸凹が激しい。火床部は掘り方中央にあり、焼土が厚く堆積している。底面との聞には

ロームを混入する暗黄褐色土層が堆積している。煙道部は幅が狭く急傾斜で立ち上がり壁外に

20佃ほど突出する。

遺物:聾2点、杯2点、手担ね l点が出土している。

1は常総型聾で、肩に張りをもたせた胴部形態をとり、胴部下半外面に細かいへラミガキを

施している。 2は外反する口縁部をもち、胴部は肩に張りをもたせた面長の形態をとる。外面

は粗いへラミガキがなされている。 3、4は赤色塗彩された丸底の杯で、 3は全面に、 4は底

面以外に施される。ともに外面はへラケズリされ内面はみがかれている。 5は手担ねで、杯を

模しているようである。体部調整は口縁部を強くヨコナデし直立する口縁帯をつくっている。

他は無調整である。底部には木葉痕が残っている。若干上底風である。

表22 G 1 -004出土土器観察表

掃図
器種

法量{αD)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 傭考

番号 口・底・高 方向

目器部外内面面ナナデデ後胴下半ヘラミガキ 砂粒多 暗赤褐色 良好 胴下半一次焼成受る
1 葺 8.4 % 

30.0 

20.0 
締口縁部外内面面内外へナ商デ後ヨコナ後デミ後粗ガミガキ 砂ス位コ多リア

暗黄褐色 良好
2 聾 % 

ラケ粗ズいリ キいミガキ(23.5) 位少

12.1 
鶴ロ縁見部富内外ミ面ガキヨコナデ

小砂粒多 黄褐色 良好 赤彩
3 杯 % 

3.9 ヘラケズリ

10.5 
鶴ロ縁部男富内外ミ面ガキヨコナデ 極小ス砂コ位リア

黄褐色 良好 赤彩
4 杯 % 

3.7 ラケズリ

11.0 iiiiiiヨコナデ

きめ細か 明褐色 良好

5 手短ね
6.8 % 

p 

4.0 整・輪積み痕残る
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GIー005(第84"'86図・図版36)

位置:GI-86・87に位置し、 GI-004に切られる。南半は調査区外となる。

遺構:横軸5.00m、主軸は全域調査できなかったため不明である。おそらく、隅丸方形プラン

を呈すと思われ、主軸方向はN-25.-W、北壁にカマドを設けている。壁高は50叩前後と高

く、カマド付近は垂直に立ち上がる。北西コーナーから西壁にかけては上部がやや崩れ、緩い

4 

Gト004 sr.A' 

⑧ 
P3 

44α)m 

EP.A EP.A' 

l 暗褐色土 ロームプロンク、焼土粒を多量に含む

2.黒褐色土 ローム粒、山砂粒を多量に含む

3 暗褐色土 ロームプロソクを多量混入

4.黄褐色土硬質、ロームプロック主体の貼床

5.黒褐色土 ロームを少量含む
6 暗褐色土 ロームプロ yク、炭化粒が混在

7. 暗褐色砂質土カマド構築用山砂粘土を多量に含む
8 黒褐色土 焼士、炭化材、ロームプロ yク混入

9 暗賓褐色土 ロームプロック主体

43.5伽n

。 2m 

EP.B 

44日伽n

43.5伽n

第84図 GI-004・005平面図(1/80)

巧

t



立ち上がりとなる。 004に切られる東壁で、は10cmほどの段差を認めるが、北東コーナー付近で床

面が同一レベルとなる。床面はやや凸凹がみられるものの堅くしまっている。柱穴、周溝等は

-JにUil

SP 

凶
仏
の

A
 

D
i
 円、USP.A 

ぷ亡-2~ yii::¥，.:_ 
一一一一「記:ikS4 ，~ 型~且誌記かー----

一一一一一ーミ~5 J.一一一一一一一
44.50m-----

SP.A 

SP.A 

1. r，売褐色砂質粘j

2 褐色土

3 暗褐色土

4 赤褐色土

5 暗黄褐色土

6.灰褐色砂質粘土

7 暗褐色土

天井部崩壊土

焼土粒、炭化粒を少量含む

ローム粒、焼土粒を含む

焼土主体、火床部

ロームブロソク泌入

袖部

住居跡覆土

。 1m 

、
白
内
』
の

SP.A 

5 

1 灰褐色砂質粘土

2.暗黄褐色土

3 黄灰褐色砂質土

4 暗黄褐色土

5 暗占、褐色土

6 暗黄褐色土

7 暗黄褐色土

8 暗黄褐色土

天井部及び袖部の流出土

ローム粒、山砂粒を含む

ローム小プロソクを混入

ローム粒、山砂粒、炭化粒を含む

焼土が充填している、火床部か

ローム粒を多量に含む

ロ ム粒、山砂粒を多〈含む

ロ ムブロソク混入、掘方か

SP.A' 

。 1m 

第85図 GI-004・005カマド実視IJ図(1/40)
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検出できなかった。遺物出土量は少なく、 10数片の出土にとどまる。覆土中には焼土、炭化物

粒子を多く含むことから焼失住居の可能性が高い。

カマド:北壁中央に位置し、天井部、袖部の構築材(山砂)が広範囲に流出し、両者の区別

は判然としない。掘り方は楕円形で左寄りに底面があり、よく焼けた火床部と基底部の聞に暗

褐色土層が堆積している。

遺物:聾が 1点出土している。胴下半部のみの遺存で、内外面ともナデを施しているが二次

焼成を受けているため器面はかなり荒れている。

表23 G 1 -005出土土器観察表

成形・整形手法

胴部内面ナデ
% li詞部外面ナデ

ヤ斗イ

。

第86図 GI-004 (上)・ 005(下)出土土器実測図(1/4)
。

-119-

備考

10cm 

10cm 



GI-009 (第87図)

位置:GI-76に位置し、 GI-008に切られ北壁側は調査区外となる。

遺構:主軸は計測可能部分で5.1m、横軸は4.68mの隅丸長方形プランを呈し、主軸方向はN

10'-Eを指す。北壁側の柱穴聞に炉を設けている。住居の掘り込みが浅いため南東コーナーの

立ち上がりは認められないが、全体にだらりとした立ち上がりを示す。中央部は GI-008に切ら

れるため不明だが、床面の状態はあまりしまりがなく凸凹が目立つ。柱穴は 3ケ所で検出でき

た。 Plは径20cmで深さ20cm、P2は25cm・20cm、P3は22cm・28cmですべて浅く、 P2の位置が北

側に寄っているのが気掛かりではあるが、主柱穴と考えて良いようである。住居覆土は自然埋

没のようである。

遺物:遺物はすべて細片で、出土量も少なかった。
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- 120 



GIー011(第88・89図・図版38・42)

位置:GI-75、84、85に位置する。

遺構:主軸6.84m、横軸7.00mの方形プランを呈し、主軸方向N-30"-E、炉をもっ。壁高

は北西コーナーが高く 60cm、東南コーナーで30cmを計り、ほぽ垂直に立ち上がる。各壁は直線

的でコーナーの丸味もほとんどない。床面は平坦で堅く、特に中央部は顕著である。主柱穴は

性

SP.A' 

5 

J 
。
pz 
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4・

。
SP.A 

EP.A' 

6 ¥¥Q， 

11 

P4 

0 
EP.A 
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E
8
3
 

13 8 9 2 11 4 

44.5白n

44.50m 

2m 。
ローム粒子、炭化粒子を若干含む

ソフトロームブロック主体

ハ ドロ ムプロソク混入

ハードローム粒を若干含む

I 黒褐色土

2 暗黄褐色土

3 黄褐色土

4.暗褐色土

44.0白n

GI-Oll平面図(1/80) 

- 121-
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4ケ所で東南コーナーには貯蔵穴がある。P1""P4は主柱穴ですべて80叩以上の深さまで掘り込

まれる。それぞれの径・深さはP1が25佃・84叩、 P2が25αn・80叩、 P3が28佃・90叩・ P4が22

佃・8伽nである。 P5は貯蔵穴で長軸が住居の軸とほぽ平行する。大きさは90X52閣で丸味の強

い隅丸長方形を呈し、深さ46叩を計る。基底部はやや西側に傾斜しているものの平坦に近く、

壁の立ち上がりは良好である。なお、床面の東半部には小ピットが散在していたが、時期が異

なるため図面では省略した。遺物は床面直上及び覆土中位より多数出土しているが、ことに貯

蔵穴周辺で聾、杯等の完形品が目立つた。また、須恵器はそうや手ずくね土器を伴っているこ

とも注目される。

炉:地床炉でP1とP2の中間にある。径は50X60仰の楕円形を呈し、皿状に凹み18仰の深さを

計る。火床部の残りがよく焼土が厚く堆積する。

遺物:杯6点、麗 l点、手担ね 3点、椀 1点、聾2点が出土している。

1から 5は赤色塗彩された杯で、 1をのぞき全面に施されている。底部は小さい平底になる

ようである。 1から 3は底部から口縁部にかけて緩く内膏し、 4・5は体部上方に弱い稜線を

つくっている。 6は赤色塗彩はなされず、底部がやや厚く突出しており外面にへラケズリを施

¥J2 

百

rn9 

〕必 10

。 IOcm 

第89図 GI-Oll出土土器実測図 (1/4)
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している。 7は粗雑なっくりので、口縁端部は短く外反し、体部は中央でくの字状に屈曲し丸

い底部に移行する。体部外面は横方向の組いへラケズリである。 8から10は手担ね土器で8は

やや大きめである。 11は須恵器躍で、やや肩の張る偏球形の胴部最大径部位に若干下方に向け

て1孔を穿ち、外面には下半に粗いへラケズリを施している。口縁部は欠損している。器面は

青灰色、断面の色調は中央がセピア色を呈している。 12は聾の底部付近の破片。 13は底部を欠

く聾で胴部外面は丁寧に磨かれている。

表24 G 1 -011出土土器観察表

挿図
器種

法量(αn)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色 調 焼成 備考

番号 日・底・高 方向

14.5 体部内外面へラミガキ 砂粒 赤褐色 良好 体体部部外内面面上部}赤彩
l 杯 5.4 % 

5.0 

17.0 体部内外面へラミガキ 砂粒少 赤褐色 良好 全面赤彩
2 杯 % 

(4.8) 

16.5 体部内外面へラミガキ 砂粒少 赤褐色 良好 全面赤彩
3 杯 5.4 % 

4.9 

15.8 体部内外面へラミガキ 砂粒少 明褐色 良好 全面赤彩
4 杯 % 

(3.9) 

16.0 体部内外面へラミガキ 砂粒少 赤褐色 良好 全面赤彩
5 杯 % 

(6.0) 

16.2 体底部部内外面へラミガキ 砂粒少 明褐色 良好
6 杯 % ヘラケズリ

6.2 

11.3 
体体ロ縁部部部外内面面内外面デヨコナデ

小砂粒多 茶褐色 良好
7 境 % 

ヘナラケズリ後かるいナデ7.2 

小砂粒多 明褐色 良好
8 手控ね 3.3 % 

(5.2) 

3.3 小砂粒少 明褐色 良好
9 手担ね 2.9 % 

3.1 

小砂粒少 明褐色 良好
10 手控ね 3.7 % 

(1. 9) 

胴胴部部外内面面ナナデテ・，後下頚部部へにラしぼケズり目リ 鰍密 青灰色 良好
須断恵面一部セピア色11 百邑 % 

(6.8) 

』胴同部部外内面面へナデラケズリ
砂粒多 貧褐色 良好

12 整 8.0 % 
(5.0) 

18.8 口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ後内面ミガキ 砂粒多 暗褐色 良好 体部外面に煤付着
13 護 % 

体体 へラケズリ後丁寧なナデ(25.4) 

Gト 018(第90・91図・図版39・45)

位置:GI-82に位置し、南半は調査区外となる。

遺構:横軸5.20m、主軸は全掘できないため計測不能だが、プランは隅丸方形を呈すと思われ

る。主軸方向はN-l7'-Wで北壁にカマドを設ける。壁の立ち上がりは比較的緩く壁高は40cm

を計る。コーナーの丸味は大きくカマド右側の壁は外方に脹らんでいる。床面は全体に堅撤で、

カマド前面が若干凹んでいる。東壁下に浅い周溝を認めるが、幅は広く 30佃前後を計る。 P1，

P2は主柱穴で、深さがそれぞれ53cmと60cmを計り掘り方はしっかりしている。覆土は 2層に
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分層できるが、下位層には焼土粒が多量に混入することから、当住居は焼失住居と考えて良い

ようである。ただし、カマドの遺存度が悪く遺物もごく少量であることから、住居廃棄後に焼

き払った可能性が強い。遺物の出土状況は、聾の胴部破片がカマド及びカマド前面の床面付近

から検出できた他は、杯破片が覆土中位から浮いた状態で出土した程度である。

4 
EP.A' EP.A 

Sp子

1.暗褐色士 ローム粒若干含む

2黒色土 焼士、ローム粒含む
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3 暗赤褐色土 焼土粒を多量に含む

4 赤褐色土 焼土主体、火床部

5.暗賞褐色土 ロームプロック混入

。 1m 

45.5伽n

第90図 GI-018平面・カマド実測図(1/80・1/40)
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カマド:北壁中央に位置し、袖部、天井部等の構築材はほとんどが流出し、遺存度が非常に

悪い。火床部は10cmほど椀状に掘り凹められた掘り方手前部分にわずかに残る程度である。煙

道部は短く、壁外に10倒ほど突出する程度である。

遺物:甑 l点、杯1点が出土している。

1は高さ35cmほどの大形の甑で、直線的に立ち上がる胴部に外反する口縁をもっ。胴部外面

は縦方向のへラケズリが2段にわたって行なわれている。底部開口部はきれいに面取りがなさ

れている。 2は体部に明瞭な稜線をもち、 口縁部が直立する杯である。

表25 G 1 -018出土土器観察表

挿図
器種

法量(佃)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

35.0 鶴口縁部見富内外ナ面デヨコナデ
スコリア 赤褐色 良好

1 甑 11.5 % 粒多
35.4 ヘラケズリ

9.9 
体体口縁部部部外内面面内外ミ面ガキヨコナデ

スコリア 暗黄褐色 良好
2 杯 % 粒多

(3.2) ヘラケズリ

GI-019 (第92図)

位置:GI-72、82に位置する。

遺構:主軸6.22m、横軸6.16mの方形プランを呈し、主軸方向はN-54・-wを指す。掘り

方は浅くソフトローム上面を床面としているため、確認面での壁高は 5cm前後で、南壁及び東

対:二~2

。 10cm 

第91図 GI-018出土土器実測図(1/4)
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壁南半の立ち上がりは確認できなかった。床面は平坦でさほどしまっていない。ピットは 6ケ

所で検出した。それぞれの径と深さは、 P1が25cm・16cm・P2が26cm・51仰、 P3が2lcm・33

cm、P4が25cm・25cm、PSが25cm・38cm、P6が18cm・43cmである。それぞれの配置から P1""'-'P 4 

は主柱穴、 PS、P6は支柱穴と考えてよいであろう。遺物は覆土が浅いためか床面から細片を 1

点出土したのみである。

炉 :P1とP2の中間にあり、 60X50cmの楕円形を呈す。掘り方は浅く 10cmほどで、火床部は赤

褐色にり焼けている。

FI-002 (第93図)

位置:FI-88に位置し、住居中央を南北に道路が通る。また、 FI-008に切られる。

遺構:掘り込みが浅く、北西半は床面まで削られている。北東壁が6.55mを計り、北西壁1.3

m、南東壁3.7mが残存する。住居確認面はソフトローム上面で、北東壁で18仰の高さがあり南

へ移行するにつれて浅くなる。また、壁の立ち上がりも緩い。各コーナーはほぼ垂直に折れて

いることから、方形プランを呈するものと推測できる。北東半部に遺存する床面はほぼ平坦で

はあるがしまりが弱く、はっきとした床面の識別が困難であった。当初、床面の切れる南東部

くず
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分で壁の立ち上がりと思える段状の堅い部分が検出されたが、周囲を精査したところ炉床が 2

ケ所で検出できたことから大形な方形の住居であると判明した。ピッ卜は 6ケ所で検出でき、

Pjは深さ40cmとしっかりしていることから主柱穴の可能性が強いが、 PSは長円形の大形ピット

で主柱穴と考えるには疑問が多い。また、 P2~P5については、住居に伴うピットではない可能

性が高い。

遺物は覆土の残っている北東壁寄りから出土、東側コーナーからは柑の完形品(1 )が出土

した。覆土には焼土粒が多く混入しており、焼失住居の可能性が高い。
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炉:床面の残っていない北西部 2 ケ所から炉床を検出、ともに40~50cmほどの楕円形を呈す。

遺物:柑 1点、椀 1点、高杯2点が出土している。

1は長頚の柑で、やや偏球形の胴部につよく外傾する口縁部が付す。頚はつよくしまり「く」

の字状を呈している。底部は上げ底で小さい。器面は刷毛目調整の後へラミガキを施している。

2は体部が内膏しながら立ち上がる椀で、外面はへラケズリを施す。 3・4は高杯の杯部と脚

部である。 3は杯部下端に稜線をつくり、口縁部が大きく聞く形態で、 4は脚裾部が大きく外

膏している。脚内面には輪積み痕を明瞭に残している。

表26 F 1 -002出土土器観察表

挿図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色 調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

10.0 
口縁縁縁上部部部~内内胴外面面ヨコナデ

小砂粒少 淡黄褐色 良好 底部上底風
1 柑 2.1 % 

口口 下下 部ナ外デ面刷毛目後ミガキ10.0 

11.6 
ロ縁都部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

小砂粒 黄褐色 良好
2 椀 4.8 % 

体体 へラケズリ
スコリア

7.2 粒

杯部内外面ミガキ
小雲砂母粒粒

赤褐色 良好
3 高杯 % 

(3.7) 

脚脚脚袖外内部面面輪内ミ面積ガみキヨ痕コナデ
スコリア 黄褐色 良好

4 高杯 16.0 % 粒多
(9.6) 

FI-004 (第94図)

位置:FI-97に位置し、 FI-008を切る。

遺構:主軸2.60m、横軸2.84mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-29・-w、北壁にカマ

ドを設ける。壁高は40佃前後で緩く立ち上がり、コーナーの丸味はさほど強くない。床面は中

央部が若干高くよく踏み固められているが、壁側は軟弱である。なお、柱穴、周溝等は検出で

きなかった。住居覆土は 2層に分けたが、ともにロームプロックを多量に混入していることか

ら、一時期の埋没もしくは埋め戻しを行なっている可能性もある。遺物はほとんどが小破片で

覆土中に散在していた。

カマド:北壁中央に位置し、砂質粘土がまんじゅう状に検出できたが、ほとんどが流失した

もので、袖部、天井部等の施設は壊れていた。 15cmほどの深さの掘り方は楕円形を呈し、火床

部はあまり焼けていなかった。煙道部は緩く立ち上がり、壁外に20倒ほど突出している。

遺物:高杯 1点、聾 1点が出土している。

1は高杯脚部破片で、ほぞ状の接合部分がうかがえる。 2は聾の底部破片と思われる。

表27 F 1 -004出土土器観察表

挿図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

関外内面面しミぼガキり目 小砂粒リ 暗赤褐色 良好
1 高杯 % スコア

(6.0) 粒

胴部内外面ナデ 砂粒多 淡褐色 不良 一次焼成受ける
2 墾(?) 5.0 % 

(1.7) 
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円1-001(第95図)

位置:FII -04に位置し、南半は調査区外となる。

遺構:北壁から東壁にかけて調査できたが、その他は調査区外となるため規模、形状とも不

明瞭である。おそらく方形プランをとるものと思われる。北壁、東壁ともやや外方に膨らみ、

コーナーはほぼ直角に折れる。壁高は28cmで、緩く立ち上がり、 トレンチャーによる撹乱が激

しい。床面は平坦、堅撤で、東壁寄りにピットを 1ケ所検出したが、深さは約20cmと柱穴とし

ては貧弱である。ほかに内部施設は認められなかった。遺物は撹乱により破損がはげしかった。

遺物:高杯が 2点出土している。

ともに赤色塗彩された杯部のみの遺存で脚部は欠いている。 1は体部下端に稜線を作出し、

直線的に外傾し口縁にいたるが、 2は体部下端の稜線から内寄気味に立ち上がっている。

表28 F II -001出土土器観察表

挿図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色調 焼成 備考

番号 口・底・局 方向

18.5 杯部内外面ミガキ スコリア 黄褐色 良好 全面赤彩
l 高杯 % 粒

(6.4) 

19.8 杯部内外面ミガキ 小砂粒多 淡黄褐色 良好 全面赤彩
2 高杯 % 

(8.7) 

日ト001(第96図・図版42)

位置:EII -32、42に位置し、北西コーナーが調査区外にかかる。

遺構:西傾斜面に立地し削平を受けているため、住居規模は不明。主軸方向はN-31"-Eを

指す。住居プランの判明するのは、北壁から北東コーナーを通って東壁途中までで、扇形に床

面が残存している。壁高は最後部が北東コーナーの20cmでしだいに減少していく。残存するす

る床面は平坦で堅くしまり、特に炉周辺は堅撤である。ピットは 2ケ所検出した。 P1は北東コ

ーナーに、 P2は東壁中央にあり、ともに径80'""90cm、深さ40cmのすり鉢状を呈す。遺物はわず

かに残った覆土中より数片出土したのみである。

炉:55X40cmの楕円形を呈し、 10cmほど皿状に凹む。火床部はしっかりしており焼土塊が充

填していた。おそらく、炉は住居中央に位置すると思われる。

遺物:聾 2点、高杯4点、土甘 1点出土している。

1は口縁部が強く外反する聾で、胴部は縦方向のへラケズリが行なわれる。 7は大形な聾で、

球形につよく張りをもたせた胴部に短く外反する口縁をもっ。口唇部は面取りがなされ平坦な

面をつくっているが、その時の余った粘土が垂れ下っている。胴部はきれいに磨かれ光沢をも

っている。 2から 5は高杯で、 2・3は全面に赤色塗彩されている。完形品はなく、 2は杯部

のみの遺存で、下端に稜線をつくり屈折して外反しながら口縁部にいたる。 3は脚部の破片で
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円筒部分が長く「く」の字状に聞いて裾部にいたる。 4は丸い膨らみをもっ脚円筒部で、 5は

円錐形の円筒部に外反する裾部の付す脚部破片である。 6は柑の胴部で、肩に張りをもたせて

いる。底部は平底となる。胴部内面中央には輪積み痕が、また肩部にはしぼり目痕が残ってい

る。外面は刷毛目調整の後ミガキを施している。

表29 E 11 -001出土土器観察表

挿図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

19.5 
胴胴口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多 暗赤褐色 良好
1 聾 % 

(6.0) ヘラケズリ後ミガキ

19.2 
杯脚脚部部部内内外外面面面ミガキ

砂粒多 黄褐色 良好 赤彩
2 高杯 % しぼり目

(7.5) ミガキ

脚脚脚袖外円筒部面部内ミ面内ガ面ナキデしぼり目
砂粒多 暗黄褐色 良好 赤彩

3 高杯 % 
(7.6) 

脚脚外内面面ナミデガキ
砂粒多 淡黄褐色 良好

4 高杯 % 
(5.1) 

脚目袖部内面外都面内し面ぼミナガり回デキ
砂粒多 黄赤褐色 良好

5 高杯 6.6 % スコリア
(8.7) 粒多

胴胴部部外内面面刷ナ毛デ，目上後半ミ部ガキしぼり目 小砂粒多 暗黄褐色 良好
6 増 3.2 % 

(5.2) 

(24.0) 
口口縁縁都部部部外内外面面内面面ナ無ナデ調デ整

砂位 暗赤褐色 良好

7 聾 % 
スコリア

(22.4) 
胴胴 ミガキ

粒

」ー一一・ 四ーーーーーー

包含層

遺物出土状況(第97図)

DII-57から EII-51にかけて北側から浅い谷が2筋入り込んでいるが、西側の凹地を中心と

してさらに東側に入り込む谷部に至る東西50mにかけて、石製模造品、土師器、手づくね等を

大量に包含する地点が広がっている。すべて表土層下の11層上部からの出土でなんらかの遺構

の存在はまったく認められない。特に、西側に入り込む谷部には石製模造品が土師器に伴って

100点以上出土しており、谷の西側には臼玉が多く、東側には剣形及び円盤形石製模造品が多

い。また、土器においては須恵器題、高杯、手づくね形土器が目立つている。東側の谷部にお

いては、臼玉はほとんど見当らず、剣形及び円盤形石製模造品が主体である。土器は手づくね

形土器が相変わらず目立つが、聾形土器も多く出土している。しかし、西側の谷部ほどの頻度

ではない。台地の高い部分にはほとんどそれらの遺物が検出できないことから、谷部のみに見

られる特殊な出土状況といえよう。

出土遺物(第98"-'104図)

土器(第98図・図版43・44)

高杯、手握ねを中心とした多量の土器が石製模造品を伴って出土している。広範囲にわたっ

ての出土であるが、包含層出土として一括で取り扱うこととする。

1は須恵器睡で口縁部と底部を欠いている。胴部はやや肩の張る偏球形を呈し、しまった頚
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部が若干外傾しながら立ち上がり大きく外に聞いて口縁部にいたるようである。胴部最大径に

は2状の沈線がめぐり、その聞には波状文が描かれる。さらに、頚部にも波長の短い波状文を

描いている。器肉は頚部では薄く、体部では厚く部分的に気泡が入って空洞になっているとこ

ろもある。外面の色調は青灰褐色であるが、断面観察から器肉内部ではセピア色の部分が主体

となっている。頚部から肩の部分にかけての外面には自然柚が浮き出している。 2・3は聾で、

3は短い口縁部が折り返し状を呈し、胴部はやや肩の張る形態を示す。底部はへラケズリによ

り作り出されているためか口縁部とは水平でなく安定性を欠いている。胴部内面には輪積み痕

が残り、頚部には指頭痕が観察できる。 4は増の口縁部で、上部が「く」の字状に内傾してい

る。外面には帯状に、内面は全面に赤色塗彩が施される。 5も柑であろう。頭部のしまりは弱

く口縁部は若干内湾気味に立ち上がっている。胴部は球形を呈している。 6は広口の増である。

7・8は小形の査で、輪積み痕や指頭痕が残っている。

9から18は高杯である。杯部形態は13のように下部に鍔状の張り出しの付くもの以外は、下

部に明瞭な稜線をつくって大きく外傾するものがほとんどである。脚部形態は 9、17のように

「ノ、」の字状に開くものと、下方でやや広がる円筒部から強く屈折して裾部に至るものとがあ

る。 16、18以外は全面に赤色塗彩されている。

19から36は手担ねであるが、完形品はほとんどない。 36は高杯を模したものであろう。

表30 包含層出土土器観察表

挿図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

頚頚胴部部部~に胴波沈部状線文内開外波を施面状ヨこすコナデ(水引き)
徹密 青灰褐色 良好

須断恵面茶紫色百& % 
(8.2) に 文を施こす

16.5 口縁部部部内面胴内外面デヨコナデ 砂粒多 暗黄褐色 良好
2 饗 % 胴頚 ~ 部ナ外，面輪へ積ラみケ痕ズ残リ後る ミガキ(5.0) 

14.3 

口5鯨11富種IZヨコチデ

砂粒多 明褐色 良好 口縁折返し風
6.3 

胴胴胴頚 輪ナにリ積風デよみのる痕おナデさえ3 整 17.2 % 

10.2 頭口縁部部内外内外面商ミガヨキコナデ 小砂粒少 黄褐色 良好 赤彩
4 柑 % 

(4.2) 

11.2 口縁縁部部内面胴内面ナデ後ミガキ 小砂粒少 赤褐色 良好
5 増 % 胴 ナデ

(10.0) ロ ~ 部外面ヘラケズリ後ナデ

12.5 口縁部部部外内面内面外面デヨコナデ後ナデ スコリア 茶褐色 良好
6 柑 3.5 % 

胴胴 へナラケズリ後かるいナデ
粒多

9.0 

胴胴部部外内面面ナナデデ， 輪積み痕残る
砂粒多 暗黄褐色 良好

7 小形査 5.8 毛色
(5.5) 

胴部内外面ナデ 砂粒多 暗黄褐色 良好 底手裡部木ね葉風痕
8 小形壷 5.4 4右

(4.0) 

18.9 杯脚部部内内外面面ナ~デ脚部外面ミガキ 砂粒多 黄褐色 良好
外杯面内赤面彩黒色9 高杯 16.0 % 

11.0 

19.5 
杯脚脚裾内円外筒部部面内~脚面外面ミガキ

砂粒多 黄褐色 良好
外杯面内赤面彩黒色10 高杯 14.0 % 面内ナデしぽり目，輪積み痕残る

14.7 

19.0 杯脚部内面内外ナ面デ~脚外面ミガキ 砂粒多 黄褐色 良好 赤彩
11 高杯 % 

(6.5) 
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20.0 杯部内外面ミガキ 砂粒多 暗黄褐
12 高杯 % 

色良好赤彩
風化激しい

(4.3) 

13 高杯 % 
杯部内外面ミガキ 砂粒多 黄褐色 良好赤彩

(3.7) 

17.4 杯部内外面ミガキ 砂粒多
14 局杯 % 

暗黄褐色良好赤彩

(6.0) 

15 高杯 ちも 杯脚脚部内面内外上面半~し脚ぼ外り面目ミガキ 小砂粒少黄褐色 良好赤彩

(6.7) 内面下半ナデ
杯屈曲部で破損

15.2 杯部内外面ミガキか?
16 局杯 % 

砂粒多 黄赤褐色 不良 一次焼日成歯で器面粗れ
事l落カ激しい | 

(5.0) 

17 高杯 15.6 与右
脚脚部部外内面面ナデ， 輪積み痕残る 砂粒多 黄褐色 良好 赤彩

カミるし 3ミガキ
(5.0) 

18 高杯 15.6 % 脚脚部部外内面面ナミデガキ
砂粒少 黄褐色 良好 外面赤彩

(4.8) 

19 手控ね % 
小砂粒多 黄褐色 良好

2.0 

20 手裡ね % 
小砂粒多 暗黄褐色 良好

3.5 

21 手担ね % 
小砂粒多 黄赤褐色 良好

3.9 

小砂粒多 茶褐色 良好
22 手担ね % 

3.7 

小砂粒少 暗黄褐色 良好
23 手控ね % 

3.1 

小砂粒多 暗黄褐色 良好
24 手短ね % 

(2.5) 

小砂粒多 黄赤褐色 良好
25 手担ね % 

(2.0) 

26 手控ね % 
小砂粒多 黄褐色 良好

(2.5) 

小砂粒多 黄褐色 良好
27 手狸ね % 

(2.4) 

28 手控ね ち言
小砂粒多 暗褐色 良好

(1. 7) 

小砂粒少 暗黄褐色 不良
29 手担ね % 

(1. 9) 

30 手控ね % 
小砂粒少 暗褐色 不良

(2.1) 

31 手控ね % 
小砂粒多 暗褐色 良好

(2.9) 

小砂粒少 黄褐色 良好
32 手狸ね % 

(3.2) 

小砂粒多 黄褐色 良好
33 手控ね % 

(1.1) 

34 手控ね % 
小砂粒多 黄褐色 良好

(1.8) 

35 手担ね % 
小砂粒多 黄褐色 良好

(1.6) 

小砂粒多 黄茶褐色 良好
36 手控ね ちも

5.5 

石製模造品(第99図 1~20) 

確認調査時において20余点の石製模造品が出土している。円盤形・剣形の模造品である。ほ



とんど完形にちかいが欠損品もいくつか見られ、本調査時の傾向と同じであった。

1から13は円盤形の石製模造品である。 1は大形品でやや楕円形に近い形状を示している。

2 は隅丸の長方形に近く、特異な形状といえるかもしれない。 3 、 4 、 7~9 はほぼ平均的な

大きさで、形状も比較的整っている。 5、6、10、11は小形品で、造りは前者とほぼ同様であ

るが、 11は穿孔が 1個所だけである。 12、13は円盤形の破損品である。

14から20は剣形の石製模造品である。基本的には基部に 1個所穿孔を行なうが、 14のように

ないものや、 19のように 2個所設けるもの、 16のように 2個所目が未貫通のものなどがある。

形状は、基部直下が最も幅広で、片面が平坦でもう片面に稜線をもつものが多く、中央に稜線

がl状入るもの (17)、中央に平坦部分をもち稜線が2状になるもの (14・18) と、両面とも平

坦で扇平な横断面形状をとるものとがある。 20は欠損品である。

かれら円盤形、剣形とも表面側面を平滑に研磨したのちに穿孔を行なっており、歯こぽれ状

に穿孔稜線が薄く欠けている。

滑石製品(第99図23・24)

23・24は棒状の滑石製品である。ともに直径 6mmほどのもので、 23は両端を欠いている。 22

は先端部を残している欠損品で、先端は鈍く尖っている。

土製品(第99図21・22)

21は勾玉を模倣した土製品で、焼成は良好、形状は太い紐状の粘土をわずかに湾曲させ、基

部を指の腹でつぶして尖らせ、小さな穿孔を中央に開けている。全体にぽってりとした感じの

するできである。 22は欠損品であるが、土垂であろうか。太い円孔が中央を貫き、中程が太い

円筒形を示している。

臼玉(第99図25~28)

直径 5凹ほどの臼玉である。側面中央部に弱い稜線をもっ。滑石製である。

表31 石製模造品計測表

法量(cm) 重量
番号 出土地点

(g) 
穿孔 備 考

長さ 幅 厚さ

11DII-58 4.3 5.2 0.4 15.3 2 円盤形 131 EII -27 (2.3) (1.4) 0.3 1.4 円盤形破片

21EII-50 2.6 3.6 0.5 8.1 2 円盤形 141 DII -57 (3.0) 1.6 0.7 4.5 剣形、基部欠

31DII-58 3.4 3.4 0.5 9.0 2 円盤形 151 DII -58 (3.2) 2.4 0.3 3.8 1 剣形、先端部欠

41DII-58 3.3 3.2 0.3 6.2 2 円盤形 161 EII -51 (6.2) 2.5 0.5 13.0 2 剣剣形形、、先端来貫部通欠

51DII-58 2.3 2.3 0.3 2.8 2 円盤形 171EII-52 (5.3) 2.3 0.5 9.1 1 剣形、先端部欠

61EII-18 2.4 2.4 0.3 3.5 2 円盤形 181 DII -58 (4.8) 1.9 0.4 4.6 1 剣形、先端部欠

71DII-58 2.7 2.7 0.3 3.6 2 円盤形 191 EII -50 4.2 1.4 0.3 3.0 2 剣形

81 G 1 -83 2.6 3.1 0.3 4.4 2 円盤形 201 DII -58 (2.8) (1.6) 0.5 2.1 剣形、破片

91EII-50 2.9 2.9 0.4 5.0 2 円盤形 211 F 1 -88 2.0 0.9 2.2 l 

101 EII -52 1.9 2.1 0.4 2.9 2 円盤形 221 EII -51 (2.6) (1.3) 4.5 

11 1 DII-58 1.8 1.8 0.3 1.5 l 円盤形 231 DII -58 (3.5) 0.6 2.0 

121 DII -55 (2.6) (1. 2) 0.4 1.6 円盤形破片 241 DII -58 (2.7) 0.5 1.6 

- 138 



「Il Jl~可 2

~_jl__l上=D 3 1.. Jr H 寸 4

亡ここ二日 E二二二コ 1

。
cコEコE二コ 5 rT一一一寸D9E 11 ¥ \._ • 1 

ζコ工二二工Eコ6
E二コC二二二コ工=コ 8

‘、
‘ 、、上

… … … … 一… V~ ‘ 一…-…-… … … … 
。

包E二コEコ10
c:二コE二コ 11 __v 

二1二-コ 12

15 

91 
19 

!u. 
、. 17 

50 @ ③ @ @ 
①21 ⑤22 

024 

023 江D25 白b26 QD 27 OD 28 
。 5cm 。 2cm 

第99図 確認調査出土石製模造品実測図 (2/3)

- 139 



包含層出土の石製模造品(第 100"""-'103図・図版 1) 

本調査において、石製模造品は欠損品破片も含めて135点出土している。内訳は円盤形が69

点、剣形が66点である。全体に破損率が高く、円盤形で40.5%、剣形に至つては60.6%となっ

ている。ほぽ半分が部分的に欠けていることになる。特に、剣形模造品の割合が大きい。以下

それぞれの特徴的なところを 2・3触れることにする。基礎的な計測値は別表のとおりである。

円盤形石製模造品(1 """-'69) 

基本的には円形を基調としているが、楕円形や隅丸(長)方形に近いものも見られる。すべ

て肩平に磨き仕上げられている。中には、工具の使用痕が刷毛目状に残っているもの(2・3・

12・25・33・51・52)がいくつか観察でき、 3・14のように幅の狭い工具痕、 12・52のように

やや幅の広い工具痕などが見られる。また、側縁部の調整にも使われている例(2・33) もあ

る。破片で不明瞭なものを除いて、 2個所穿孔するものがもっとも多く全体の66%を占め、次

いで 1個所穿孔の23%である。ただ、 59はその位置からすると、 2個所穿孔するつもりであっ

たのかもしれない。その他には、 9のように中央に 1個所穿孔した脇に未貫通孔の孔があり、

4も2個所穿孔した片方の孔に隣接して未貫通孔を穿っている。 31・55には穿孔がないが、側

辺の仕上げがまだ煩雑なことから、未完成品であるかもしれない。

剣形石製模造品 (70"""-'135) 

製作手法上から大きく分けて次の 3形態に分けることができる。

l・片面は斜めに磨いて中央に稜線を造るが、裏面は平坦に仕上げているもの。

2・両面とも刃部を付けるように斜めに磨き、相似形をなすもの。

3・両面とも平坦に仕上げるもの。

1の形態は全体の約半数にあたる70から100までで、両側に斜めに刃部に見立てた面と、基部

から中央にむかう三角形の面とが造られている。基部に造られている三角形の面の中央に 1個

所穿孔するものがほとんどで、中には 2個所穿つもの (79)や、穿孔しない小形なもの (93)

等もある。裏面は平坦に造られているとはいえ、若干琴曲し刃部と基部が薄く仕上げられてい

るものもいくつか見られる。基部先端部は基本的に長軸に対して垂直な面をもつようである。

表裏とも同じ製作方法で相似形を示す 2の形態の101から109は、中央部に平坦面を造るもの

(101"""-' 107)が多く、側面の傾斜はかなりきつい。 108・109は1の形態の表面の製作方法を両面

とも行なったもので、刃部がかなり鋭利な感じを受ける。 104については穿孔はなされていな

い。 103は基部をさらに斜めに磨き、中央の平坦面はきれいな三角形を示している。また、側面

も直線的に仕上がっている。

3の形態は110以降で、大きさはまちまちで、全体的に角のとれた丸味のある形となってい

る。中には111・112のように未完成品と思われる三角形のものも見られる。また、極めて小さ

いもの (126・127) もある。
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第105図 臼玉計測値分布図

定した太さを保てそうである。厚みについては1.5'"'-'4 mmぐらいまで満遍なく分布している。中

には直径が2皿ぐらいのものや 6皿を越えるものなどが見られるが、これらは例外的なもので

ある。

表32 石製模造品計測表

法量(口n) 重量
番号 出土地点

(g) 
穿孔 備 考

長さ 幅 厚 さ

l1DII-58 3.6 3.8 0.4 9.0 2 円盤形

21 DII -40 2.9 3.3 0.4 6.2 2 円盤形

31DII-48 2.3 2.5 0.3 3.7 2 円盤形

41DII-58 2.2 2.2 0.4 3.5 3 通円盤形、 l来貫

51 DII -49 1.7 1.8 0.3 2.0 2 円盤形

61 DII -57 1.9 1.9 0.3 1.7 2 円盤形

71DII-58 2.1 1.9 0.2 1.6 l 円盤形

81DII-48 2.7 2.7 0.3 3.9 2 円盤形

91DII-48 3.1 3.1 0.6 9.5 1 通円盤形、 l未貫

101 DII -48 3.3 3.4 0.4 7.2 2 円盤形

111 EII -40 3.2 3.7 0.4 8.3 2 円盤形

121 DII -58 2.8 3.2 0.3 4.8 2 円盤形

131 DII -58 (1.9) 2.4 0.3 2.4 2 円盤形、%欠

141 DII -56 2.2 2.2 0.3 3.3 2 円盤形

151 EII -58 2.1 2.1 0.3 2.3 1 円盤形

161 DII -58 1.7 1.7 0.3 1.7 2 円盤形

171DII-57 2.3 2.3 0.2 2.5 1 円盤形

18注記なし 2.6 2.8 0.5 5.9 2 円盤形

191 G 1 -002 3.0 3.3 0.5 8.2 2 円盤形

20 EII -40 3.4 3.5 0.4 9.5 2 円盤形

21 EII -005 3.5 4.0 0.4 10.3 2 円盤形

221 DII -49 2.5 3.0 0.4 5.4 2 円盤形

23 DII -58 2.5 2.6 0.4 2.1 1 円盤形

241 EII -40 2.0 2.3 0.3 2.6 2 円盤形

25 DII -58 1.8 1.9 0.3 1.8 1 円盤形

261 DII -58 1.5 1.6 0.4 1.5 1 円盤形

271 DII -58 1.8 2.0 0.2 1.6 2 円盤形

281 DII -58 2.0 2.1 0.3 2.7 2 円盤形

291 DII -58 2.1 2.2 0.3 2.8 2 円盤形

301 DII -48 2.4 2.3 0.3 3.0 2 円盤形

311 DII -48 3.1 3.4 0.3 6.5 無孔 円盤形

321 G 1 -15 (2.8) 3.5 0.4 6.5 2 円盤形

331 DII -58 2.7 3.0 0.3 4.6 2 円盤形

341DII-47 2.3 2.4 0.3 2.7 2 円盤形

351 G 1 -73 2.4 2.5 0.4 2.1 2 円盤形

361EII-58 1.8 2.0 0.3 2.1 l 円盤形

371 EII -58 1.8 1.8 0.3 1.6 2 円盤形

381 DII -48 2.4 2.2 0.2 2.3 l 円盤形

391 EII-40 2.8 2.6 0.3 3.6 2 円盤形

401 DII -57 (2.2) (2.5) 0.3 2.2 l 円盤形、破片
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89 DII -58 3.2 1.6 0.6 4.2 l 剣形

90 DII -57 (2.5) (1.4) 0.4 1.4 1 剣形、破片

91 DII -48 (3.6) 1.7 0.5 3.9 1 剣形

92 DII -58 (2.6) 2.2 0.5 4.7 l 剣形

93 EII-41 2.8 1.7 0.5 3.0 剣形

94 DII -58 3.2 1.9 0.4 3.6 剣形、基部欠

95 DII -58 3.2 1.5 0.3 2.2 l 剣形

96 DII -57 (2.9) (1. 9) 0.6 3.7 剣形、基部欠

97 DII -47 (2.6) (1.8) 0.5 2.4 剣形、基部欠

98 DII -48 (1.8) (1.4) 0.4 0.9 剣形、先端部の
み

99 DII -58 (2.2) 1.4 0.5 2.0 l 剣形、先端部の
み

100 DII -57 (1. 7) 1.6 0.4 1.4 l 剣形、基部のみ

101 DII -58 4.9 2.0 0.5 6.8 1 剣形

102 DII -58 4.0 2.3 0.5 6.9 1 剣形

103 DII -58 (2.8) 2.2 0.5 5.4 l 剣形、先端部欠

104 DII -58 (3.0) 2.2 0.3 3.9 剣端部形の、基一部部欠、先

105 DII -57 3.0 2.0 0.4 3.6 l 剣形

106 DII -47 (2.1) 1.6 0.4 2.1 l 剣形、基部のみ

107 DII -58 3.6 1.6 0.4 3.3 l 剣形、基部欠

108 DII -57 (4.3) 2.4 0.5 0.5 1 剣形

109 DII -59 5.6 2.3 0.8 11.6 l 剣形

110 DII -58 5.8 2.3 0.5 10.0 l 剣形

III DII -58 4.1 2.2 0.4 4.6 剣形

112 DII -57 (6.0) 2.3 0.5 10.4 l 剣形、基部欠

113 DII -57 4.6 1.9 0.4 6.1 l 剣形、基部欠

114 DII -58 4.5 1.8 0.6 8.4 1 剣形

115 G 1 -15 (2.4) 1.7 0.4 3.1 l 剣形、基部のみ

116 G 1 -007 5.4 2.7 0.5 10.9 l 剣形

117 DII -57 3.7 1.5 0.3 2.3 剣形

118 DII -58 (4.0) 2.0 0.4 4.2 1 剣形、基部欠

119 DII -58 3.8 1.6 0.3 3.4 l 剣形

120 DII -48 2.6 1.9 0.4 3.9 l 剣形、先端部欠

121 EII -51 (3.3) 1.9 0.5 5.5 剣形、基部欠

122 DII -57 3.7 2.0 0.5 6.2 l 剣形

123 DII -48 2.7 1.8 0.3 2.8 剣形、基部欠

124 DII -48 2.3 1.2 0.3 1.4 l 剣形

125 DII -58 2.5 1.2 0.3 1.3 剣形

126 DII -58 3.4 2.0 0.3 3.2 l 剣形DII -47 

127 DII -58 (1.8) 1.8 0.3 2.8 1 剣形、先端部欠

128 DII -57 (3.0) 1.5 0.5 3.0 1 剣形、九

129 DII -58 (2.8) 1.6 0.3 2.1 1 剣形、基部欠

130 表採 (1.5) 1.7 0.3 0.8 1 剣形、基部のみ

131 DII -57 (0.9) 2.1 0.3 1.0 剣形、破片

132 DII -48 (1. 3) (1.6) 0.3 1.0 剣形、破片

133 DII -48 (1.9) (1.0) 0.2 0.6 剣形、破片

134 DII -47 (2.2) (1.5) 0.3 2.0 剣形、破片

135 DII -48 3.3 1.8 0.6 4.5 剣形
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表33 臼玉計測表

実間番号 グリッド 遺物番号 径(凹) 厚(凹) 重(g) 備 考 実甜番号 グリッド 遺物番号 径(皿) 厚(皿) 重(g) 備 考

1 I DII -57 0042 4.30(1.35) 3.45 ガラス玉か? 40 DII -58 0141 5.15(1.45) 2.05 

2 I DII -58 0128 4.50(1.55) 3.60 41 DII-58 0209 2.15(1.35) 2.75 

3 0128 3.45(1.60) 2.25 42 DII-57 0055 4.45(1.60) 2.90 

4 0128 4.70(1.30) 2.15 43 GI -7 0076 4.80(1.65) 3.55 欠

5 I DII-58 0198 5.00(1.50) 2.20 44 GI-4 0090 4.85(1.60) 3.90 

6 I DII-56 0010 4.30(1.80) 2.60 45 DII-58 0158 3.85(1.30) 1.80 

7 I DII-57 0051 4.70(1.75) 2.25 46 DII-58 0163 4.50(1.50) 3.35 

8 I DII-58 0032 4.35(1.50) 3.15 47 GI -11 0129 5.15(1. 70) 3.45 

9 0032 4.65(1.30) 1. 95 48 DII-57 0015 4.60(1.85) 1. 75 

10 DII-58 0205 4.00(1.60) 3.20 49 GI -11 0052 4.75(1.70) 1.70 

11 DII -57 0115 4.90(1.50) 3.55 50 DII-58 0136 4.50(1.55) 2.65 

12 DII -58 0204 4.20(1.60) 2.10 51 DII -58 0168 4.45(1.60) 2.15 

13 DII -57 0069 4.15(1.10) 2.30 52 0168 4.85(1.50) 2.35 

14 DII -58 0140 4.30(1.40) 2.40 53 DII -57 0101 4.30(1.80) 2.15 

15 0140 4.15(1.25) 1.50 54 DII -57 0098 3.75(1. 75) 3.10 

16 DII -57 0108 4.45(1.40) 2.05 55 0098 4.20(1.65) 2.05 

17 DII -58 0153 4.65(1.35) 2.80 56 DII -57 0033 4.55(1.35) 1. 90 

18 0153 3.10(1.40) 2.15 57 DII -57 0103 3.65(1.50) 2.35 

19 DII -57 0113 4.65(1.40) 3.15 58 DII -58 0120 4.60(1.55) 1.95 

20 0113 4.35(1.55) 2.00 59 0120 4.45(1.40) 1. 70 

21 DII -57 0049 4.70(1.40) 2.60 60 DII -58 0184 5.30(1.55) 3.75 

22 DII -57 0023 4.15(1.60) 2.55 61 DII-58 0145 4.40(1.40) 2.20 

23 DII -57 0052 4.95(1.40) 1.40 62 DII -57 0133 4.55(1.60) 2.45 

24 DII -57 0043 4.05(1.75) 2.35 63 DII -57 0122 4.00(1.40) 1. 95 

25 DII -58 0172 4.50(1. 70) 2.35 64 DII -57 0076 3.75(1.30) 2.55 

26 DII -58 0176 4.45(1.65) 2.00 65 DII -58 0114 4.10(1.20) 1. 95 

27 DII -57 0053 4.40(1.30) 3.15 66 DII -57 0008 4.90(1.65) 2.50 

28 DII -57 0111 4.25(1.35) 2.35 67 0008 4.15(1.40) 2.35 

29 GI -11 0106 4.50(1.55) 1.10 68 DII -58 0091 5.10(1.85) 1. 95 

30 DII -57 0132 4.90(1.50) 2.40 69 DII -57 0056 4.40(1.75) 3.35 

31 DII -57 0001 4.55(1.55) 2.50 70 0056 4.50(1.60) 3.30 

32 0001 4.15(1.35) 1.55 71 0056 3.75(1.25) 2.20 

33 GI -11 0120 4.80(1.55) 2.70 72 DII -57 0095 4.35(1. 75) 3.70 

34 DII -57 0036 4.00(1.60) 1. 95 73 DII -57 0138 5.00(1.45) 3.25 

35 DII -58 0201 4.55(1.50) 1. 75 74 DII -58 0211 5.00(1.40) 1.40 

36 DII -57 0002 4.25 (1. 35) 1.65 75 DII -57 0116 4.80(1.45) 2.40 

37 DII -57 0019 4.75(1.40) 2.30 76 DII -58 0106 3.65(1.55) 2.30 

38 0019 3.85(1.30) 2.40 77 DII -57 0099 5.30 (1. 45) 2.05 

39 0019 4.00(1. 70) 2.05 78 DII -58 0144 4.60(1.35) 3.20 
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実醐番号 グリッド 遺物番号 径(皿) 厚(凹) 重(g) 備 考 実潤番号 グリッド 遺物番号 径(皿) 厚(皿) 重(g) 備 考

79 DII -58 0142 5.15(1.35) 1. 90 118 DII -58 0169 4.75(1.60) 2.60 

80 DII -58 0178 4.90 (1. 20) 2.20 119 DII -58 0065 6.10(2.20) 2.50 

81 DII -57 0068 4.35(1. 50) 2.55 120 0065 4.65(1.35) 2.50 

82 DII -58 0132 4.30 (1.45) 2.05 121 0065 4.15(1.25) 2.35 

83 DII -58 0180 4.25(1.50) 3.80 122 DII -58 0146 3.15(1.25) 2.35 

84 DII -58 0202 4.55(1.45) 2.50 123 DII -57 0071 4.65(1.40) 3.60 

85 DII -58 0118 4.25(1.65) 3.20 124 DII -57 0075 4.55(1.35) 2.10 

86 DII -58 0171 5.25 (1. 45) 2.80 125 DII -57 0058 5.25(1.45) 4.70 

87 DII -57 0107 3.65(1.35) 2.55 126 DII-57 0144 4.35(1.45) 2.85 

88 DII -58 0137 4.60(1.25) 2.20 127 DII -57 0105 4.40(1.25) 3.60 

89 DII -57 0032 4.90 (1. 25) 3.30 128 DII -57 0066 4.05(1.45) 2.50 

90 0032 5.00(1.55) 3.00 129 DII -57 0021 3.80(1.55) 3.20 

91 DII -58 0203 4.95(1.40) 1. 90 130 DII -57 0065 4.20(1.40) 2.75 

92 DII -58 0101 3.46(1.20) 2.35 131 DII -57 0029 4.05(1.20) 3.05 

93 DII -57 0039 5.00(1.45) 2.65 132 DII -58 0143 4.10(1.40) 2.00 

94 DII -58 0162 4.45(1.40) 3.40 133 DII -57 0013 4.75(1.45) 3.10 

95 0162 4.60(1.50) 2.75 134 DII -57 0109 4.60(1.40) 3.20 

96 0162 3.65(1.15) 2.65 135 DII -58 0133 4.45(1.40) 2.60 

97 DlI -58 0092 5.00(1.70) 2.90 136 DII -57 0054 4.80(1.70) 2.45 

98 0092 3.50(1.25) 2.80 137 DII -58 0183 4.05(1.35) 2.65 

99 DII -57 0128 4.80(1.55) 2.15 138 DII -57 0119 5.00(1.25) 3.00 

100 DII -58 0098 5.10(1.55) 2.00 139 0119 4.50 (1. 50) 1. 75 

101 DII -57 0110 4.30(1.50) 2.30 140 DII -58 0097 4.50(1.50) 2.00 

102 DII -58 0094 4.45(1.20) 2.25 141 DII -58 0093 4.50(1.45) 2.05 

103 DII -58 0135 4.35(1.35) 3.30 142 DII -57 0118 4.30(1.05) 1. 55 

104 DII -57 0142 4.70(1.40) 2.45 143 DII -57 0037 4.25(1.30) 1. 70 

105 DII -57 0004 4.95(1.65) 2.70 144 DII -57 0143 4.45(1.45) 3.00 

106 0004 4.40(1.30) 1.60 145 DII -57 0136 3.55(1.40) 1.70 

107 DII -58 0195 3.85(1.35) 3.00 146 DII -57 0112 3.80(1.30) 2.50 

108 DII -58 0212 5.10(1.40) 3.15 147 0112 4.15(1.55) 2.15 

109 0212 4.65(1.50) 2.50 148 DII -57 0010 4.80(1.45) 2.15 

110 0212 4.15(1.30) 2.60 

111 DII -58 0096 3.80(1.65) 3.20 

112 EII -51 0022 4.75(1.40) 2.85 25 4.75(1. 75) 2.95 

113 DII -58 0208 4.10(1.50) 2.10 26 5.20(1.30) 2.95 

114 DII -57 0134 4.00(1.25) 2.05 27 4.10(1.45) 2.55 

115 DII -57 0097 3.95(1.50) 4.10 28 4.25(1.10) 2.20 

116 DII -57 0016 4.65(1. 45) 3.30 

117 DII -58 0173 4.55(1.50) 3.60 
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N.奈良・平安時代の遺構と遺物

当遺跡の主体となる時期である。住居跡を中心とする集落跡といえる。

GI-002 (第106図・図版46)

位置:GI-75に位置する。

遺構:主軸3.24m、横軸3.80mの隅丸長方形プランを呈し、主軸方向N-45・-w、北西壁 に

カマドを設ける。壁高は32叩、ほぽ垂直な立ち上がりをみせる。北東壁は外方へ若干ふくらむ

が東南壁は内側に膏曲している。各コーナーの丸味も大きい。床面は平坦、堅撤である。周溝

は全周し、幅は15佃前後、深さ10佃前後としっかりしているものの北東壁側が若干狭い。なお、

柱穴等は床面を精査したが検出できなかった。遺物の出土量は少ないが、住居覆土内での接合

関係をみるとかなり離れた地点での接合が目につく。特に、小形聾(2 )では北東コーナーか

ら南西コーナーまで対角線上で接合関係がみられる。

カマド:北西壁やや左寄りに位置し、袖および天井部の構築材の流出が目立ち、特に、袖先

端部が不明瞭である。カマド掘り方はほぼ円形、椀状に凹め、最下層にロームプロックを含む

暗褐色土が堆積し、その上部に火床部を設げている。煙道部は急傾斜に立ち上がり、壁からわ

ずかに突出する程度である。

遺物:聾2点と杯 1点が出土している。

1は大形の聾で、口縁部をつよくヨコナデして口唇部がつまみ出される。胴部は張りをもた

せている。 2は小形の聾で、強く外反する口縁部に張りをもたせた短い胴部となる。外面は横

から斜めのへラケズリを胴部全面に行なっている。 3は全面に赤色塗彩された杯で、口縁部と

底部の径の差が比較的少ない大形品である。体部は直線的に外反している。底部調整は回転糸

切りの後回転へラケズリで仕上げている。

表34 G 1 -002出土土器観察表

挿図
密種

法量(佃)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

18.4 
臨口縁部界E内外Z面ヨコナデ

小砂位多 赤褐色 良好 胴部外面に煤付着
1 聾 % 

(16.0) ケズリ後ナデ

10.3 ii題号事ヨコナデ
小砂コ粒リ 暗褐色 不良 器面flJ落激しい

2 聾
6.6 % スア
9.4 ヘラケズリ 粒

ケズリ

14.0 
益事内回外転面糸切ヨコり後ナ回デ転ヘラケズリ 小粒ス砂コ位リア

暗橿褐色 良好 聖ロ書クロ目の突出部が
3 杯 9.5 % R 

3.4 赤彩

GI-003A (第107図)

位置:GI-77・78に位置し、 GIー003Bを切る。

遺構:南北2.70m、東西は不明であるが隅丸方形プランを呈すると思われ、主軸方向はN-22・一
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第106図 GI-002平面 ・カマド ・出土土器実測図 (1/80・1/40・1/4)
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W、北壁にカマドを設ける。台地東傾斜面に営まれめため、東壁の立ち上がりは確認できない。

西壁では17cmの高さがあり、住居中位で確認面と床面が同一レベルとなる。床面は堅くしまり、

003Bの覆土上面でロームを主とした堅くしまる当住居の貼床を確認することができる。壁面下

に周溝はない。遺物は床面より数片出土しただけである。

カマド:北壁中央に位置し、袖部は残存せず、火床部を認めただけである。火床部は貼床部

分では不明瞭であったが、 003Bの床面で赤褐色に焼けたロームを確認できた。

遺物 :杯が l点出土している。 lは口縁部が大きく外反し、口径が比較的広い形態をとる。

底部は全面へラケズリされているようである。

4 ¥ ‘、、、¥ 、、、

1 、、、

/ I 

/ EPA' J 
ー一一ー ， 

ノ ，

GI-003B " 

、、、、、、ー""'

、〈

n-ω
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ひJ

EP.A 

G5]din¥ 一~

44.5印η

EP.A' 

三=ーーー一 。
4400m 

暗褐色土 焼士、ローム炭化粒含む ) 
> 003A 

暗黄褐色土 硬質、ハードロームをつきかためた貼床 j

時褐色土 ソ7 卜ローム、炭化粒含む 0038 

モユJ

。 10cm 

E
8
3
 

2m 

第107図 GI-003A.B平面 ・出土土器実測図 (1/80・1/4)



GI-003B (第107図・図版50)

位置:GI-77・78に位置し、 GI-003Aに切られる。

遺構:3m前後の方形プランを呈すと思われるが、壁及び床面の一部しか残っていないため 不

明確である。主軸方向はN-5'-Wをとるものと考えられる。遺存部分は西壁と南西寄りの床

面で、 003Aの床面から20cmほど下位まで掘り込まれている。残存する床面は比較的堅くしまっ

ている。周溝は認められない。カマド、柱穴等は確認できなかった。遺物は床面より数片出土

した。大形の須恵、器聾の破片も床面直上である。

遺物:須恵器聾が 1点出土している。

2は胴部下半の破片を推定復元したもので、大きく張りのある胴部形態をとっている。外面

には同心円の叩き目を観察することができるが、胴部最大径部分と下端部分にはナデを施して

おり、叩き自体もあまり深く刻まれていないので明瞭な残り方はしていない。胎土には雲母粒

を多く含み、キラキラとしている。同心円叩き須恵器は茨木南部から北総にかけて分布してい

るが、量的にはあまり多くない。 7世紀から 9世紀初頭まで盛行するようであるが、当住居で

は他に盤状杯の破片が伴っていることから、 8世紀前半に位置付けてよいであろう。

表35 G 1 -003A・B出土土器観察表

挿図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

12.0 体底部部手内外持面ヨコナデ 小砂粒多 赤褐色 良好
l 杯 6.0 % ちへラケズリ R 

4.1 

胴底胴部部周外縁内面面へ同ナラ心デケ円ズ叩リき後かるいナデ
雲く母含粒み多キ 灰黄色 良好 同心円叩き須恵器

2 護 ((150) ) ちも17.2 ラキラ光
る

c.，~.'ì?>
y 

幸手/

ド

ふ
も

孟で一一÷一一一芸三;:器:
44.5伽n

44.0Om 

第108図 GI-006平面図(1/80) 
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GI一006(第108図)

位置:GI-76・77に位置し、南東コ}ナーを GI-007に切られる。

遺構:全掘できなかったため規模については不明であるが、隅丸方形プランでN-360-Eを

とるものと推測される。柱穴は南東コーナーに 1ケ所検出しただけである。径33cm、深さ30cm

を計る。壁高は45cmで良好な立ち上がりを示すが、壁のラインはやや外方へふくらみをもって

いる。床面は住居中央に向って若干凹むようで10cm程壁側より低く、全体的に堅くしまってい

る。周溝は広く 20~40の幅をもち全周するようで、深さは平均で10cmを計る。住居覆土は自然

埋没で、下部より土器細片を数片認める程度で遺物量は少なかった。

出土遺物:すべて聾の細片で図示できるものはない。

GIー007(第109・110図・図版36)

位置:GI-76077に位置し、 GI-006を切る。

遺構:主軸3.30cm、横軸3.92mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-300-E、北壁にカマ

ドを設ける。掘り込みは深く壁高60cm前後を計り、ほぽ垂直に立ち上がる。床面は全体的に平

坦、堅轍である。床面を精査したが、柱穴等は検出できなかった。なお、周溝はカマド部分を

のぞき全周し、幅20cm、深さ 7~8cm であった。

住居覆土中には焼土が多量に混在し、特にカマド前面はおびただしい量であった。また、遺

物の出土量も多く、床面から浮いた状態で投棄されたと思われるものが目立ち、特に東南コー

ナー付近に多い。

表36 G 1 -007出土土器観察表

挿図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色 調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

12.0 
体天部井部内外回転面へヨコラナケデズリ

砂粒多 青灰色 良好 須恵
l 蓋 % 

2.1 

12.8 
体体底部部部下手内外端持面手持ヨちコへナデラケズリ

砂粒多 青灰色 良好 須恵
2 杯 7.8 % 

4.3 ちへラケズリ

13.2 
体震部部部静内周外縁止面手糸詰ヨちコりへナデラケズリ

砂粒多 茶褐色 良好
3 杯 7.0 % 

4.0 

14.2 体体部部下内端外面ヨコナデ 小砂粒少 赤褐色 良好
4 杯 (8.6) % ~底部手持ちへラケズリ R 

4.2 

13.6 体体部部下内外端面~ヨコナデ 小砂粒少 赤褐色 良好
5 杯 7.7 % 底部手持ちへラケズリ R 

4.2 

12.5 
体体底部部部下静内外端止面ヨコナデ

砂粒 燈褐色 良好 墨書「ー」
6 杯 7.3 % ~糸底切部り周縁手持ちへラケズリ R スコリア

4.3 粒

12.0 体底部部手内外持面ヨコナデ 砂粒少 暗黄褐色 良好 体部下端磨耗する
7 杯 7.5 % ちへラケズリ R 

4.0 

10.8 
口縁部部部外内面面内外面デヨコナデ

砂粒多 茶褐色 良好
8 小形聾 % 

胴胴 ヘナラケズリ後かるいナテ・(7.5) 

体体部部外内面面ヘナデラケズリ
砂粒多 暗茶褐色 良好

9 要 7.5 % 
(4.4) 

体体部部外内面面ナデ後かるいミガキ 小砂粒多 明茶褐色 良好
10 甑 12.0 % ヘラケズリ後かるいナデ

(14.2) 
」
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GI-007平面・カマド、実測図(1/80・1/40)第109図



カマド:遺存度は比較的良好で、天井部の山砂構築材もつぶれた状態ではあるがさほど流出

しておらず、袖部から天井部にかけてアーチ状をなしていた。火床部は広範囲に及び、焼土の

堆積も厚く、 15cmほどあった。燃焼部から煙道部にかけて階段状に l段平坦面があ り、そこか

ら急傾斜に立ち上がって壁外に40cmほど突出している。ただ、掛口部分は山砂が流入充填して

おり検出できなかった。

遺物:須恵器蓋 1点、須恵器杯 l点、杯5点、聾2点、甑 1点が出土している。

lは丈の低い須恵器蓋で、つまみ頂部は凹んでいる。 2は須恵器杯で、比較的深さがあり底

径も大きめである。口縁端部が若干外反する。 3から 7はロクロ成形による土師器杯で、口縁

部径と底部径との差が比較的少ないタイプである。 6は内面に「ー」の墨書が見られる。底部

調整は糸切りの後へラケズリを行なうものが主体である。 8は小形の聾である。 9は聾の胴部

下半の破片である。 10は大形の甑で、器肉は薄く削られたのちかるいナデを施している。

GI-008 (第111・112図 ・図版37・48)

位置 :GI-76に位置し、 GI-009を切る。

遺構:主軸3.54m、横軸3.72cmの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-15・-E、北壁中央に

カマドを設ける。壁の立ち上がりは良好で、幅広の周溝がカマド袖部から全周している。壁高

は45~50cm、 周溝の深さは10cm弱である。床面は中央が高く盛り上がり堅撤な部分が広がって

」長~

モ王イ

ミヨEZ

E主?

ミヨヨ H ヨ / 

第110図 GI-007出土土器実iRIJ図(1/4)
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いる。また、北壁、南壁下の周溝内から主柱穴と思えるピットを 4ケ所検出した。ともに掘り

方は深く、住居中央に向って若干内傾している。それぞれの深さは、 P1が70畑、 P2が78叩、 P3

が72畑、 P.が73佃を計る。遺物の出土量は多く、床面直上の遺物は 1、8のみで、カマド内出

土品を除くと床面からかなり浮いた住居覆土内の遺物が目立つ。墨書土器の多いことも特徴の

1つである。

カマド:北壁中央部に位置し、天井部、袖部の遺存度は良いほうである。特に、天井部の構

築材(山砂)に混入するように、焚口部分から埋道部分にかけてー列に並んで聾、杯が出土し

表37 G 1 -008出土土器観察表

挿図
器種

法量(佃)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色 調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

12.6 器部部下内端外面ヨコナデ 砂ス粒コ多リア
淡黄褐色 良好

1 杯 7.4 % ~底部手持ちへラケズリ R 
3.7 粒

12.0 
体体底部部部下内回外端転~面糸ヨコナデ

小砂粒少 暗褐色 良好
2 杯 6.6 % 底切部り周縁手持ちへラケズリ R 

3.8 

11.8 
産悪事詩聖言語五ちへラケズリ

小砂粒少 暗褐色 良好
3 杯 7.0 % R 

3.8 

12.0 
容底器部下内端外転面ヨコナデ 粒大ス砂コ粒リ少ア

淡黄褐色 良好 墨書「禾J
4 杯 7.1 % 回 ~糸底切部り周縁手持ちへラケズリ R 

4.1 

11.4 体体部部下内端外面ヨコナデ 大砂コ位リ少 黄褐色 良好
5 杯 5.0 % ~底部周縁手持ちへラケズリ R スア

4.2 粒

(体杯部)

墨書不明
6 ろ昔

7 (体杯部) ろ昔
墨書不明

(体杯部)

墨書「禾」
8 Lも

器部部下内外端~面ヨコナデ スコリア 黄褐色 良好 墨書不明
9 杯 6.6 % 底部手持ちへラケズリ 粒少

(2.2) 

(体杯部)

墨書不明
10 ち唱

(体杯部)

墨書不明
11 ろ唱

12 (底杯部) ち唱
墨書「口J?

13 (底杯部) % 
墨書「ニ口J?

10.5 
器口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多 赤褐色 良好
14 小形褒 5.6 % 

10.5 ヘラケズリ

産審REZケズリ
小砂粒多 暗茶褐色 良好

15 小形聾 5.2 % 
(7.5) 

18.8 
胴胴口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒 暗茶褐色 良好
16 聾 ろ舌 スコリア

(12.3) ヘラケズリ 粒

器部部外内富へナデラケズリ後かるいナデ
スコリア 晴黄褐色 良好

17 聾 9.3 % 粒多
(10.7) 

19.6 
ロ縁都部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多 暗褐色 良好
18 聾 8.5 

富 ヘラケズリ33.5 

20.5 
間口縁部部部外内面面内外面デヨコナデ

砂粒多 暗褐色 良好
19 聾 4舌

ナナデ後胴下半へラミガキ(29.2) 
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ている。、当初、遺物が山砂に混在していたためカマド袖部の補強材として使用されていたかと

も思えたが、天井部付近にあるややくすんだ山砂であることや、杯を含む遺物の出土状況が特

殊なこと、また、住居覆土内出土の墨書土器に意味不明のものが多いことなどから、祭杷的意

味合いの強い遺物の出土状況であると考えたい。焚口部分には大形の聾 (18・19)があり、中

位には14、17のように大形な聾と小形な聾、さらに杯を配している。杯については底部破片も

含め 4""""5個を反転した状態で重ね合わせている。煙道部先端近くには15の小形な聾がある。

このように、カマド前面から奥にかけて、大形品→杯を含む小形品といった配列を組んでいる。

カマド掘り方は壁に向って浅い楕円形をとり、煙道部は壁外に向って40cmほど突出する。火床

部には灰が厚く堆積していた。なお、周溝はカマド袖部と接する地点でとまっている。

遺物:杯5点、墨書を残す杯破片が 8点、聾6点が出土している。

1、2は比較的底部径と口縁部径の差が少ないタイプの杯、 3から 5は体部が底部より内膏

気味に立ち上がり直線的に外傾しながら口唇部が若干反るタイプである。底部調整は回転糸切

りの後手持ちへラケズリを行なう。 6から13は墨書の破片で、 6・7・10・11は同様の文字の

ようであるが、読取りはできない。 8は4と同じく「禾」、 13は「三口」、 12は小さい「口」が

読める。 9ははっきりしているが読取りはできない。意味をもたない文字(記号)が多い傾向

が強い。 14・15は小形の聾で胴部が球形を呈している。胴部は上半が縦方向に下半が横方向に

へラケズリされる。 16から18は長胴の聾で、口縁部は強くヨコナデされ摘み出されている。胴

部調整は14・15と同じである。 19は常総型聾である。

GIー010(第113図)

位置:GI-77・87に位置する。

遺構:主軸2.36m、横軸2.30mの小形な隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-55'-W、北東

壁にカマドを設ける。柱穴、周溝等は検出できず、壁高は35""""40cmで立ち上がりは緩い。床面

は全体に平坦、堅轍である。遺物は数片しかなく、壁寄りの覆土最下層に焼土を多く含む層が

あり、その上部覆土にはロームブロックを多く含む層が堆積している。廃屋の焼却や出火時に

家財道具の搬出後、土による消火ないし埋め戻しなどが想定できょう。

カマド:北東壁中央に位置し、袖部は先端の山砂が流失し短く、火床部まで延びていない。

掘り方は浅い皿状で、最下層にはロームブロック混入土が堆積し、袖部もその上部に構築され

ている。煙道部は直線的に傾斜し、壁から50cmほど突出する。

Gト 013(第113図・図版38)

位置:GI-73に位置するが、北半は調査区外のため全掘できなかった。

遺構:東西2.40m、南北は全掘できないため不明だが、隅丸方形プランを呈すと思われる。主

軸方向はN-66'-Eである。壁高は60cm前後と深く、壁の立ち上がりも良好で垂直に近く、や

や外方へ脹らむふっくらとしたラインを描く。床面はほぽ平坦で前面堅徹、特にカマド前面が
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著しい。なお、床面を精査したが柱穴は検出できなかった。深さ 5cmの浅い周溝がめぐる。遺

物は全体に疎らであるが、カマド右側の南東コーナーで聾が出土した。

カマド:東壁中央にあり、袖部の遺存度は良好で、天井部の構築材もつぶれた状態で検出し

た。火床部はあまりはっきりせず、全体的に淡く厚い焼土が堆積している程度であった。掘り

方は床面から10cmほど凹め煙道部は急傾斜に立ち上がり壁外への突出はあまりみられなし〉。な

お、袖下部においても住居の周溝が認められた。

遺物:聾が2点出土している。

ともに口縁部を強くヨコナデし、口唇部を摘み出している小形な聾である。胴部は球形を呈

し、上半は縦方向、下半は横方向にへラケズリされる。 2は二次焼成を受けているため器面が

かなり荒れており、剥落している部分も多い。また、焼土も多量に付着している。

表38 G 1 -013出土土器観察表

指図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

12.3 
口縁部部外部内面面内外ナ面デヨコナデ

小砂粒多 赤褐色 良好
一落次土焼が成激着受け器面の

l 聾 6.0 % 
体体 へラケズリ

焼剥付 しい
12.6 

13.2 
口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多 茶褐色 良好
2 斐 % 

体体 へラケズリ(9.5) 

Gト 014(第114・115図・図版48)

位置:GI-72・73に位置し、 GI-016に切られる。

遺構:主軸2.23m、横軸2.12mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-47'- W、北西壁にカ

マドを設ける。南東壁は GI-016に切られる。壁高は約30佃でやや緩傾斜、北東壁は若干外方へ

膨らむ。床面はほぼ平坦でしまりも良かったが、住穴は検出できなかった。住居南東壁寄りの

覆土中には焼土混入土があり、炭化粒も含むことから焼失住居と思われる。また、北西コーナ

ーでは粘土塊を認めた。遺物はカマド右袖前方に床面密着の状態で杯と聾の破片が集中して出

土し、他の地点からの出土はほとんどなかった。

カマド:北西壁やや右寄りに位置し、袖部は内壁が崩れているものの遺存は良好で、天井部

構築材もカマド内につぶれた状態で検出できた。火床部は10cmほど掘り凹め、赤色化した焼土

が充填していた。煙道部は直線的に傾斜し、壁から30cmほど突出している。

遺物:聾 1点と杯 1点が出土している。

1は常総型聾で、口縁部は欠いている。長胴の下半部には丁寧なへラミガキが縦方向に施さ

れている。底部には木葉痕が残されている。木葉痕は 2枚分観察できる。 2は体部が底部より

若干内湾気味に立ち上がり、直線的に外傾する杯である。底部は回転糸切りの後体部下端から

底部周縁部にかけて手持ちへラケズリがなされている。
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表39 G 1 -014出土土器観察表

挿図
器種

法量(cm)
遺存度 成形 ・整形手法

回転
胎土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

胴腕部部外内面面ナナデデ後下半部へラミガキ
砂粒多 暗黄褐色 良好 底部木葉痕

1 翌 8.8 % 
(23.8) 

12.4 
器底部部部下内外端転面ヨコナテ・

小砂粒少 赤褐色 良好 煤付着
2 杯 7.6 % 回 ~糸底切部り周縁手持ちへラケズリ R 

4.1 

Gト 016(第114・115図 ・図版47)

位置:GI-72、73、82、83に位置し、 GI-014を切り、GI-023に切られる。

遺構 :長軸3.20m、短軸3.15mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-430
- E、北東壁にカ

マドを設ける。壁高は約50cmあり、ほぽ垂直に立ち上がる。床面は平坦で堅くしまり、カマド
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前面は特に堅撤である。周溝はカマド袖際まで廻り、深さ 5"'"'6 cm、幅は25cm前後あり、東南

壁中央ではピット状に広がっている。ピットは径25"'"'28cmのものを 3ケ所検出したが、深さは

P1が13cm、P2が10cm、P3が15cmと比較的浅く、位置関係も不揃いであることから主柱穴とは

考えにくい。住居内覆土は単一層で、埋め戻しの可能性が大きい。遺物は床面直上や床面から

浮いた状態のものなどさまざまで、かなり離れた地点同志の接合も認めらる。

カマド:北東壁中央やや右寄りに位置し、構築材の山砂粘土が広範囲に広がり、天井部がつ

ぶれた状態で検出された。袖部基部はロームブロックを混入した土を構築材としている。火床

部は若干掘り凹める程度である。煙道部には木炭片が多く残っており、壁外に40cmほど張りだ

している。

遺物:須恵器杯2点、杯 1点、墨書を残す杯破片 1点、台付椀 1点、聾 1点が出土している。

l、2は須恵器杯である。口縁部径と底部径との差が比較的少ないタイプのもので、 1は体

部がやや外寄気味に立ち上がり、 2は直線的に外傾している。体部下端から底部の調整は手持

ちへラケズリである。 2の底部には数条の擦痕が認められる。 3も同じタイプの土師器杯で、

底部周縁は手持ちへラケズリを行ない糸切り痕を残している。 4は全面へラケズリの杯底部破

片で、「浄」の墨書がある。 5は類例に乏しい形態の台付椀で、深身の椀にハの字状に開く高

台が付く。口縁部がヨコナデされる他は縦方向のへラケズリが行なわれる。体部には部分的に

輪積み痕が残っている。 6は聾である。

表40 G 1 -016出土土器観察表

挿図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

番号 口・底・両

13.1 体体部部下内外端面ヨコナデ
1 杯 8.0 % ~底部手持ちへラケズリ

3.6 

13.2 体体部部下内外端面ヨコナデ
2 杯 8.4 % ~底部手持ちへラケズリ

4.8 

12.6 
体E部部部周静内縁外止面手糸切持ヨちコりへナデラケズリ3 杯 8.1 % 

4.2 

4 (底杯部)

10.6 
i先口縁部台部部内内外面外内面ヨコナデ

5 台付境
7.9 ys 局境体~ 面面ミへガキラケズリ後粗いミガキ8.0 

台縁 ~ ヨコナデ

15.7 
口縁部部部外内面内外ナ面デヨコナデ6 護 % 
胴胴 面へラケズリ(6.3) 

Gト 015(第116図・図版39)

位置:GI-72・73に位置する。

回転
胎土 色 調 焼成 備考

方向

黄鉄鉱粒 青灰色 良好 須恵
R 

長石粒多 青灰色 良好
須底恵部に擦痕残すL 

スコリア 暗褐色 良好
R 粒少

墨書「浄白」

砂粒多 暗黄褐色 良好

小砂粒少 暗茶褐色 良好
スコリア
粒少

遺構:主軸3.04m、横軸3.33mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-54'-E、北東壁にカ

マドを設ける。壁高は60cmを越え深く、立ち上がりは垂直でしっかりしている。壁のラインは
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やや外方へ膨らんでいる。床面は平坦で堅撤、特にカマド周辺部は著しい。周溝は2伽nの幅で

全周し、深さはさほどないがカマド掘り方まで続く。掘り方のしっかりした住居ではあるが、

遺物量は少なく、カマド内より完形品を l点出土した他は細片を少量認めただけである。

カマド:北東壁中央やや右寄りにあり、天井部はつぶれているものの煙道部分ではブリッジ

状にその痕跡をとどめている。構築材は砂質粘土(山砂)で、掛口部分は穴の空いた状態で残

り、同所より小形聾が倒立した状態で出土した。袖部は基底部にローム混入土があり。その上

部につくられていた。カマド掘り方は浅い皿状を呈し、火床部の残りは良い。煙道部は緩い傾
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。 l 黒色土

2m 2 暗褐色土 ロームプロックを少量混入

3 賞褐色土 ロームプロックを多量に混入

4 暗褐色土 ローム粒子を多〈含む

1 .暗褐色土 住居跡覆土

2.暗褐色土 山砂を若干含む

3.灰褐色士 山砂を多量に含む

4.黒色土 焼土粒子を若干含む

5.賞褐色土 ロームプロソク混入

6.暗赤褐色土焼土を多量に含む

7.赤褐色土 焼土位子主体

8.赤縄色土 焼土プロック、火床部

9.砂質粘土 天井部崩境部

10.砂質粘土 方?ド袖部

11.賞褐色土 ロームプロ yク主体

SP.A' 

。 1m 

第116図 GI-015平面・カマド・出土土器実測図(1/80・1/40・1/4)
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斜で立ち上がり、壁外に40cmほど突出する。

遺物:墨書を残す杯破片 3点、聾 1点が出土している。

1は底部より若干内膏気味に立ち上がり、直線的に外傾する形態の杯破片で、「種」の文字が

認められる。 2は意味不明の墨書。 3は杯底部に円を描いていると推測される墨書で、後述す

るGI-020出土の墨書土器(4 )と同じタイプと思われ、 1、3は同一個体の可能性が強い。 4

は口縁部を強くヨコナデし、口唇部を摘み出している小形な聾である。胴部は球形を呈し、上

半は縦方向、下半は横方向にへラケズリされている。二次焼成を受けているため器面の剥落が

激しく、焼土が付着している。

表41 G 1 -015出土土器観察表

挿図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色 調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

(体杯部)

11.6 
体体部部下内端外面手持ヨちコへナデラケズリ

スコリア 明褐色 良好 墨書「種」
l % 粒

(体杯部)

墨書不明
2 

(底杯部)

墨書不明
3 

12.4 胴ロ縁部部部内面内外ナ面デヨコナデ 砂粒多 赤褐色 良好 一次焼激成し受け器面の
4 小形聾 5.8 % 剥落 い

10.6 胴外面へラケズリ
L一一 型主ft墾

Gト 017(第117・118図・図版46)

位置:GI-72に位置し、北東コーナーが調査区外にかかる。

遺構:主軸4.16m、横軸は南壁寄りで5.08m、北壁寄りでは4.60mとやや台形に近い隅丸方形

プランを呈し、主軸方向N-34・-w、北壁にカマドを設ける。壁高は40cmほどでやや傾斜があ

る。床面は平坦できわめて堅くしまり、特にカマド周辺は著しい。主柱穴は 4ケ所で検出した

が、 P1とPaは掘り直しの痕跡がある。ともに内側の掘り方では 4本の柱穴が方形をとらないこ

とから、外側に修正したものと考えられる。住居プランがやや台形になったため主柱穴の位置

の設定を誤った結果であろうか。主柱穴の深さは、 P1が45cmと40cm、P2が62畑、 Paが50仰と

43cm、P4 ;ó~53cmである。遺物は床面より浮いた状態で覆土中位より多く出土しているが、特に

集中する地点はない。

カマド:北壁中央に位置し、掛口部分から煙道部分にかけての遺存状態が良い。構築材は山

砂粘土で、袖部は短く焚口部分の山砂は流出している。特にカマド右側に多く散在していた。

カマド掘り方は浅く皿状を呈し、火床部は広範囲に及ぶが焼け方はさほど強くなく、下部にロ

ーム混入黄褐色土が堆積していた。煙道部の立ち上がりは急で短く、屋外に20cmほど突出する

だけである。

遺物:杯3点、椀 1点、高台付杯 1点、聾2点が出土している。
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3は大形の椀で、体部は緩やかに琴曲して1は全面に赤色塗彩される。2は盤状杯で、1、

4は浅身の杯で、全面に赤色いる。体部外面はへラケズリの後に組いへラミガキが施される。

5は須恵器高塗彩がなされている。体部は直線的に外傾し底部調整は回転へラケズリである。
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台付杯の底部破片で、底部調整は回転へラケズリである。 6は聾底部、 7は聾上半部で、同一

個体の可能性がある。口縁部は強くヨコナデされ、口唇部を摘み出している。やや胴部に張り

をもたせた形態である。

表42 G 1 -017出土土器観察表

掃図
器種

法量(cm)
遺存度 成形 ・整形手法

番号 口・底・高

16.4 底ロ縁部~ナ体デ部内外商ヨコナデ
l 盤状杯 13.5 % 

2.5 

14.4 ロ縁部部~体面部粗内面ヨコナデ
2 盤状杯 10.9 % 体底外粗 いへラミガキ

2.6 いへラミガキ

16.8 
口縁部部外部内面面内外面ヨコナデ3 官E % 
体体 へナデラケズリ後組いへラミガキ5.3 

13.8 口縁部~体転部内外面ヨコナデ
4 杯 8.6 % 底回へラケズリ

4.5 

5 高台付杯 8.6 % 
体底部部内回外転面ヨコナデ

ヘラケズリ
(1.7) 

6 き車 9.9 % 胴胴部部外内面面ナミガデキ

(1. 7) 

19.6 胴口縁部部内外内外面面ナデヨコナデ
7 聾 % 

(10.4) 

Gト 020(第119図 ・図版40・49)

位置:GI-81に位置する。

回転
胎土 色調 焼成 備考

方向

長石粒多 赤褐色 良好 全面赤彩

スコリア 明褐色 良好
粒

砂粒少 暗褐色 良好

長石粒多 赤褐色 良好 全面赤彩
R スコリア

粒

砂雲粒母粒多多
背灰色 良好 須恵

L 

雲母粒多 暗黄褐色 良好 7と痕同一個体か
木葉

雲母粒多 暗黄褐色 良好

遺構:主軸2.60m、横軸2.93mの小形な隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-26・ W、北壁

にカマドを設ける。壁高は25cm前後、ほぽ垂直に立ち上がるが、上端はやや外方へ膨らむ。床

面は平坦でよくしまっている。周溝は全周し、深さ 5cm、幅は1O~15cmであまり 一定しない。

柱穴等は床面を精査したが確認できなかった。遺物はほとんどが床面直上から出土し、杯が特

に目立つた。

陸出量収 \一一司;~二J
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カマド:北壁中央に位置し、袖部の遺存度は良いが、全体に上部の山砂が流出し基底部付近

だけが残っている。住居周溝は袖部直下でなくなり、カマド内には延びていない。カマド掘り

方は浅い皿状をなし、火床部は小範囲におさまる。煙道部は短くほぽ垂直に立ち上がり壁外に

はほとんどと突出しない。

遺物:杯8点(7点が墨書)、聾 2点が出土している。

1 "-' 3・8はやや大きめの底部から直線的に体部が外傾するタイプの杯で、 4"-'7は底部よ

り内膏気味に立ち上がり体部が直線的に外傾するタイプの杯である。底部調整は、回転糸切り

の後に体部下端から底部周縁部を手持ちへラケズリしているものがほとんどである。墨書は、

1"-'3は底部に「東」を 1字中央に書いているが字体がそれぞれ異なっている。 4は体部に達

筆な文字で「種守」、底部には種から発芽したような記号状のもの「占」が描かれている。 5は

底部に墨の痕跡のようなものがうかがえる。 6は体部に「十」、 7は体部に「内国」の文字が大

きく書かれている。 9は口縁部を強くヨコナデして口唇部を摘み出している聾で、胴部は縦方

向のへラケズリがなされる。 10は胴部下半の聾の破片である。

表43 G 1 -020出土土器観察表

掃図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備 考

番号 口・底・高 方向

11. 9 
体底口縁部部~体端転部~糸底切内外部り面周ヨコナデ

雲母粒少 明茶褐色 良好 墨書「東」
l 杯 7.3 % 下回 縁手持ちへラケズリ R 

3.9 

12.1 
体底口縁部部~下回端転体~部糸切底内外部り面周縁ヨ手コ持ナデちへラケズリ

小砂粒多 暗褐色 良好
震部書内「東外面」に煤付着2 杯 7.3 % R 

4.1 

12.0 
口縁事~体端転部~へ底内ラ外部面周ズヨコナデ

雲母粒少 暗褐色 良好 墨書「東」
3 杯 7.2 % 体底下回 ケ縁リ手持ちへラケズリ R 

3.9 

12.3 
体底口縁部部~体端転部手糸切持内外ちり面ヨコナデ

砂粒少 明褐色 良好 墨書「種守」
4 杯 6.2 % 下回 ヘラケズリ R 「占」

4.0 

11.3 
口縁部部~周回縁体転部手糸切持内外面ヨコナデ

小砂粒多 明褐色 良好 墨書不明
5 杯 6.8 % E Tへラケズリ R 

3.9 

12.6 
ロ縁悪~体縁転部手糸持切内外ち面ヨコナデ

小砂粒多 赤褐色 良好 墨書「十」
6 杯 7.0 % E周回 りへラケズリ R 

4.0 

12.4 
口縁部部~体縁転部手糸切持内外面ヨコナデ

砂粒少 明褐色 良好 墨書「内国」
7 杯 7.4 % 震周回 ちりへラケズリ R 

3.8 

12.0 体ロ縁部~端体部手持内外面ヨコナデ 小砂粒少 明褐色 良好
8 杯 7.2 % 下 ちへラケズリ R 

(4.1) 

18目。
層口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ

砂粒多 暗赤褐色 良好
9 聾 % 

(5.5) ヘラケズリ

胴胴部部外内面面へナデラケズリ
砂粒多 婿赤褐色 良好

10 望E 7.5 % 
(6.6) 

GI-027 (第120図)

位置:GI-84に位置し、 GI-021に切られる。

遺構:主軸2.1m強、横軸2.3mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-52.-W、北壁にカマ

ドを設ける。住居南東部は GI-021に切られ、南西部は調査区外となる。壁高は約20cmで、床面

- 170一



10 1 7 

4的~(ll1i肉、
8 

SP.A 11¥1 広¥¥__2PA'

SPム官、!?;11(-EPA

扇子-_.Alll 汗叩~I3

46∞m 。
I 賞褐色土 ローム粒子を多量に含む

2 暗褐色土 ロ ム小プロ y クを混入

3 茶褐色土

2m 

∞ ∞ 

SP.A一得 f!_ Y手為ャニ=-SP.A'

U且3喝 丘び噌】

SP.A SP.A' 

ム三丞込一
。

l 黄縄色土住居跡覆土

2. P音褐色土 焼土粒子を多〈含む

3.黒色土 焼土粒、炭化粒を含む

4 砂質粘土 カマド袖

4'砂質粘土天井部崩壊土

5 赤褐色土 火床部

1m 

手正二万 ミヰ iZ ミ註7.

CD ⑨ ⑨ 
明~d モ一七イ ミ=---tLJ

CD 8 )長引「 て
軍彰ミヨl. ¥J_j 

。 10cm 

第119図 GI-020平面・カマド・出土土器実iRIJ図 (1/80・1/40・1/4)



はさほどしまった部分はないが平坦である。周溝は認められない。遺物は床面より若干浮いた

状態で出土したが、復元できるものではない。

カマド:北西壁やや西寄りに位置し、袖部、天井部の遺存度はさほど良くない。袖部は幅広

ロ}ムを混入する褐色土の上部に山砂粘土を重であるが壁から25cmほど張り出すだけと短く、

ねて構築している。火床部は浅く小範囲にとどまり、赤く焼け多た部分も少なくない。煙道部

は短く壁外に15cmほど突出する程度である。

Gト 028(第121図・図版40)

位置 :GI-74に位置する。

遺構:主軸4.10m、横軸4.10mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-480
- E、北西壁にカ

マドを設ける。壁高は40cm前後を計り、立ち上がりは良好である。北西コーナーは他の 3コー

ナーに比べ外方に張り出すため、周溝は全周し、幅は 5~6cmである。

東南壁側に 2ケ所、北西壁側に 1ケ所、計3ケ所のピットを住居掘り方に接して検出したが、

偶然の配置とは思えず、住居に関連したピットの可能性が強い。住居床面に主柱穴がないこと

P1が61cm、P2が96cmP3が78cmと非常に深から壁外柱穴とも考えられる。それぞれの深さは、

カマド右側にピットは検出できなかった。住居覆土内には多量の焼土が混入し、壁い。なお、

側が特に厚く堆積し焼失住居を思わせた。遺物は床面よりかなり浮いた状態で出土するものが

多く、投棄された可能性が高い。

カマド:北東壁中央に位置し、やや天井部がつぶれた状態ではあるが遺存度は良好で、袖部

も内膏した状態をとどめている。掘り方は深くはないが幅広で楕円形をなし、-E!.ローム混入

さほしたがって、火床部もローム混入土内にあり、土で埋め戻してから袖部をつくっている。

‘〈ハ同

ω

SP.A' 

ラ山崎ヒ認許がぬYlJー

SP.A 

ミ、 GI-021
Vo''-. 

2m ~ ___ ~I 
=ゴて- v， 

E
C
O
凹
噌 1m 

住居跡覆土

袖部

天井部崩壊土

ロームプロ yク主体、袖基底部か

焼士粒を多〈含む

焼土主体、火床部

ローム小プロック含む

。45∞m 

L 暗賞褐色土

2 灰褐色砂質粘土

2' 灰褐色砂質土

3.賞褐色土

4.暗褐色土

5 赤褐色土

6 暗貧褐色土

焼土、ローム粒を含む

ローム粒を多量に含む

。
L 暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗黄褐色土

GI-027平面・カマド実iRIJ図(1/80・1/40)
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6 赤褐色土 焼土プロソク(火床部)

7 暗黄褐色土 ロームプロソ ?i昆入

8.責灰色砂質粘土 カ?ド袖部~天井部

8'.貰灰色砂質粘土 カ7 ド天井部崩壊土

9.暗黄灰色砂質粘土 カ7 ド器掛口部

。

)住居跡覆土

焼土粒子を多く含む

焼士粒子を多〈含む

焼土粒子主体

1.黒褐色土

2.暗褐色土

3 暗赤褐色土

4 黒褐色士

5 赤褐色士

45.50m 

GI-028平面・カマド・出土土器実測図(1/80・1/40・1/4)
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ど広範囲に広がらない。煙道部は急傾斜に立ち上がり、壁外に20叩ほど突出する程度である。

遺物:杯2点、聾5点が出土している。

1は箱型に近い形態の杯で、体部下端から底部周縁部にかけてへラケズリを施している。 2

は体部全面をへラケズりする杯である。 3から 7は聾であるが、口縁部を強くヨコナデして口

唇部を摘み出すものが多い。胴部は縦方向のへラケズリを主体としているが、 7については明

瞭に残っていない。

表44 G 1 -028出土土器観察表

回転|胎土|色調|焼成| 備考
方向

ラケズリ I R 

GI-031 (第122図)

位置:GI-82に位置し、大半は調査区外となる。

遺構:ほとんどが調査区外となるため、規模、形状等

に不明な点が多いいが、方形のコーナーを呈すこと、床

面までの深さが30佃ほどあり軟弱とはいえほぽ平坦であ

ること、覆土が住居跡のそれと同じであること等から、

住居北西コーナー部分である可能性が強い。ただし、遺

物は細片しか認められず、時期については不明な点が多

いが、奈良、平安時代の時期であろう。

FI-OOl (第123図・図版45)

位置:FI-79、89、GI-70、80に位置する。

46瓜Jm

。 1m 

第122図 GI-031平面図(1/40)

遺構:長軸2.92m、短軸2.88mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-35・-w、北壁にカマ

ドを設ける。壁高は15........25anと浅く、立ち上がりも緩い。床面は平坦で全面堅徹、特に中央部

が著しい。ピットは 3ヶ所あり位置関係から主柱穴と思われるが、南西コーナーでは精査した
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が認められなかった。それぞれ径は20cm前後で深さはP1が32cm、P2が14cm、P3が23cmと全般

的に浅い。周構は北西コーナーに幅15cm、深さ 5cm程度のものが部分的に設けられているだけ

である。遺物量は少なく、床面付近で 1'""'-'3を検出したにとどまる。

カマド:北壁中央部に位置し、構築材は流出して袖部、天井部ともほとんど残っていなし、

また、火床部も不明瞭で、多少焼土混入土の堆積を認める程度である。

遺物:杯2点、聾 1点が出土した。

1は外反する口縁部をもつもので、器面全体に赤色塗彩が施こされる。 2は浅い体部に短か

く内膏する口縁部をもっ杯で、体部下半はへラケズリされている。底部はやや丸味をもってい

る。 3は聾の胴下半部で胴部下端はへラケズりされる。器面はガラツとしており、焼土が付着

する。

凶
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1 暗褐色土 住居跡覆土

2.賞褐色土 ロームプロック混入

3 茶縄色土 ローム、山砂、焼土が混在する
4 暗褐色土 焼土粒子含む

2m 5 黒色土 焼土粒子含む
6 暗褐色土 ロームプロック、砂質粘土含む
7.黒色土 ロームプロ y ク含む
8.灰褐色砂質土 山砂粘土 。 1m 

¥=Lペ7，

。 10cm 

第123図 FI-OOl平面・カマド・出土土器実測図(1/80・1/40・1/4)
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FI-005 (第124図)

遺構:FI-89に位置する。

遺構:主軸2.42m、横軸2.56mの隅丸方形プランを呈し、主軸方向N-31・-w、北壁にカマ

ドを設ける。当住居は壁外に柱穴をもっ特殊な例である。壁高は30cm前後を計り、ほぽ垂直に

立ち上がる。東南コーナーがやや脹らむため、住居プランが若干歪んで見える。床面は平坦で

よくしまる。住居各コーナーの対角線延長上壁外には、 Pl~P6がそれぞれ対をなすように位置

しており、住居に伴うものと思われる。それぞれの径、深さは P1が25cm・9cm、P2が27cm・40

側、 P3が33cm・30cm、P.が37cm・30cm、PSが27明・ 15cm、P6が22cm・12cmである。また、南

壁側中央には径20側、深さ15仰の P7があり、入口部施設と考えられる。周構はカマド左袖部分

を除き深さ 5~6cm、幅20cm前後で一定に保たれながら全周する。床面付近には多量の焼土と

木炭片が散在していることから、焼失住居と考えられるが、遺物は意外に少なく、カマド周辺

から 1が出土した他はわずかに細片を出土した程度である。

カマド:北壁中央に位置する。構築材は山砂粘土を主体としているが、ロームブロックを混
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I 灰褐色砂質粘土

S 2 賞褐色土

~ 3 灰茶褐色砂質土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗賞褐色土

7 黒色土

自黄褐色土

ロームプロ y ク充填}カ?ド袖

山砂の含有少ない ! 
ローム粒を若干含む

炭化粒、焼土を混入

ロームプロック混入

焼土混入

ロームプロ yク主体、掘り方三三ヨ

1.暗褐色土

2 暗黄褐色土 ロームi昆入

3 黒色土 炭化粒含む

4.黄褐色土 ローム混入

46.00m 

F竺士吉よ竺三

。 1m 
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u 二二---ノ。 10cm 

第124図 FI-005平面・カマド・出土土器実測図 (1/80・1/40・1/4)
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入している部分も多い。カマド掘り方は椀状に20cmほど凹め、 一旦整形してその上部に袖部を

構築していることが断面観察からわかる。火床部はさほど焼けていない。煙道部は急傾斜に立

ち上がり、壁外に30cmほど突出する。

遺物:杯を 1点出土する。

図上復元したもので、浅い体部で口縁部は内湾気味に立ち上がる。

グリッド出土の土器 (第125図)

Gグリッドを中心に住居跡と関連の強い土師器が出土している。

1から 3は聾で、 3は底部に木葉痕が残りさらに細い線刻により rr J の記号が刻まれてい

る。 4は須恵器杯、 5は須恵器の高台付杯である。 6は内面黒色処理された高台付杯の底部破

片、 7も杯底部破片である。 8はほぼ完形品で、底部径と口縁部径との差がさほどないタイプ

の杯である。 9は底部径に対して口縁部径が大きく、体部が若干内奇気味に立ち上がるタイプ

の杯である。 10、11は底部糸切りの杯で、 11は口縁部内面に l状の沈線をめぐらしている。

13は叩き目を残した大形の歪である。その他に、墨書が出土している。 7は底部に「田苗」、

12は杯体部に「口主」が書かれている。 14は中央に 1孔のあく土製品である。

え1 s)， 

モ三:_--:J. ¥一元J5 〉二車竺~ 6

た三g ¥:=tJ. ~よ三ヲマ。

、ュ;!， 砂11，2

。

第125図 グリ ッド出土遺物実測図(1/4)
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表45 グリッド出土土器観察表

揮図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

番号 口・底・高

15.0 
胴胴口縁都部部外内面面内外ナ面デヨコナデ1 聾 % 

(5.6) ヘラケズリ

11.9 
肩口縁車部外内面面内外ナ面デヨコナデ2 聾 % 

(6.0) ヘラケズリ

3 聾 6.5 
(2.3) 

ち看 胴胴部部外内面面ヘミガラキケズリ

12.4 
鶴早急理詰長へラケズリ4 杯 8.8 % 

3.3 

5 高台付杯 7.1 
(2.6) 

% 
臨内回転外面ヘ~ラ高ケ台ズ部リヨコナデ

i部部部外脈へ面ラ~ケ高ガズ台キリ部ヨコナデ6 高台付杯 8.2 % 
(2.1) 

7 杯 7.2 
(1.6) 

% 体鶴部自内外重面鶏ヨ7コナデラケズリ

11.3 
議部内下回端転外面~糸切底ヨ部コり周ナ縁デ手持ちへラケズリ8 杯 7.4 % 

3.6 

11.7 体底部部内回外転面糸切ヨコりナデ
9 杯 6.0 % 

3.7 

10 杯 6.2 
(2.4) 

% 産部部内回外転面糸切ヨコりナデ

15.0 産部部内回転外面糸切ヨコりナデ
11 杯 7.2 % 

4.2 

12 (体杯部)

胴肩都書内得面ナタデタ.キ輸積み痕残る
13 聾 14.8 % 

(10.0) ヘラケズリ

14 土玉

v.その他の遺構

当遺跡では、溝状遺構と土墳が検出されている。

GI-021 (第126図・図版41)

回転
胎土

方向

砂粒多

砂ス粒コ多リア

粒少

砂粒多

砂位多

白色位多

敏密

スコリア
R 粒少

R 砂ス粒コ多リア

位

砂粒多

砂粒多
R 

砂粒多

砂粒多

位置:GI-74、75、84、85に位置し、 CI-002とGI-027を切る。

色 調 焼成 備考

茶褐色 良好

暗褐色 良好

茶褐色 良好
焼底部成部は後木へ葉ラr痕yケ残ズりリ周縁

J の線刻

青灰色 良好 須恵

灰黒色 良好 須恵

淡褐色 良好 内黒

黄褐色 良好 墨書「田苗J

暗赤褐色 良好 穿口縁孔部あ直り下(焼に成1前ヶ)所

明褐色 良好

赤褐色 良好

貧褐色 良好 口縁部内面に沈線

墨書「口主」

黒灰褐色 良好

遺構:N-32・-Eに方位をとる直線的な溝状遺構である。幅1.5m、深さ30叩である。底は平

坦で堅くしまり、側壁は直線的傾斜で立ち上がる。覆土は 2層に分層できるが、自然没と思わ

れる。遺物は混入品が数点出土した。

遺物:杯 1点、聾3点、甑 1点が出土している。

1は体部に明瞭な稜線をもち、口縁部が直立する杯である。 2は小形聾で、口縁部は強いヨ

コナデを施して下部に稜線を有する。胴部に張りはない。 3・4は聾の胴部上半と下半部であ

る。 5は甑胴部破片で、ほぽ直線的に外傾しながら開く。胴部は縦方向に、底部付近は横方向

にへラケズリされる。
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GI-021-023平面・出土遺物実測図 (1/160・1/4)第126図
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表46 G 1 -021出土土器観察表

挿図
器種

法量(ロn)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎 土 色調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

12.8 
体体口縁部部外部内面面内外ミ面ガキヨコナデ

砂粒多 暗褐色 良好
1 杯 % 

3.4 ヘラケズリ

11.0 
胴胴口縁部部外部内面面内外ナナ面デデヨコナデ

小砂粒少 明褐色 良好
2 護 % 

(5.5) 

12.8 
胴胴口縁部部部外内内面面外面ヨコナデ

砂粒多 赤褐色 良好 口縁外面に煤付着
3 要 % ヘラナデ

(6.4) ヘラケズリ

胴胴部部外内面面へナデラケズリ
砂粒多 赤褐色 良好

4 斐 7.4 % 
(6.8) 

胴網口縁部部部外内面面内外ナ面デヨコナデ
長石粒多 明褐色 良好

5 甑 % 
(15.0) ヘラケズリ

GI-022 (第126図)

位置:GI-73、83、84に位置し、 GI-013、GI-027、GI-023切る。

遺構:N-380-Wに方位をとり、ほぽ直線的な溝状遺構である。幅は北西側で 1m、南東側

で60cmで深さは20........30cm、底面は凹凸が激しく側壁は緩い立ち上がりを示す。遺物はなく時期

は不明である。

GI-023 (第126図)

位置:GI-73、74、82........84に位置し、 GI-016、GI-018を切り、 GI-022に切られる。

遺構:ほぽN-550
- Eに方位をとり、 GI-022との切り合う付近でやや南側に膏曲している。

幅は70........90cmで一定せず、側壁の立ち上がりは緩く底面の凹凸も目立つ。時期は不明である。

GI-024 (第127図)

位置:GI-70、71、80、FI-89に位置し、 FI-007に切られる。

遺構:N-420-Eに方位をとる直線的な溝状遺構である。幅は80........40cmと一定せず FI-007 

と切り合う部分では1.6mに広がる。深さはほとんどなく1O........20cmと浅い。遺物はなく時期は不

明である。

FIー007(第127図)

位置:FI-89、99に位置し、 GI-024を切る。

遺構:GI -024と直行し、幅1.5m前後を切る。深さは10........2 Ocmと浅く断面は皿状を示す。溝

の切れる北西部には楕円形のピットが 3ケ所あるが、当遺構よりも新しい掘り込みである。遺

物はなく時期は不明である。

FI-009 (第127図)

位置:FI-88、89、99に位置する。

遺構:N -007に平行する長さ6.5m、幅0.8mの溝状遺構である。きわめて浅い溝で深さは数

cmしかない。中央に前者同様楕円形のピットがある。時期は不明である。
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EP.A EP.A' 

三竺三ミメ竺

EP.B EP.B' 

三三~三

EP.C EP.C' 

τ三~ffi三

。 8m 0 2m 

第127図 GI-024・FI-007・009平面図(1/160) 

FIー008(第128図・図版43)

位置:FI-78、88、97に位置し、 FI-002、004を切る。

遺構:調査区を北東方向に横断する溝状遺構で、連続的に土墳状の掘り込みが集合したもの

である。それぞれの掘り込みは楕円形を呈し、深さはまちまちで 2m前後の間隔がある。植木

などの施設によく似ている。覆土の状態から、かなり新しいものと考えて良いであろう。

遺物:高杯が2点出土している。 FI-002の遺物の混入の可能性がある。

1は高杯杯部で、体部下端によわい稜線を作出しおおきく外傾する口縁部にいたる。 2は筒

状部分から「く」の字状に屈折して外反する裾部にいたる高杯脚部である。

表47 F 1 -008出土土器観察表

挿図
器種

法量(cm)
遺存度 成形・整形手法

回転
胎土 色 調 焼成 備考

番号 口・底・高 方向

20.8 全面ミガキ 砂粒少 黄褐色 良好 全面赤彩
l 高杯 % 

(6.8) 

脚脚杯外内内面面面ナミミデガガキキ
小砂粒少 黄褐色 良好 全面赤彩

2 高杯 11.4 4右
(8.8) 
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EII-002 (第129図)

位置:EII-19、29、FII-OO、10等に位置する。

遺構:N-36・一Eに方位をとり、調査区を斜めに横断する直線的な溝状遺構である。幅は広

く2""'2.5mあり、 50佃ほどの深さがある。底面は平坦で堅くしまっており、側壁の立ち上がり

は緩い。覆土はあまりしまらず、ロームの混入が目立つた。遺物は混入品の可能性が高い。

遺物:杯が2点出土している。

ともに底部は回転糸切りのままで、若干中央が凹み上げ底風になる。体部は内奪気味に立ち

上がっている。 2の口縁部内面には l状の沈線がめぐっている。

A 

EP.A 

46τ百九メ~
45αJm 

EP.A' 

ζ =t..c::へ一一__________.F

。 5m 

。 10cm 
2 

第128図 FI-008平面・出土土器実測図 (1/160・1/4)
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ヤ11-11 

43.5伽n

EP.A'・

三三三竺三』 i 三三
44.0伽n

8m 

~~才

。 10cm 

l 暗賞褐色士 ローム粒子を少量含む

2.暗褐色土 ロームプロソクを混入

。 2m 

第129図 En -002・003平面・出土土器実測図 (1/160・1/4)
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表48 E 11 -002出土土器観察表

挿図
器種

法量(叩)
遺存度 成形・整形手法

番号 口・底・高

14.0 底口縁部~回体転部糸切内外り面ヨコナデ
1 杯 6.9 % 

4.6 

13.8 底口縁部~回体転部糸切内外り面ヨコナデ
2 杯 8.0 % 

3.9 

日ト003(第129図)

位置:EII -09、19に位置する。

遺構:EII -002に平行し、全長12.2m、幅は広

い部分で1.8m、狭い部分で1.1mを計る。断面

は浅いU時型を示し、底面の凹凸が目立つ。溝

中央部に径 1mほどの落ち込みが認められた。

FII-002と同時期であろう。

EII-004 (第130図)

位置:EII-26、36に位置する。

回転
胎土

方向

砂粒多
R 

砂粒多
R 

A 

古山6

EP.A 

士士コ'- /-士三三

叫 OOm一一一一一一一一

。

色調 焼成 備考

黄褐色 良好 かなりゆがむ

赤褐色 良好
裏口縁部条残部に棒内る面状のに圧沈線痕が I

→EII 

8m 

遺構:N-20・-Eに方位をとる直線的な溝状

遺構である。確認できる部分で12mあり、深さ

は20cmほどで、北に向かうにつれて浅くなる。

遺物はなく時期は不明である。 第130図 En -004平面図(1/160) 

日ト005(第131図)

位置:EII -33、34、44に位置し、 EII-006と切り合うようである。

遺構:ほぽ南西に延びる溝状遺構で、 2本の溝が平行してしているが、西側は撹乱を受けて

いる。 2本のうち北側のそれは、幅 1m、深さ30cmで底面はさほど凹凸がないが、南側はかな

り凹凸が激しく、深いところで60cmほどある。 2本の溝の聞は周囲より 10cmほど低くなってい

ることから、両側の平行する溝と合わせ 1つの遺構として扱うこととした。また、覆土も第 l

層を共有する点から妥当と考えられる。全体では2.7mの幅となる。

日ト006(第131図)

位置:EII -44に位置し、 EII-005と切り合うようである。

遺構:EII -005に直行し、幅80cm前後を計る。深さは約30cmで一定している。遺物はなく時期

については不明である。

Gト 025(第132図)

位置 :GI-74に位置する。

遺構:N-60・-Eに主軸方向をとる陥穴である。長軸、短軸とも 2m、深さ 2mのほぽ円形
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A イEII-35 

古II ¥¥4EH  

SP.A SP.A' 

4蓋手二三三三 SP.B SP.B' 

三空安三三
41.0Om 

1.暗褐色土 ローム粒子を多量に含む 1.暗茶褐色土 ローム粒子若干含む

2目暗黄褐色土 ロームプロックを多量に混入 2.暗賞褐色土 ローム粒子を多量に含む

3 黒褐色土 ローム粒子を若干含む

。 2m 。 8m 

第131図 En -005・006平面図(1/160)

、
SP.A 

SP.A 

。

SP.A' 

SP.A' 

私立O---'PA

4詐主
45.0白n

。
I 黒色土

2 暗黄褐色土ロ ム粒多〈含む

3 暗賞褐色土 ローム粒少量含む

4 黄褐色土 ロームプロ y ク多〈混入

2m 5.黄褐色土 ロームプロソク主体

第132図 GI-025・026平面図(1/40)
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2m 

1.黒色土 ローム粒多〈含む

2 暗褐色土 ローム粒多く含む

3 黒色土 焼土粒を含む



を呈す。底面は隅丸長方形で堅くしまり平坦である。壁面は急傾斜で立ち上がり、やや内湾す

る部分もある。覆土下部にはロームブロックを多く混入する層があるが、上部は自然埋没であ

る。遺物は出土しなかったが、縄文時代の所産である可能性が高い。

GI-026 (第132図)

位置:GI一73に位置する。

遺構:径1.1mの円形プランを呈し、深さ90仰を計る土墳である。底面も円形を示し、平坦で

堅くしまる。壁画はほぽ垂直に立ち上がる覆土下部には焼土粒を含む黒色土層が厚く堆積して

いる。

GI-029 (第133図)

位置:GI-83に位置する。

遺構:主軸方向をほぽ東西にとり、

主軸2.40m、横軸1.25mの楕円形を呈

す土墳である。底面は北西寄りにあり、

北から西側にかけての壁面の傾斜に比

べ南から東側にかけてのそれはかなり

緩い傾斜となる。また、底面の形状は

椀状となり、あまりしっかりしていな

い。深さは50cmほどである。時期は不

明である。

ピット群(第134図)

EP.A 

:吾斗 J 戸竺
。 2m 

45∞m 

1 暗褐色士

2 暗黄褐色土 ロ ム粒子を多量に含む

第133図 GI-029平面図 (1/40)

Gグリッドを中心とする台地平坦部には、径が50cm前後のピット群が所在する。深さは30----50

cmのものが多く、中には砂質粘土が混入するものもある。遺物の検出されるものはほとんどな

く、若干土師器を混入するものが見られることから、中には掘立柱建物跡になるものがあるか

もしれない。調査者も所見のなかにその可能性を触れている。しかし、明確に柱列の並びを見

せるものはなく、また柵列の可能性も薄いことから、ピット群として扱うこととした。

なお、 GI-002、011付近では円形に小ピットが並び、縄文時代の住居の柱穴を思わせるが、

その地点において該期の遺物は検出されていない。
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第2節 まとめ

清和乙遺跡は、ゆったりとした台地上に展開する遺跡で、旧石器時代から歴史時代にかげて

の複合遺跡である。その中を通る路線内の調査であるため、集落全体を把握することは困難で

あるので、限られた範囲内での住居の展開について触れてみたい。

清和乙遺跡は、約30軒の住居が検出できたが、最初に出現するのが5世紀前半である。そこ

で年代ごとに出土土器による区分をすると以下のとおりとなる。ただし、遺物量が少なく時期

決定に消極的にならざるをえない住居については省いている。

5世紀前半

小型丸底土器の底部が小さく上げ底になるものや高杯の杯部下半に張り出しのつくものなど

がみられる FI-002が本遺跡で最初になる。

5世紀中ごろ

高杯・手担ね土器を多量に含み、石製模造品を伴出した包含層の遺物があてられる。須恵器

聴は I型式2段階TK216併行と考えられ、土師器より若干下るかもしれない。芝山町東台遺跡

1・3号住居と同じ時期と考えられる。

5世紀後半

赤彩された大振の杯で、底部が平底を呈すものが多く、大形な聾、手担ね土器、須恵器聴等

を伴う GI-Onが代表的である。 FII-001・EII-001も該期である。さらに、住居形態や主軸方

向から GIー019もこの時期に入るものと思われる。

7世紀中~後半

鈍い返りのある小形な杯と大形甑が出土した GI-018および丸底で赤彩の施される杯を出土す

るGIー004が該当するが、前者のほうが若干遡るものと考えられる。

7世紀末........8世紀初頭

盤状杯に近い形態の杯を伴う住居を該期にあてた。FI-OOlは赤彩されたやや外反する口縁を

もつものと内膏する浅身のものとがある。また、図上復元できるものが 1点しかないがFI-005

も若干下るかもしれないが同時期と考えられる。

8世紀第2四半期

盤状杯を主体とするセットをもっ GI-017・GI-002である。赤彩される杯も多い。

8世紀後半

杯のタイプが体部下端から底部周縁を手持ちへラケズリし、糸切り痕をとどめるものと、や

や箱型に近い形態をとるものとがみられる。聾は口縁部を摘み出したものが多い。GI-007・GI-

016・GIー028が相当するが、 GI-007のほうが古い様相を示している。
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8世紀末""-'9世紀第 1四半期

体部が底部より若干内膏気味に立ち上がり、直線的に外傾する口縁部の付く杯が主体で、墨

書が目立つて多くなる時期である。 GI-014・GI-020・GI-008などがこの時期に当てはまる。

墨書にも GI-020のようにそれぞれの文字に意味のあるものと、GI-008のようにあまり意味の

読みとれない記号的なものとの 2種類が窺える。

9世紀前半

遺物量が少なく確実な時期は押さえられないが、数少ない土器から判断して、上記の時期と

は大差ないが8世紀代には入らないものと思われるものである。 GI-003A・GI-013・GI-015

などが該期になろう。

このように、 5世紀代で集落が継続的に営まれ、 6世紀から 7世紀前半が空白となり、再び

7世紀中ごろより 9世紀前半まで継続的に集落が形成されている。空白となる 6世紀から 7世

紀前半の集落は単独で大集落を形成することが多いが継続的な集落が希薄である傾向にある。

本調査が路線の調査ではあるが、その傾向をそのままとらえているといえる。また、各時期の

住居の主軸方向が時期ごとにほぼ一致していることも lつの傾向としてとらえることができょ

う。集落全体を発掘することにより、より明確にできるであろうが、路線の調査では推測の域

をでないのが残念である。
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伊地山金杉遺跡 1号墳出土人骨

国立科学博物館 馬 場 悠 男

本遺跡は千葉県佐原市伊地山字金杉229-2にあり、1989年に千葉県文化財センターによって

発掘調査された。 l号墳の築造年代は 6世紀代と推定される。

人骨の埋葬された石棺内部は盗掘を受けており、歯の一部を残してほとんどの人骨は石棺外

部の掘り方上面に散乱した状態で検出されている。

人骨の保存は断片的である。その中では、歯が比較的良く残っており、植立および遊離して

いる歯が21本ある。そこでこれらの歯を形態及び暁耗状態の類似から、 3群に分類し、基本的

個体 (A、B、C) とみなした。その他の破片はこれらの 3個体のどれかに属すると仮定して

分類してみたが、矛盾はなかった。

個体A (図版 1""'8)

下表のO印の歯が残っている。歯は小さく、歯根の高さ(長さ)も低い。暁耗は著しく、前

歯では歯冠の半分が摩滅している。したがってこの個体の年齢は壮年の中~後期であると考え

られる。歯の植立している下顎骨(下表の二重線の部分が残っている)は極めて厚く、頑丈で

あるが、その割りにはオトガイ部の高さが低い。したがって、この個体の顔は低く、四角かっ

たと推定される。顎二腹筋宮は広く明瞭であるので、頚部の筋が強かったと言える。

この個体の性別は、相反する要素があり、容易には決定できない。歯の小さいこと、オトガ

イの低いことは女性的である。一方、下顎骨の頑丈なこと、顎二腹筋商の大きいことは男性的

である。総合して判断すると、男性の可能性が高い。なお、下顎右第 l小臼歯の遠心面歯頚部

に虫歯がある。

8 7⑥ 5 432 1 I 1 2 3 4 5⑥⑦8 

876⑤④③② 1 I① 2③ 4 5 6 7 8 

その他に、あまり大きくない男性と思われる上位頚椎(6 )と左寛骨臼(8 )の破片がある。

両者とも関節面には経年性の骨増殖がかなり見られるので、同一個体のものと考えられる。さ

らに、尺骨骨体の一部(7 )と推定される小片があり、あまり太くないが、骨壁は厚いので、

この個体に属する可能性が強い。

個体B(図版9""' 17) 

下表のOEI1の歯が残っている(9 ""' 16)。歯は暁耗がわずかであり象牙質の露出は、切歯・犬歯・

第 1大臼歯にポイント状あるいはスリット状に認められるだけである。第 3大臼歯は崩出して

いるが、磨耗は認められない。したがって、この個体の年齢は20歳前後と推定される。歯の大
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きさは、大臼歯は小さめだが、犬歯と小臼歯は大きしユ。性別は男性であろう。

876⑤ 4 3② 1 I 1 2 ③I~ヱ丘

⑧⑦⑥⑤ 4 3② 1 I 1 2③ 45678 

他に、歯の(死後に)紛失した上顎左歯槽部の破片 (12)があるが、左第 2小臼歯の歯槽の形

は遊離している右第 2小臼歯の歯根の形とにており、この個体に属すると判断される。なお、

上顎左第3大臼歯は欠如している。

また、右鎖骨外側半(17) があるが、経年性の骨増殖は認められず、若い男性のものと考え

られるので、この個体に属すると考えられる。

個体c(図版18"-'20)

上顎左右中切歯および下顎左第 1小臼歯の遊離歯3点のみである(18"-'20)。歯の大きさは個体

Aの歯の大きさと同様に小さい。暁耗は個体Aよりはるかに軽いが、個体Bより進んでいる。

この個体は壮年前期の女性の可能性が高い。

一般的特徴

個体Cの上顎切歯は強いショベル形が見られる。唇側面にもわずかにショベル形が見られる

のは、典型的モンゴロイドの特徴といえる。個体Aの下顎骨が厚く、丸味を帯びているのは古

墳時代人に多い特徴である。暁合は、個体Aが紺子状であり、個体BとCは鉄状である。これ

も古墳時代人として妥当である。

まとめ

伊地山金杉遺跡 1号墳から出土した人骨は、壮年中~後期の男性、若い男性、壮年前期の女性

の3個体であると推定される。古墳時代人として矛盾のない特徴を備えている。
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伊地山金杉遺跡 l号墳出土人骨

個体A : 1.上顎右第 1大臼歯 2 上顎左第 l大臼歯 3 上顎左第 2大臼歯. 4 下顎骨の破

片、下顎右第 2・第 1小臼歯 ・犬歯・↑目IJ切歯および下顎左中切歯・犬歯 (5 )が植立して

いる 6.上位里射性 7 尺骨骨体の破片 8.下究骨臼の破片

個体B 9 上顎右第 2小臼歯. 10 上顎右側切歯. 1l.上顎左犬歯. 12.上顎骨左歯槽部の破片，
13 下顎骨右歯槽部の破片、下顎右第 l・第2・第3大臼歯が植立している. 14 下顎右

第 2小臼歯. 15.下顎左側切歯. 16 下顎左犬歯. 17 右鎖骨外側半

個体C: 18 上顎右中切歯. 19 上顎左中切歯. 20 下顎左第 1小臼歯

3cm 
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